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本 書 は 新しい 有機 化学 反応 , 新しい 有機 化合 物 の 
抽出 お よび 合成 , 最新 の 諸 数 値 手 よび 新 有 機 化学 
製品 に つい て , 捧 界 の 各 専 門 分 野 の 権威 者 数 十 炎 
が , 首 装 を 傾け た 中 重 な 書 。 其 界 技術 者 必携 の 書 


其 界 専門 分 野 を 代表 する 権威 者 が 内 外 の 正確 な 綿 
料 と 自己 の 研究 に 基き , 1952 年 の 世界 に お ける 有 
機 化学 の 実験 操作 法 と 応用 面 の 進歩 を 判り 易く 人 劉 | 
説 し た 年 刊 書 。 1 集 と 共 記 定評 ある 好 書 。 3B 
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F (Ryohei Ota) * 


Abstract: In this thesis, the studies on druse in basalt and trachyba- 
salt distributed in San-in and North Kyushu districts are explained about 
ten localities, concerning varieties, optical properties, genetical sequence 
and paragenesis of druse minerals, in addition to genetical relation to mo- 
ther rock and the description of the mother rock itself. Every genetical 
sequence of druse minerals in the above localities is shown in Figs. 1~8 
and is summarized in Figs. 9 and 10. The mode of occurrence is not always 
the same, hut the mother rock is either remarkably influenced by conta- 
mination or often considered to be originally rich in volatile substances. 


1. # = 

の 論文 は “本邦 火 山岸 の 上 唱 洞 ” 第 1 部 を な す も の で ある 。 火 山 岩 は 通常 は 統 密 質 で 
Sere 孔 際 が 見 出さ れ , その 孔 隙 は 単なる 気孔 で ある の が 普通 で ある が 
区 に その 壁 に 久 物 が 生成 し て いる こと が あり , CHEM FUME HRT SR Me Hh 
WSDL MAT So し か し 基 山 岩 に 品 洞 が 生成 する の は 極め て 特殊 の 場合 で ある か ら 特 殊 な 
原因 が ある に 相違 な い 。 また 品 洞 久 物 の 種類 ・ 光 学 的 性 質 ・ 品 出 順 序 ・ 共 生 お よび 人 母 岩 と の 
関係 等 に 就 い て 文献 を 整理 し て みる と , ある 定 つ た 潜 則 の よう な も の が ある よう に 思わ れ 
る 。 し か し 文献 の 内 容 に 精 粗 の 差 が あり , 1~2 種 の 品 洞 鉱物 が 記載 され て いる 産地 で も 
丹念 に 調べ て みる と 数 種 以 上 の 讐 物 を 見 出す こと が ある 。 従来 価 々 の 産地 また は 個々 の 録 
物 に 就 い て 研究 が 行なわ れ た が , 系 統 的 に 総 拓 し た 研究 は 本 邦 で も 外国 で も 未だ 行わ れ て 
いな い 。 穫 者 は 以上 の 和 観点 か ら 文 献 を と まとめ また 新 産地 を 訪れ 資料 を 求め た が , 本 邦 火 山 
岩 の 品 洞 を 論ずる に は な お 不 十 分 で ある 。 し か し 集め 得 た 資料 を 線 合 し ここ に 報告 する が 
将来 さら に 多く の 資料 を 加え 完全 を 期し た い 。 大 山岸 の 品 洞 鉄 物 と は マグ マ 固 結 の 末期 に 
マグ マ か ら 遊 苑 し た マグ マ の 残部 (residual magma) か ら ニ ュー マト リティ ッ ク の 状 
前 で 孔 際 に 生成 し た る の で あつ て , この 論文 で は 方 解 石 や 沸 石 の よう な 一 次 的 生成 の 鉱物 
に は 人 れ て いな い 。 こ の 論文 に は 多く の 文献 を 引用 し た が 各 著 者 に 対し , また 資料 を 恵 与 

5 され た 各位 に 対し 謝意 を 表す る 。 
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2 兵庫 県 田倉 山 の 品 洞 

1) BR この 産地 は 朝来 郡 梁 瀬 町 字 野 道 に あり , 山陰 本 線 に そつ た 国道 を 京都 ・ 兵 
庫 両 府県 境 か ら 兵 庫 県 側 へ 直 距 約 0.7km 入 つ た 道路 の 曲り 角 の 北側 の 崖 で あぁ つて 小 規 
模 の 石切 場 で ある 。 神戸 信和 が 発見 し その 後 筆者 が 探 集 に 赴 い た 。 上 唱 洞 の 母 岩 は 粗 面 玄武 
岩 で この 産地 の 北方 約 1.6kEm に 山頂 を 有する 田倉 火山 の 1 疾 岩 に 属し , BEL CH 
北 一 帯 に ほ は ば 4.5km2 (aU AHO RL IGE CRBAMERL, その 厚 さ は 少な 
く と も 70m ある 。 台地 上 で 見 出さ れる 転石 は 孔 際 に 富ん で いる が 単なる 気孔 で 上 品 洞 は 
認め られ な い 。 こ の 産地 は 台地 の 表面 か ら 約 50m 下 つ た 谷間 に ある 。 

2) BS 産地 の 直ぐ 前 を 走る 国道 に そい 疾 岩 が 良く 雷 出し 綴 密 質 で 上 唱 洞 は も ちろ ん 
気孔 も 有 し な い 。 CORSA RCE SES SL ARR Cid & OPERA ARE Cla 
な い 。 $i F CUES KER IRL EER ALRAS LORUHAD 5 Ro AEA (An 
7A~70) は 長 さ 0.5~1.2mm の 柱状 を 示し 清純 で 昧 帯 構造 は 著しく な い 。 HEIL A 
0.25~0.7mm の 短 柱状 を 示し 淡 緑 色 で イデ ィ マグ ス 石 化 は 見 られ な い 。 石 基 は 問 粒 状 組 
織 を 示し 長 さ 0.1 へ ~0.3mm で 本 木 状 の 斜 長石 (An65 へ ~60) お よび 長 さ 0.2mm 以下 で 
EER ORBEA 2 © 0, 微細 な 柱状 の 普通 輝石 を 件 な い 徴 粒 の 鉄 鉄 が 無数 に 撤 布 され て 
いて 和 欠 長 石 の 縁辺 に は アル カリ 長石 が か な り 多 く 認 め ら れる 。 HRA | AMM 
流 状 構造 を 示し , 2 BSE PO ERM 72 FLIR IC ESE PAARL TWH ILLERHSO 
Hal Gavel esl CAM IC ARE BRT SL, 大 抵 の 場合 肉眼 で も 石英 の 外来 結 品 お 
SURREAL SNS これ は 注意 すべ き 事 実 で あつ て 唱 洞 を 有 し な い 統 密 質 の 
類 岩 で は 全く 認め られ な い 。 石英 は 不定 形 で ある が 径 Smm に 達する も の が あり し ば し 
VETERE OMAR CAEN COS o SEF CIERRA LUBA RY, 大 き さ 
その 他 に お いて AE SE BOBMEROWAPO VOL ABRAM MPRA 44 マグ 
ス 石 化 が すす ん で いる 。 EKBROSRSTARADIPREM RD BEAM AND ME 
AOR REGO 72 著しく 円 く な り 結 唱 外 形 の は つき り し た ERABOMEA 
BevVAA RLS hn, 後者 の 化学 成分 は An74~70 で あぁ る に 反し 前 者 の 内 核 の 化 
学 成分 は An48~45 で 概ね 清純 で ある が 縁辺 は 帯状 に 少 葛 し て いて 最 外 緑 の 化学 成分 は 
An57 へ ~55 で ある 。 石英 の 外来 結晶 は 清 透 で 著しく 話 僕 され て いる 。 ARIS ARR 
CH & i E 7 AMA ORE LIER ISL, AOMORI LUA SEL OME 
IX 7D AO ES PPI L POMRAO(LBRANE An60~50 で ある 。 前 記 の 
BESS HARRIE CLD SMES 5~10mm OPV Y AREAL, 錯 下 で は 石英 
の 粒状 集合 か ら 成 り 1 個体 の 大 き さ は 径 0.11.0 mm で 各個 体 の 聞 に そい ガラ ス 化 が 進 
ん で いる 。 原 岩 は 酸性 深成岩 に 件 な う 石 英 脈 ま た は ペグ マタ イト の 石英 と 推 穴 され る が , 
東 岩 また は 石英 片岩 か も 知れ な い 。 COPSRBH OS DUCEMOTTAR LOR ARTS 
と , 石英 の 各個 体 は 個々 に 分 離し て ゆき その 間 に 徹 細 な 倖 方 殖 石 に 宮 ん だ 褐色 ガラ ス の 部 
分 を 生じ , この 部 分 の 孔 隙 に 方 理 石 が 生成 し て いる 。 

3) BH 既 述 の よう に 品詞 は この 石切 場 に 限り 見 出さ れ し か る 余 程 丹 念 に 探さ な け 
れ ば 見 当ら な い 。 品 洞 鉄 物 は 通常 長く さ 1 へ ~3cm・ 厚 さ 0.5~1.5 mm の 流 理 間 了 に 生成 ! 
し , ek: - SRAM FI VY ROKB LUN — ABAD IRS o PIED Y S ¢ BRE 
FNLANE TCS 7 FF VY PRRITARD TC HUA C HY DN BASRA XA BR, パー ガ 


tg 
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ス 右 は 極め て 稀 に か つ 局 部 的 に 産 す る 。 金 雲母 は 径 3.5mm 以下 の 薄板 状 を 示し 真珠 光 
REA LH~ AAO BBE LEEDS. B= VY=1.573~1.574 平均 1.5735, (-)2V 
=1°~2° 平均 15°, RAIS 1mm YEO 軸 に 局 平 な 柱状 を な し 曹 緑色 を 星 
する 。 e=1.690~1.693 平均 1.6915, B=1.700~1.703, 32% 1.7015, y=1.706~ 
1.709 平均 1.7075, (—)2V=54° 54° 56° 57° 59° 平均 56.0°, FF vy BROKE 0.05 
mm 以下 の 6 AERREARL PEARBE LETS. N—UAAIRCHS 0 BRK 
は 存在 し な いよ う で ある 。 上 記 講 鉄 物 は 品 洞 内 で 密生 する こと な く お の お の 防壁 に 独立 し 
て 附 着 し て いる 場合 が 多く 品 出 順序 を 決め る の は か な り 難 し い 。 FIV RRA EES 
BLURB AO LUCA L COR OCHMO RHE BDNSM, PCPERO LICH 
着 し て いる こと が ある 。 REEL RR L OBR Ci HHO PEMD BURDEN 
Bk ICRA Y SEED LIAB CU ZOMMBCASA, 時 に は 金 雲 母 の 縁辺 部 
が 紫 交 輝 石 の た め に 結晶 外形 の 完全 な 成長 が 妨げ らち られ て いる こと が ある の で , SERRH 
の 末期 に は 紫 蘇 煙 石 と 同時 品 出 し て いた の か る 知れ な い 。 し か し この よう な 合 は 他 産 地 で 
は 全く 見 られ な か つた 。 パ ー ガ ス 石 は 少量 な の で 他 鉄 物 と の 関係 は 不明 で ある が , 他 産 地 
DA CLEC BES ED PERO CHS. MEMO MMI & HRCA? 


第 1 図 Bae ASO ce 


4) FIORE 益 宮 は 昭和 23 年 に AK Rat 思わ れる 岩石 か ら MMRMER 
集 し 既に 記載 し て お り , 次 に その 記事 お よび 術 信 を 要約 する 。 探 集 場所 は 前 記 の 場所 
で は な く , 田倉 火山 山頂 か ら 東 方 より や や 南 偏 し 約 850m を 隔て た 地点 で , 水 坂部 落 か 
ら 奥 水 坂部 落 に 向う 途中 の 道路 際 に 積ん で あぁ つた 逢 石 か ら 得 た も の で , この 割 石 の 正確 な 
産地 は 不明 で あぁ る が 地理 的 に 推察 し 前 記 の 石切 場 で は な い 。 唱 洞 鉄 物 は 次 の よう で ある 。 
a 古 鋼 輝石 , 長 さ 1mm 内 外 ケ 結晶 で 透明 な 淡 褐色 を 示し ガラ ス 光 沢 を 有 し (010) F 
DHT ay ARMOIRE KO Y=, Z 三 淡 緑 色 , 81.663。 な お チタ ン 鉄 鉱 を 
包 有 する こと が ある 。b WRA FEAR CHT ZEREAL, 屈折 率 は 1.530 附 
近 で ある 。 c MELE, 径 0.5~1mm で 淡 礼 色 透 明 で あり , 六角 薄板 状 と いう より む 
し ろ 鱗 状 で 表面 は 真珠 光沢 を 放ち , 光 軸 角 は 0° に 近い 。 d FI VHRR, 径 0.5mm・ 
x 0.08mm の 六角 薄板 状 で , 時 に 径 0.2mm 厚 板 状 を な す 。 

以上 が 益 富 の 記載 で ある 。 その後 この 記載 に 用 いた 資料 の 一 部 を 贈ら れ た が , 径 25~ 
gem - BX 1 ユ ~1.5cm O/B, これ を 双 有 眼 顕 徴 鏡 下 で 観察 する と 10x3x2mm3 程 
変 の 不定 形 で 他 よ ょ り る も 大 きい 1 (OFM (以下 甲 と 略称 する ) と , B 1.5mm WOR 
TEV RUA O AFL (以下 乙 と 略称 する ) と が あり , FLIES MS MILE 


1) ReS2H : 趣味 の 地学 , 5; 5, 1952. 
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BELUMATERICL So Ailes PREBLUF FV GREEL: Ea 
FEARAWANEOBOES (=SES) は 認め られ な い , 。 HHA 0.1-0.3mm 
OPI CRB AEE BL AS SL OUBRGO LIB TOS. HEAD ECE 
し ば し ば チタ ン 鉄 鉄 が 載 つ て お り , Het WRAL OPHIR CHS. COB 
PND LPC HONS (, 品 洞 鉄 物 の 品 出 順序 に 就き 断定 は 許さ れ な い が 和 観察 し た 範囲 
内 で は 第 2 図 の よう で ある 。 CURSES AF 7 VRRBKV RH LR 
て 見 出さ れ , 石切 場 で 採集 し た 唱 洞 と 同じ 組合 せ で ある 。 PALMAR CIE Mia LT 
HEL, FIV RRB LURE CL OPMIBRI AA CHS 0 © ORAS 2 PRR 
EARL BELO BRE LIMA RIL CS. 甲乙 両 孔 際 を 含む この 小岩 片 を 鏡 下 
ARTS oS KE CURL PERU ALR BLU HAD 5 RS. ARALRS 
0.3~0.8mm の 柱状 を 示し 清純 で 大 部 分 の 化学 成分 は An75~72 CRMC OAR tr 
構造 が 見 られ 最 外縁 の 化学 成分 は An68~63 CHAZ. これ と は 別に 径 0.8mm 以下 で 
著しく 類 触 され か つ 汚 湯 し た 和 斜 長 石 が 見 出さ れ , 縁辺 ほど An OFC RAMS 
われ る 。 MHAILE & 0.2~0.4mm の 短 柱状 を 示し 淡 緑 色 で 部 分 的 に イデ ィ ング ス 石化 
し て いる 。 石 若 は 間 粒 状 組 織 を 示し 長き 0.2~0.5mm OF AROMEG (An57~53) - 
0.2mm LE CRE ROMMAE LU や や 少量 の 普通 輝石 か ら 成 り , 微細 な 鉄鉱 粒 が 
無数 に 点 在 し て いて 終 長 石 の 縁辺 に は アル カリ 長石 が 附 着 し て いる 。 Si FOATLRC SE 
RRB S LURRUARL THY, 前 2 者 の 光学 恒 数 は 次 の 通り で いづ れる も 前 記 の 
BOBO) OVI CWB o BASE B2=7=1.573, eR (—)2V=—54° 56° 57° 
Wty 56.6° 従 つて 前 記 の 草 長 石 一 古 鉛 煙 石 一 チタ ン 鉄 鉱 一 方 理 石 の 組合 せ か ら 成 る 品 洞 
は 成因 上 きわ め て 特異 な も の で , 従 述 の 大 野 岳 お よび 石 高山 の 品 洞 と 共通 点 を 有する 。 


第 2 図 AAUP ERR) OSI 
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5) 考察 前 記 の 国道 に そい KK DAT SRS CRE SL AWD, 品 洞 産 
地 の 石 切 場 で は 外来 岩 語 お よび 外来 結 品 を 包 有 し , これ ら は マグ マ と 反応 し た 形跡 が 閉 し 
い 。 石英 お よび 酸性 斜 長石 の 外来 結晶 は 酸性 ( 深 成 ) 岩 か ら 由 来 し た も の で , ペパー ガス ヌ 石 
—RE AIA F IY RKOMAY HOE RAMMAAE - BE - RUBLUARHS 
な ど で 見 られ る 品 洞 と 酷似 し て いる 。 MABEL RAMs WRG eS Fv 
鉄 一 方 斑 石 (以下 内 と 略称 する ) & PER: F 7 VY GREK (以下 丁 と 略称 する ) 
と の 2 種 の 組合 せ に 分 けら れ , 両者 は 成因 的 に 異な る 。 丁 は 石切 場 産 の も の と 同様 に 酸性 
岩 の 混成 に 基づく 。 肉 は 丁 よ り る も 高温 性 の 鉄 物 か ら 成 り 両 者 が 共生 する こと は な く , Bo 
て 内 は 丁 よ り る も 早期 に 生じ た も の で ある 。 AU CRE ICES REE BAB AH IO 
燈 人 触 に よ つ て 生じ た ガラ ス 質 部 分 の 小 孔 際 に 方 葵 石 を 生じ て いる 事実 が 認め られ た が , B 
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% AETISK IO MAE D DBAS ¢ TEMBO £5 AA ERARL, << hI DD BIE 
成分 に 富む 部 分 を 局部 的 に 生じ ほとん ど 拡散 する こと な く 固 結 し た た め に 生じ た の で あ 
ろ 3) ce) 

3 SK BER E OBR 

1) BK 壱岐 島 は 新 第 三 系 が 局部 的 に 露出 する の を 除け ば ほとん ど ABER 
玄武 岩 が 広く 分 布 し , その うち 芳 辺 港 の 南西 方 約 2.5km OBB (KSEE Wey 
に 属し 海抜 142m の 丘陵 ) IRE LAAT SRA ERA RIMMER 
する 。 この 事実 は 昭和 29 年 に 松井 和典 が 見 出し その 後 筆者 が 現地 を 訪れ た 。 ABR 
地 の 概 況 お よび 紫 蘇 煙 石 の 録 物 学 的 研究 は 砂川 ・ 林 ・ 松 井 に より 既に 発表 り され て いる 。 
meses TRS CHABAD A あぁ あるいは MAHL tO MCL XZ BRAS 基 だ し く 風 化 
し て いる 。 し か し 附近 一 帯 に 人 頭 ~ 和 牛頭 大 の 転石 が 多く , これ ら を 検 す る と いづ れる 混成 
TEROMERE Lo COMMERALAMR CLERKS EE EL RE Ce x OFERTAS 
か で は な く , この 中 に 長 さ 10mm WOAMA: Hk 6mm WKONBEAZWUE 
MM の 石英 等 の 大 形 の 外来 結 品 が 少な か ら ず 見 出さ れる 。 松井 の 観察 で は 径 数 cm の 
花 賠 岩 質 外 来 岩 片 を も 認め た と いう 。 し か し この 岩石 に は 唱 洞 は 極め て 少な く 余 程 注意 し 
て 探さ な けれ ば 見 当ら な い 。 な お この 特異 な 岩石 の 分 布 は 高尾 四 附 近 の 小区 域 に 限ら れ て 
いる 。 

2) BB MATAL GY MEROMBLRAtHPCRISL MMS SA 
ALI KTR ECR L, BERRA E AL PEALE £ USED 6 BRD SRS Be ee 
Whoikhiiat BDN ZARA LUABHALLS RORRtEZL. SEAL CAAME 
ほとん ど 有 もせ ず 内 核 の 大 部 分 は ほとん ど 一 様 の 化学 成分 (An74~72) GhOCTRBARE 
は 縁辺 部 (An71 へ 69) に 僅か に 示さ れる 。 この ほか 破片 状 の も の が 少な か ら ず 見 出さ 
れ , その うち アル バイ ト 双 品 が 著しく 甚 しい 燃 触 を 受け 円 味 を 帯び た も の が あり 内 核 の 大 
部 分 の 化学 成分 は An54~53 で あぁ る が 縁辺 ほど AN 分 子 を 増し An56~55 で ある 。 こ 
れ は 酸性 深成岩 に 由来 する 外来 結晶 で あろ う 。 MHA B BE DABS FLARE ¢ 
な く 淡 緑色 で 割 目 が 発達 し イデ ィ シング ス 石 化 は 稀 に し か 認め られ な い 。 普通 輝石 は 少な く 
和 九 時 計 構 造 が 認め られ る 。 角 図 石 は 著しい オ パ サ イト 化 作 用 を 受け 主として 磁 鉄 録 徴 粒 の 
REL 7s ORGAO RBIS ARE CHS 0 新鮮 な 部 分 は 通常 全く 残 つ て いな い が , FORALL 
上 の 大 形 の も の で は 往々 結晶 の 中 核 に 新鮮 な 部 分 が 残 つ て お り 淡 緑 黄 ~ 宰 黄色 の 著しい 
多 色 性 が みち られ る 。 BRIA CHL (AAA LIE Lee KL NVAR SN Two 
右 基 は 間 粒 状 組 織 で 主として HI ARROREA - BORO BLU 少量 の 普通 輝石 か ら 
成り , SA (An62~53) は 1 方 向 に 並び 流 状 構造 を 示し な お 鉄 鉄 の 微粒 が 一 面 に 撤 布 
aN Cw CARA DBDNIALT VAY BAAN CwHo 以上 は 品 洞 を 認め な い 統 密 な 
部 分 の 記述 で ある が , MMC AALMD ERAT S & MEMEO 1 F 4 ング ヌス 石化 は 一 
般 に 進ん で お り 結 品 の 約 半量 が イデ ィ シグ ス 石 に 変 つ て いる こと が ある 。 イデ ィ シグ ス ヌ 石 
化 作 用 の 原因 に 就き 定説 は 立て られ て いな い が 風化 作用 に よる も の で は な く 地表 噴出 の 


衣 際 に お ける 三次 的 影 響 に よる と いわ れ て お り , 品 洞 に 宮 ん だ 部 分 と 然 ら ざる 部 分 と で は こ 


iy 


の よう な 相違 が 認め られ る 事実 は 注意 を 要する 。 また 上品 洞 に 富ん だ 部 分 は 石 基 部 に お いて 


1) 秘 川 一 郎 ・ 林 徳 術 ・ 松 井 和 和典 : Ohi, 2, 4, 1955. 


212 岩石 鉱物 鉄 床 学 会 誌 


普通 濁 石 の 大 品 が 斜 長石 を 多く 取 込 ん で ポイ キリ ティ ッ ク 組 織 を 示す こと が 稀 に ある 。 
3) 品 洞 唱 洞 鉄 物 は この 灯 面 玄武 岩 の 流 理 に そつ た 厚 さ 1mm LL ORF FL 
見 出さ れ , ある い は 角 関 石 の 外来 結 品 に 接し 極め て 稀 に 認め られ る 不定 形 の 小 肪 際 に 存在 
する 。 後者 の 乳 隙 は 角 基 石 が オペ パサ イト 化 作 用 に よる 水 そ の 他 揮 発 性 物質 の 放出 に より 石 
基部 と の 聞 に 生じ た も の で ある 。 こ の 品 洞 の 著しい 特徴 と し て 品 洞 鍼 物 は 紫 交 交 石 の み で 
HOC, ほな に 径 0.05mm の きわ め て 微細 な 鉄 鉄 が 点々 と 見 出さ れ た 。 こ の 鉄 鉄 は 紫 将 
輝石 の 上 に も 附 着 し て いる こと が あり 種類 は 判別 し 難い が 恐らく 磁 鉄 鉄 で あろ う 。 これ ら 
の 唱 出 順序 を 第 3 図 に 示す 。 LOMAS Imm OFFER CHAO Rie & 
示す 。 «=1.694~1.696, 平均 1.6950, B=1.703~1.705, 平均 1.7040, Y=1.706~ 
1.709, 平均 1.7075, (—)2V=58° 58° 59°, 32% 58.7° 


63M Ra AO se 
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4) 考察 SACRE STEM & ARORMMBAICAY ON AAO MAK RO 
て いる 。 CO PHO L L CHREAERMGK nC & SB SRG b ( OPRSR LO HEH L Ze 
2S, TERE DSL POP DLO AHH LEREL LOAM CHORES LHANS]So TE 
Ma remLe bi kb また ABAD FAVA PME EOTHLOVT VIED 
QFE TNA VSESAMLEM, NSA ABCBERE MAT AIC CHO 
の で , “NE e+ GTS he <¢ ARE HL ROCH4AI. ERAMAOTRNY 4 
ト 化 が 品 洞 の 生成 に 関係 を 有する 直接 の 証拠 が 認め られ る の は 興味 深い 。 な お 長崎 県 呼子 
図 幅 地域 上 内 で は 同 説 明 書 に よる と , ANU CUE BE KBR D/C SRR & BE 
し 母 岩 は 区 石 粒 に 包ま れ た 石英 外来 結 品 に 富む と いう 。 まな 金 雲 母 の 産地 は 所 々 に あり 坪 
岩 に 外来 岩 片 また は 外来 結晶 を 件 な う も の が ある と いう 。 

4 鳥取 県 倉吉 の 品 洞 

1) ER 倉吉 市 街 の 天神 川 を 隔て た 北方 対岸 すなわち 天神 川 左 涯 一 帯 に 比 高 100m 
の 山地 が 起伏 し 沿 浴 に 雷 出 する 濃 灰 色 統 密 な 粗 面 玄武 岩 に 品 洞 鉄 物 を 産 す る 。 この 事実 を 
松本 唯一 が 発見 し その 後 筆者 は 現地 に 武 い た 。 な お 紫 交 石 形態 的 研究 は 砂川 に より 既 
に 発表 り され て いる 。 この 粗 面 玄武 岩 に は 部 分 的 に ほ ぽ 束 状 で う づ ら 豆 大 以下 の 和 孔 隙 が 
著しく 発達 し て いる が 単なる 気孔 の こと が 多く , 唱 洞 鉄 物 を 採集 し 得る の は 倉吉 市 街 か ら 
北西 方 の と 和田 部落 に 通ずる 橋 を 渡り その 北端 か ら 天 神川 左 失 に そい 約 500m 下 つ た 石切 
場 附近 を 主 と す る 。 品 洞 の 産 状 に 次 の 2 種 が ある 。 a 統 密 な 類 岩 に 長 さ lm 以下 で 厚 さ 
は きわ め て 薄い 飾 理 が 所 々 で み ら れ その 両 壁 に 生成 し た も の 。b BURRESS 球状 
で ある が 1 方 向 に や や 伸長 し た 小豆 大 以下 の 有 孔 際 が 比較 的 貴 ら に 集 つ た 部 分 淡 所 々 に あ 
り そ の 和 孔 壁 に 生成 し た も の 。 J 
2) BS 肉眼 で は 全体 が ー 様 に 濃 灰 色 を 時 し 個々 の 斑 品 は 目立た な い 。 鏡 下 に 検 す 


1) 砂川 一 郎 : 地学 , 57, 1950 
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6 CTA KR ACR L BEALE BLU BER RZ. MRA (An65~62) 
は 長 さ 1.2mm 以下 の 長 柱 状 を 呈し 大 き さ で は 石 基 斜 長石 と は つき り し た 境界 が な く 清 
OC Air HS BL Co PERIGEE 1mm 以下 で 概ね 短 柱状 自 形 を 示し 淡 緑 色 で 
イィ ディ ング ス 石 化 そ の 他 の 変質 は ほとん ど 見 られ な い 。 石 基 は 一 般 に 問 粒 状 組織 で ある が 
部 分 的 に 特に 上 唱 洞 に 接近 し た 部 分 で は オフ ィ Fay ク 和 組織 を 示し , MICRA AV FA 9 7 
組織 で ある 。 凍 粒状 組織 の 部 分 で は 倖 長 石 ・ 標 棋 石 お よび 普通 輝 石 か ら 成 り , 磁 鉄 鉄 そ の 
他 の 副 成 分 鉄 物 を 件 な い 和 倖 長石 の 縁辺 に は アル カリ 長石 が 附 着 し て いる 。 オフ ィ ティ ッ ク 
また は ポイ キリ ティ ッ ク 組 織 を な す 部 分 で は 主 品 は 普通 輝 石 で 斜 長石 まれ に 様 橋 石 ・ 磁 鉄 
鉄 等 を 包 有 し て いる 。 FENRIS 0.2~0.5mm の も の が 多く 概ね 析 木 状 で , RE 
状 組 織 の 部 分 で は An60 へ 55 内 外 で ある が オフ ィ ティ ッ ク ま た は ポイ キリ ティ ッ ク 組 織 
の 容 品 を な する も の は An 分 子 に 富み An70 へ ~60 CHA. MARES 0.1 へ ~0.3mm の 
短 柱状 で 淡 緑 色 を 示す 。 普通 灯 石 は 淡 緑 色 を 示し 毛 享 状 組 織 の 部 分 で は 長 さ 0.1~0.3mm 
の 柱状 で ある が オフ ィ ティ ッ ク また は ポイ キリ ティ ッ ク 組 織 の 主唱 を な する も の は 長 さ 2 
~3mm の 大 き さ で その 光学 恒 数 は 次 の よう で ある 。 (+)2V=53° 57° 58° 60° 62° 平 
均 58.0°, cAZ=41° 42° 42° 45° 46° 平均 43.2°, 磁 鉄 鉄 は 微 夷 上品 と し て また 問 灯 状 
組織 の 部 分 に も 徴 晶 と し て 多数 搬 布 され て いる が , オフ ィ ティ ッ ク ま た は ポイ キリ ティ ッ 
ク 組 織 の 部 分 は 非常 に 少な い 。 

3) BH MMM MISES - MR: FHV RR: WMG BLU パー ガス 石 の 
5 種 で ある 。 前 2 者 は 大 形 で 多量 に 産 し チタ ン 鉄 鉱 は 小形 で ある が 普遍 的 に 見 出さ れ , 後 
2 者 は 小形 で きわ め て 少な く 肉 眠 で は ほとん ど 認 め ち られ な い 。 双 有 眼 顕 微 鏡 下 で は パー ガス 
石 は 稀 に 認め られ る が 普通 婚 石 は 余 程 注意 し て 探さ な けれ ば 見 当ら な い 。 これ ら 講 鉄 物 は 
EMAC お の お の 自 形 を 示し 一 端 を 防壁 に 舌 着 させ 他 端 を 伸長 し 広い 裕章 部 を 残し て い 
る 場合 が 最も 多く , ある 多 物 が 他 鉄 物 の 上 に 附 着 し た り 他 鉱物 の 結晶 外形 の 完全 な 成長 を 
妨げ た り し て いる 現象 は 移 に し か 認め られ な い の で , 品 出 順 序 を 正確 に 決め る こと は 難し 
い が や や 大 膝 に 表示 する と 第 4 図 の よう に な る 。 この 産地 の 上 唱 洞 鉄 物 の 産 状 に は 前 述 の よ 


第 4 図 信吉 産品 洞 鉱物 の 品 出 順 序 
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SUC SAFEPRPR PETS DO EPRIRFLEUCEET SIDED 2ZMMNHSo 両 型 と も 産出 鉱物 の 
種類 お よび 共生 に お いて 著しい 相違 は な い が , 強い て 言 へ ば 球状 孔 隙 型 で は 上 唱 洞 鉄 物 が 孔 
REYCMBATZ OLR. お の お の 独立 し て 着 生 し て いる 場合 が 多い の で 唱 出 順序 を 決め 難 
Wo まな た 金 雲母 は 径 2mm WOKE SX CHMBAKLY VHA, MCRAE RE 
We AERA DD RYVLHOF IT VPREERIWEBHS o MBEMPRAY CERRTL 


214 a A SKM GRR A 


BRED k Y % GAYMGR DO Ae AST SE CO 時 に は 孔 隙 の 両 壁 が ほとんど 見 えな い 程 密生 し て い 
て , この 場合 金 雲 芋 が 特に 多く か つ 大 きく 径 4mm (ETA VORDSo RMBARS 
EEO LUNE SSW SBR LOT 結 品 外形 の 完全 な 成長 が 妨げ られ て いる 現象 
が 稀 で は な く 認 め ら れる 。 FIT VR CED FZ RBBB ORD Lic fe LC 
いる 現象 は 全く 認め られ な か つた 。 WH ERLE ENA ABABA A RAL 
て 生成 し て いる の 未 認 め ら れ た 。 次 に 講 唱 洞 鉄 物 に 就 い て 述べ る 。 金 雲 母 は 6 AOR 
卓 で 半 透 明 ・ 真 珠 光沢 が あぁ り 淡 黄 福 ~ 灰 褐色 を 示し 人 艇 開 は 完全 で ある 。 球状 孔 際 で 得 っ れ 
た も の は B= =1.567~1.569 平均 1.5680, 節理 間隙 で 得 ら れ た も の は B= 7=1.562 
~1.564 平均 1.5630, 何れ る (—)2V+0. RRA SX 2mm LP CRA AA 
の 草 緑 色 を 示し @ HI Ree EER RE CHOC PHAATEIS RE COREE DILO XO LT 
いる 。 @=1.702~1.705 34 1.7035, B= 1.713~1.716 324 1.7145, Y= 1.720~ 
1.723 3¢#y 1.7215, (—)2V=54° 55° 56° 56° 57° 2% 55.6°, X=KHSE, Y= 
RARE, Z 三 淡 緑 色 。 FY VRRMAE 0.5mm 以下 の 6 ABR ia CHAAR 
色 で ある 。 普通 輝石 は 長 さ 08mm LPO VRAKREAC 短 柱 状 結晶 で 群馬 県 鈴 ガ 岳 で 
見 られ る よう な 長 柱 状 の も の は な か つた 。 きわ め て 微細 か つ 少 量 で ある た め 屈 折 率 は 測定 
LB io (+)2V=59° 60° 3244 59.5°, cAZ=52° 52° 54° 24 52.7°, N-—HAB 
は 長 さ 1mm LL POREIR EULER GAL EC OBE ERT aH 1. 
637~1.640 3234 1.6385, B=1.644~1.647 平均 1.6455, Y=1.656~1,659 平均 1. 
6575, (+)2V=77° 80° 83° 2% 80.0°, cAZ=21° 22° 32444 21.5°, X=, 
Y= 淡 黄 緑色 , Z = pesto 

4) 考察 この 産地 の 品 洞 は 鉱物 の 種類 が 多く かつ 大 形 の も の が 多量 に あり この 点 で 
は 玄武 岩 ~ 粗 面 玄武 岩の上 唱 洞 諸 産 地 中 の 随 一 で ある 。 品 洞 鉱物 の 種類 お よび 共生 に お いて 
既 述 諸 産 地 と 概ね 共通 し て いる が 少 基 の 普通 煙 石 を 件 な う 点 が 異な る 。 し か し パー ガス 石 
に 先立つ 普通 放 石 の 品 出 は 安山岩 の 唱 油 で は し ば し ば 認め られ る 。 この 産地 で は 混成 作用 
の 直接 の 証拠 は あま り 顕 著 で は な い 。 MA PICH CLE HS MNEAY FORE & CHW 
石 の 微粒 か ら 成 る 灰 緑色 皮膜 に 包ま れ た ほぼ 球状 の 和 孔 際 が 見 出さ れ , 時 に は CD OFLA 
10 維 個 集合 し て いる 。 残 島 ・ 関 山 そ の 他 の 産地 の 例 で は この 灰 緑色 皮膜 が 下 質 岩 片 また 
は 石英 粒 を 包み 皮 冊 の 外側 は 直接 に また は 多孔 質 部 を 隔て て 類 岩 に 接し て いる が , LOR 
地 で は 理 質 内 片 また は 石英 粒 は 認め られ ず , 皮膜 の 内 側 表 面 は 概ね 平滑 で ある 。 こ れ は 旬 
有 さ れ た 斑 酸 が 全く 燃 融 され 叔 け て し まつ た た めで あろ う 。 これ 以外 に 混成 作用 を 示す 直 
接 の 証拠 は 逐 し い が こ れ は マグ マ と の 反応 が 十分 に 行わ れ た た め と 解釈 され る 。 その た め 
に は 断層 運動 ・ 熟 気 作 用 ・ 熱 水 作用 な どの 三次 的 影響 を 受け VERSA A BR 
態 に あつ た と 想像 され , 従 つ て 比類 の な い 頭 斗 な 卓 洞 を 生成 し た の で あろ 3 © KRAVE 
HCAS Se WREST BO MOTE So RO, BEBO MRIS Z 
れ よ り る も 選 か に 低く 基盤 の 黒雲 母 花 賠 岩の上 に 玄武 岩 BLU RILEMMOY さら に その 
上 に 大 山 火 山 の 裾 野 が 広 が つ て いる 。 天神 川 は ほぼ 構造 線 に そい 流れ て いる らし く 従 つて 
卓 洞 母 岩 の マグ マ 潤 は 黒 圭 母 花 賠 岩 中 を 走る 構造 線 の 中 に ある よう に 思わ れる 。 

5. 下関 市 六連 島 の 品 洞 
六連 島 は 下関 洪 外 に あり この 産地 の 品 洞 鉄 物 は HGH BLU 吉木 文平 の 研究 に より 
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5 図 六連 島 産 品 洞 鉄 物 の 卓 出 順序 


著名 で ある 。 筆者 は 現地 を 踏査 し た こと が な い の で 岩 鉱 誌 そ の 他 に 掲載 され た 記事 を 要約 
$60 ZEMRPOT J—-v4i be eee: LRA ANE s-—PA2BtLLCMXS. 
BEAL RE (ASORS CUANAMREMMELRS) CHA L BONAR 
孔 際 に 富み , この 中 に 人 金 雲 母 が 相 交 錯 し て 生成 し きわ め て 少量 の パー ガス 石 が 存在 し て い 
Bo BP CPR MOAAYD 5 NMMGIAERE BLU MEAD DRS. SRA (An75) 
REE CAR AlL LIE LIE 半 自 形 を 時 し イデ ィ ング ス 石 に 変質 し た も の が ある 。 石 基 
Et L CEAPROARA (An70) - RE BLUME DERSZ. 品 洞 の 金 圭 母 は 鱗片 
RESLE 5~6mm CHK Iom に 及ぶ ぷ 。 w= 1.557, Y=1.605, 2E = 22°~32°, vx 
— ARISES CE & 2 マ 3mm CHA. @’=1.643, 7” =1.655, cAZ=138°~17°, 
以上 は 文献 の 要約 で ある が 筆者 が MARS HS NAPE BA & RARE CIRTS 
と 金 雲 母 お よび パー ガス 石 の 他 に , EZ 0.5mm 以下 の 鉄 黒色 板 状 の チタ ン 鉄 鉄 が 両者 と 
共存 し また 長 さ 0.4mm WO KR PERORAMBAR SKS aR MH AN?O こ 
の 薄 片 を 鑑 下 に 検 す る と 文献 要約 で 述べ た 鉱物 の 他 に 全く あぁ あるいは ほとんど オペ パサ イト 
化 さ れ た 夷 品 角 関 石 と 石 基 中 に アル カリ 長石 が 認め られ た 。 REEL RM kD Om LT 
ある か ら 混 成 作 用 の 直接 の 証拠 は 見 出し 得 な か つた が , この 産地 の 母 岩 お よび 品 洞 鉄 物 の 
産 状 は 後述 する 福岡 市 残 島 お よび 下関 市 関山 両 産地 の 場合 と 酷似 し て お り 恐らく 両 産地 
と 同じ 成因 で あろ う 。 六連 島 と 関山 と は 僅か 7.5km し か 隔 つ て いな い 。 次 に 六連 島 産 
卓 洞 鉱物 の 品 出 順 序 を 第 5 図 に 示す 。 
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On the so-called metamorphosed calcareous concretions 
in felsic metamorphic rocks which lie in the basic rocks 
at the upstream of Horoman river, Hidaka province 


we ft 42 (Hiroshi Asai) * 


abstract : The writer discusses the origin of the so-called metamorp- 
hosed calcareous concretions in felsic metamorphic rocks in Hidaka provi- 
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nce. The metamorphosed calcareous concretions form originally at the 
crest of the microfolding, at the inner part of the semicircular mylonitic 
arc, or at the mylonitic part, of biotite hornfels in a small scale. In the 
metamorphosed calcareous concretions, basic plagioclase, hornblende, 
diopside, vesuvianite, calcite, ilmenite and ore generally occur accopan- 
ying the concentration and the dispersion of biotite of biotite hornfels. 

He concludes that the origin is attributed to neither of addition of 
materials from the surrounding coarse metamorphic rocks or from basic 
rocks, nor to the original one in sedimentary rocks, but to the metamor- 
phic differentiation which take place in biotite hornfels at the time of the 
mechanical movement of its own. 


Le SS AS 

南部 日 高 変成 帯 の 幌 満 川 上 流 に は , 広い 範囲 に わた つて , HOR, RZ, 粗 粒 の 塊状 の 塩 
FPEERATEL TOS. この 塩基 性 岩 体 に は , Fz, 小 規模 な 範囲 で 各種 の 細 灯 , 中 
wi, 粗 粒 の 球 長 質 秦 成 岩 の 複合 岩 体 が は さま つて いる 。 LDERBA RS cls, 所 調 
‘FS BG RASS? と いわ れる 小型 の レン ズ 汰 岩石 が 観察 さ れる 。 

この 石灰 質 団 球 の 二 ・ 三 の 産 状 と 観察 し た 形成 機構 に つい て 述べ , この 岩石 は , いづ れ 
る 黒雲 母 ホ ルン フェ ルス が 受け た 変成 条件 に 応 じ て , 部 分 的 に 黒 圭 母 ホ ルン フェ ルス を 原 
岩 と し て , それ ぞ れ の 場所 に お いて 主 に 石灰 質 鉱 物 が 濃 集 し , MATERA RAOUM 
され る 以前 に 略 々 この 変成 作用 が 完成 し て いた も の で ある こと を 記 述 する 。 

塩基 性 岩 中 の 革 長 質 変成 岩 に 石灰 質 団 球 が 多 匠 観察 され る こと は , 北部 日 高 帯 に お いて 
認め られ て きた も の で あり 3 や, また, 一 般 に 南部 日 高 訟 成 帯 の 花 賠 岩 質 混成 岩 , SPA 
Bas, REL Rha, 黒雲 母 ホ ルン フェ ルス の ほか に 塩基 性 脈 状 岩 に も 伴わ れ て いる 5 
6)7) 
Fe LT Sle Hrs D MiNi e L COR ILA EB, 橋本 誠二 両 先生 , 北 
Yee Hh T BAAR ZK IX UDSRO AERA V—- TORR, 終始 変ら 
ぬ ぬ 篠 指導 , PME COTW AEA RAR, 石川 俊夫 両 先 生 に 許 意 を 申 上 げ る 。 
この 研究 に 使用 し た 経費 の 一 部 は , 文部 省 自 然 科 学研 究 費 交付 金 , 開発 庁 , 北海 道 地 下 
資源 調査 所 , 工業 技術 院 地質 調査 所 北海 道 支所 , 北海 道庁 科学 研究 費 交 付 金 の 御 援助 に 負 
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う 所 が 多く ここ に 謝意 を 表す る 次 第 で ある 。 
2. BRS APORREBRA 


幌 満 川上 流 の オビ ピラ ルカ オマ ツ プ 有川 (第 1 図 a) OME AKhHOBERERe, 一 
般 に 黒雲 母 混成 岩 , FPR RARER, bt VERE, FRR} tr Be 
混成 岩 , RES ES ( 角 了 石 を 含有 する こと が ある ) と それ に 小 規 模 な 黒雲 坪 ホ ルン フ 
ェ エル ス で 構成 も られ て いる も の が 多い 。 石灰 質 団 球 は , レン ズ 状 に な つて , いづ れる も 片 理 
の ある 岩石 の 方 向 に 長 軸 を も る もち, 上 に 記し た 各種 の 鞭 長 質 泰成 岩 中 に 観察 せら れる の で あ 
Bo 本 稿 で 述べ る 石灰 質 団 球 を 含む 各種 で 変成 内 は , rh 400k, 片 理 の 延長 約 500 米 
に わた つて , や は り 塩 基 性 岩 中 に あり , N40°E, Mt : N60°E, 40°NW : N60°E, 
80°NW : N80°W, 60°EW : EW, 8N : N60°E, 錠 直 等 の 薬理 或 は 流 理 状 の 片 理 を 
示し , 線 構造 は 北 ~ 北 東 落し の も の が 観察 され る が 顕 療 で な い 。 部 分 的 に N40°E, 80° 
NW : EW, 鉛直 等 の 後期 に お こつ た 巾 1 米内 外 の 圧 砕 帯 を も つて いる 。 黒 雲母 ホル ン 
フェ ルス , PRS RVY TINA, 黒雲 母 混成 岩 (部 分 的 に 片 麻 状 一 黒雲 母 混 成 岩 と 
な つて いる ) は , BRAARAOID C4, ME RICO AL, ERAAREKO 
PRS <1 CRRA RL EAR O TC, 次 第 に 繊維 状 角 関 石 一 } ナー ル 音 質 混 
成 岩 が 多く な る 。 こ の 部 分 で は , REHM BERRY TOV ALR RE 
を 未 し 片 麻 状 構 造 に な る 。 更 に 上 上 般 に 近づく と 繊維 状 角 阿 石 , BER RMS eS 
Gb BRIERE (部 分 的 に 片 麻 状 トナ ー ル 岩 質 混成 岸 と な つて いる ) に な り , 一 部 
は 含 角 関 石 一 黒雲 母 混 成 岩 に 移り 変っ つて いる 。 下 盤 側 は 黒雲 母 混成 岩 , 片 麻 状 一 黒雲 母 混 
成 岩 , 黒雲 母 ホ ルン フェ ルス の 貫 状 構 造 か ら 次 第 に 繊維 状 角 関 石 , BERRA eat b 
ナー ル 岩 質 混 成 岩 に 移 つ て お り , また 薬理 或 は 流 理 状 片 理 の 延長 方 向 で は , 両翼 と も 同様 
に 繊維 状 角 関 石 , 神 急 角 図 石 を 有する トナ ー ル 岩 質 混成 岩 と な つて いて , 何れ る も 周辺 部 
は , 中 灯 の 塩基 性 冊 に 接し て いる 。 こ れ ら の 周辺 部 の トナ ー ル 岩 質 混成 岩 か ら 明 瞳 に みち 
び か れ た な た 黒雲 母 一 石英 一 斜 長石 脈 状 岩 等 が 周囲 の 中 灯 塩 基 性 岩 中 に 入り こん で 塩基 性 岩 
を 包み こん で いる 。 この 事実 は , 中 粒 塩 基 性 岩 が 形成 せら れ た の は , 少く と も この トナ ー 
ル 岩 質 混 成 岩 か ら 導 か れ た 脈 状 の 優 白 質 岩 石 よ り も 前 に 既に で き て いた こと を 示し て い 
る 。 


3. BRABHOEXK 

以上 に 述べ た 坦 長 質 変成 岩 中 の 石灰 質 団 球 の 代表 的 な る の に つい て 述べ る 。 

[1] BEER, (BOLT RR BEER) CRAB RVY 7IOVALC REE 
造 を 示す 部 分 の うち 黒雲 母 ホ ルン フェ ルス 中 の も の (第 1 図 b)。 こ の 石灰 質 団 球 は , 一 
Ac RARE A~ HE KEG, 最大 の る の は 巾 10 Hi, 長 さ 100 MIRE vy AROS 
Ai Chik t ZA IRASERICIESN CABG, 団 球 の 周辺 部 の 黒雲 母 ホ ルン フェ ルス は , HERE 
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[2] 黒雲 母 混成 岩 (又は 片 礎 状 一 黒雲 母 混 成 岩 ), MiKo AMA b+ 1 Be 
混成 岩 な ど に 包 有 され て いる る も の (第 1 図 )。 前述 の 締 状 構造 を 示す 黒 圭 坪 ホル ン フ ユエ 
ルス が 石灰 質 団 球 を もつ た まま 小さ く 分 離し て 混成 岩 中 に 散 点 し た 如く 見 ちら れる が この 
部 分 で は , いづ れ の 石灰 質 団 球 も その 周囲 に 黒雲 OR en eee 


RL ATWO RAMERD REL Te BO CEL. HI REA IROP MM EERE 
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Aes 
ANY 


a, PEACE A ENERRE MBO (<ED)o 1, .2 幌 満 
IN, SaryvarbhFetye ZI, 4nva7bFeMy TI, STEADY 
Une AM, See ly FESS Sallie 

b, 石灰 質 団 球 (1) RUBZERVY72VA (2) CREMEKE, NM 
は 片 麻 状 一 黒雲 母 混成 岩 (3) & ORIG 

c, 黒 圭 母 混成 岩 , SU FARR REET, AER rea 
トナ ー ル 岩 質 混成 岩 に 包 有 され る 石灰 質 団 球 。 1! 石灰 質 団 球 , 2 黒雲 
舎 ホ ル ンマ ン フ エル ス , SHMBBE VY 7 eA, AYER 

d, 褐色 角 関 石 一 繊維 状 角 図 石 一 トナ ー ル 岩 質 混成 岩 に 包 有 され る HOR 
(左上 ), レン ズ 状 CAF) 石灰 質 団 球 。 1 灰色 部 , 2 淡 緑 色 , 緑色 部 , 
3 嗜 緑 灰色 部 , 4#} ト ナー ル 岩 質 温 成 岩 。 


黒雲 母 ホ ルン フェ ルス で か こま れ て いて , 石灰 質 団 球 は 内 側 に 向 つ て 暗 緑 灰色 , 灰色 の 部 
分 が この 順序 に 帯状 に 配列 し , この 部 分 は や や 中 央 部 が ふく れ た 細 帯 状 (第 1 図 c OF), 
VY AR (第 1 図 の c OR), BHR, スリ ッ パ ペ 状 , ひよ うた ん 状 (第 1 図 の c の 右 ) 
で 大 きい も の は 短 径 5 Hi, 長径 20 幼 に 達する も の が あぁ る が [1] に 述べ た も の ょ り 小 形 
の も の が 多い 。 

[3] 福 色 角 関 石 一 繊維 状 角 隊 石 一 } ナー ル 岩 賀 混成 岩 に 包 有 せら れる る も の (第 1 図 d) 
[2] の 石灰 質 団 球 と 略 々 同じ 位 の 大 き さ の も の が 多い 。 ここ の 団 球 で は 球状 の も の が 観察 
せら れる (第 1 図 d の 堪 上 )。 ARAMROSMME [1], [2] で 示し た 如き 黒雲 母 ホ ルン 
フェ ルス を 周囲 に も つて いな い 。 石灰 質 団 球 は , 内 側 に 向 つ て 緑色 部 , PORE, 灰色 部 
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KANTSo SMA, 緑色 部 の 順に 内 側 に 向 つ て 分 れ て いる こと が ある (第 1 図 
d の 右 下 )。 

以上 に 述べ た 事項 の 外 に [1], [2], [3] HSL CHR SHS, 1 RBOBRE 
団 球 を 除い て , 石灰 質 団 球 の 長 軸 の 方 向 に 直角 , また は これ に 近い 角度 で 節理 性 の 割れ め 
が 生じ て いて , この 割れ 目 は , 石灰 質 団 球 の 外 に 延び て ゆく こと は な い 。 西 も この われ 目 
IDO CHAE WERE SS ds, 講 然 石 が 濃 集 し て いる 。 2. AUK SIRO ROI & 
相似 形 に な つて 周辺 部 の 岩石 が 配列 し て いる こと が 多い こと 等 で ある 。 

4. 8 質 
25 CAS 2A RA MRO PING & ESWT, € OXE ESM OD PAMEBNZ OW CHER TZ 0 
[1] ARBRE (Bes PORE RS) LER RY 72K LOIRE 
ERT MDO 5 DRL AVY TLV AZHOYNS 

黒雲 母 混成 岩 の 性 質 : グラ ノブ ラス テッ ク 構 造 を 示す 。 SED, FER, 石英 , 磁 硫 
BR, BA, {VAT 1b, ゆう れん 石 か ら 成 る 。 斜 長石 : 自 形 性 強く Angs, An。。, 
Ans, を 示す 。 黒 雲母 : X Yee, ヤーZ… チ ョ コレ ー ト 福 色 , 71.635, 石英 Hh 
PEMORM CIT Zo MARR, 栃 石 ) イル メ ナ イ ィ イト : WSN YBBR. BC 
し て 生成 せら れ た も の で ある 。 ゆう れん 石 : 無色 で 斜 長石 に 包 有 され る 傾向 が ある 。 

Lit 産 状 を 示す 石灰 質 団 球 の 石灰 質 鍼 物 の 形成 の 程度 に 応じ て 3 つの BRAG Tt 
述べ る 。 

A 石灰 質 鉄 物 の 濃 集 の 程度 の 低い も る の 。 

第 2 図 ぇ は , 石灰 質 団 球 の 長 軸 の 方 向 の 端 部 を 示し た 。 MUR AUEG 2 BRS Pah DS 
あり , 石 氷 質 団 球 の 内 部 に 向 つ て 敏 橋 曲 の 頂部 か ら 延 長 す る 破砕 状 わ れ 目 (第 2 図 a の 
3) に より 異質 の 二 つ の 部 分 (第 2 図 ぇ の 2, 4) に 分 れ て , 更に 徴 祐 曲 の 要 の 部 分 (第 
2 図 ぇ の 5) が 異質 の 岩 質 に な つて いる 。 石灰 質 団 球 の 外側 は , 黒 圭三 ホル ン フ エル ス 
LAOS (H2Hai), 

1 黒雲 母 ホ ルン フェルス (第 2 図 ぇ の 1) WHORES AVY 7212 CHEE, 
黒雲 母 , 磁 硫 鉄 鉄 , イル メ ナ イ ト , チタ ン 赤 鉄 鉄 か ら 成 つて いる 。 MEA : Atgs, An。, 
Angy, Anj,, Anssy を 示す 。 BER: XY, ヤーZ… チ ョ コレ ー b af, Y…1.620, 
黒雲 母 の 内 部 或 は 周辺 部 は , HBS REA HE L CHOKE PEM L TOA) 5 硫 硫 鉄 
鉄 」 イル メ ナ ィ イィ イト, FIVABHR : 何れ る も 竹 品 で 再 結 晶 し 黒 圭 母 の 消 和 耗 と 密接 な 関係 を 
も つて いる 。 

この 岩石 で 注意 さる べき は , BHhONBA, 黒雲 母 , 淡 緑色 角 関 石 よ り 成 る 小形 の クロ 
ッ ト 状 密集 塊 が が 多数 観察 され , 不 規則 な 形 を 示し て いて 斜 長 石 に 包み こま れる か 或 は 計 造 
岩 鍼 物 の 間 を 広 塩 し て いる 。 こ の 小形 の クロ ッ ト は , 次 の 2 CMA ZBI RVY ZION 
ス 圧 砕 岩 に 近づく と 多量 に な つて くる 傾向 が あり , 尽 品 状 の 淡 緑 色 角 関 石 が 黒雲 母 の 消耗 
と 共に で き て いる 。 こ の よう な 淡 緑 色 角 阿 石 光 品 の 形成 に つい て は , 既に その 詳細 を 記載 
We 


1) 39EE : HET, 62, 177~188, 1956. 49k, 40, 93~103, 1956. gr, 
40, 245~249, 1956. GF, 41, 97~ 106, 1957. Gk, 41, 246.253, 1957. 


2) see: Hgk, HAH, 1958. 


a BRAGWMOBREE ORV AKAM. IRE KY 7 EVA, 2B 

uh VY 7D ARES, SRSA V 274, 4 ERA RS 
AAR RV Y 7 EVAR, SHE 4 RH 4} RHE YR 

4, fa RRR IVY 7 DV AER 

b FERRY 7 2 ARRACE RA (PL), SHR ee PY (AG 
AM,), 繊維 状 淡 緑色 角 関 石 (AGAM), HSE: (BI), イル メ ナ ィ イト (IL), 


85 (TI) の 性 状 , 数 字 は 舎 長石 の 灰 長 石 成分 (以下 同 )。 
C AKA RMO BRODPEEO BRAN. 1 黒雲 母 ホル ン フ ェ エルス ER 
岩 , 2 黒 圭 母 一 福 色 角 図 石 一 斜 長石 岩 , 3 SERRE SEGARA, 
4 含 繊維 状 淡 緑 色 角 阿 石 一 透 糞 石 一 斜 長 石 岩 。 
灰 質 鉱物 の 濃 集 の 中 程度 の 石原 質 団 球 の 斜 長石 。 洗 濁 斜 長石 (DPL), 
PRE AA (FPL), 繊維 状 淡 昔 緑 色 角 関 石 , 繊維 状 淡 緑色 角 関 石 , 褐色 
fara (BAM), 黒雲 母 , Yetta (DI), tea, ARAM (DU) の 性 状 。 
e 石灰 質 鉄 物 の 濃 集 の 程度 の 高い 石灰 質 団 球 。 1 RAK Y 72 ARE 
岩 , 2 黒雲 三 ホ ルン フェ ルス 圧 秩 岩 を 含む 石英 一 繊維 状 淡 緑 色 角 関 石 一 斜 長 
Ba SREB VY TEV ARR, 48H GPE 
f ARARMOUR ORE ORV ARAMIROMEA. BER, Bas 
SAPNA (GAM), 繊維 状 淡 緑 色 角 関 石 , wD GReHIAG (CDI), pH, 4 
ル メ ナイ ト , チタ ン 赤 鉄鉱 (TIHE), SRAMEMIOM IRS 
g 繊維 状 淡 緑 色 角 関 石 一 } ト ナー ル 岩 質 混 成 岩 に 包 有 され る 石灰 質 団 球 。1 含 


d 


| 
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2 RRERVY 7IVARRE (第 2 図 a の 2) 部 分 的 に ホル ン フ ェ エルス ヌ 構 造 を 示 
す が 大 部 分 は 圧 砕 す られ て 糧 状 化し 不定 形 の 黒雲 坪 及 び イ ル メ ナイ ィ イト が 集 つ て いる 。 RE 
母 』 斜 長 石 ) イル メ ナ イ ト か ら 成 る 。 黒 雲母 : 不定 形 の 密集 塊 で ある 。 交 … 淡 褐色 , Y= 
と る … 福 色 , Y…1.615~1.625。 Siew : Any,, Ambo, Ang, %asd, 部 分 的 に 新鮮 な 斜 
長石 が 形成 され て 塩基 性 に な つて いる !。 ィ ル メ ナチ ナイト : 自 形 を 示さ な い 。 

3 黒雲 母 イ ル メ ナイ ト 岩 (第 2 図 ぇ の 3) BEE, ret ORBRNEOMD 
の 岩 右 で ある 。 黒 雲母 : XY, ヤーZ= チ ョ コレ ー ト 褐色 , Y…1.625 FRG. 4 
ル メ ナイ ト : 不定 形 密集 塊 で 黒雲 坪 の 消 郁 し た 事 と 密接 な 関連 を も つて いる こと を 既に 
述べ た ?)。 

4 SHEAR BREE RY 7 ZR (82M ao4) eS 
れ て 自 形 性 が 極め て 低い , 概観 し て 赤 , 緑 , 灰色 を 示す 。 SETA, ARMEIRUSEE RAAB 
右 , 黒雲 母 ) イル ヌメ ナイ ト か ら 成 る 。 膨 長石 : Ange 内 外 を 示す 。 汚染 し た 終 長 石 の 新 
鮮 化 の 程度 が 余り いち じ る し く な い 。 繊維 状 淡 黄 色 角 関 石 : SER URE L CAR AIL 
を うけ て 形成 も られ た も の で ある 。 こ の 際 黒 雲母 の 消耗 と 共に イル メ ナ イ ト を 残す 。 交 … 
RE, マ Y… 淡 黄色 , 選 Z… 淡 黄 緑色 , cAZ---10°~12°, ヵ 。…1.660 (第 2 図 b も の 1)。 黒 
雲母 : 不定 形 で ?…1.620。 イィ ル メ ナ イ ト > 淡 黄 緑色 角 関 石 と 共生 し て いて 粉 状 を 量 
する 。 

5 含 橋 石 一 イル メチ ナ イト 一 繊 雑 状 淡 緑色 角 了 石 一 黒雲 年 ホル ン フ ェ エル ス 圧 律 岩 (第 2 
Mans) AA, MHEG, 黒雲 母 , イル メ ナ イ ト , 橋 石 より 成る 。4 で 
記述 し た も の に 比較 し て いち じ る し く イ ル メ ナイ ト を 有する 圧 砕 岩 で ある 。 終 長石 : An』s 
に 達する o 洗 染 し た まま か 或 は 新鮮 化 を うけ て いる 。 繊維 状 淡 緑色 角 隊 石 : 六 … 淡 緑色 , 
Y.. Yeats, ZF, CAZ--12°, ヵ 。…1.650 長 卓 状 を 示す 。 イル メ ナ イ ト , HG: 4 
ル メ ヌナ イト の 周辺 部 及び 単独 に 梶 石 が 形成 され る 。 何れ る 黒雲 母 の 消耗 の 際 に 残さ れ た も 
の で ある (第 2 図 b の 2, 3)。 


第 2 図説 明 つ づき 


繊維 状 淡 緑 色 角 阿 石 一 黒 圭 母 ホ ルン フェ ルス , 2 含 繊維 状 淡 緑色 角 関 石 一 黒 
Fe Rt— RAR AERA, 3 See, 4 斜 長石 一 
‘ PEAR, SRAZTH-GSEA SHAH, 6 粒状 一 方 解 石 岩 ) 7 
斜 長石 脈 状 岩 。 
h 繊維 状 淡 緑 色 角 関 石 一 } ナー ル 岩 質 混成 岩 に 包 有 され る 石灰 質 団 球 の 黒雲 
to MEER ARI A, Bahia, PEE, ~2”~7% (VE), 方 解 石 (CA), 
イィ ル メ ナ イ ト の 性 状 。 
i #88 48 RS ARH PP } ナー ル 岩 質 混 成 岩 に 包 有 され る 石灰 質 団 
球 。 1 含 黒雲 母 一 片 状 一 斜 長石 一 緑色 角 尊 石 角 関 岩 , 2 FIRS Y 
フェ ルス , 3RRSHENRA REARS, 4A AIRE. SH 
AAG 0 
j #8 SB RATS ARMOR faRo a } tO BRE MA IC a ANZA 
$k Ota FHRIG (GAM), 黒雲 母 , AERA, iA, 斜 長 石 の 分 解 物 , イ 
OSS A ト の 性 状 。 


1) Yes: BOK, 投稿 中 , 1958. 
2) West : ATHY, 1956, 1957. 
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DSRNA rHE A, BERRY 7 OV ZOT REBUT OBR BHAT SE, そ 
DPB OABICO SUS LWKRERBOBEREB ID, BKREROMBMEIYO, Ae 
石 が 塩基 性 と な り 新 解 化し , これ と 共に 繊維 状 の 角 阿 石 が 形成 され た も の で ある 。 BA 
類 は この 際 黒 雲母 の 消化 と 共に 残留 し た も の で ある 。 

B 石灰質 鉄 物 の 濃 集 の 中 程度 の も の 

第 2 図 C は 石灰 質 団 球 の 長 軸 の 方 向 の 末端 部 を 示し た 。 RAR CIS RKE OMS LEK 
色 の 部 分 と が この 順序 に 内 楼 に 向 つ て で き て いる 。 こ の 石灰 質 団 球 は , AIC SHORE 
委 小 帯 の 内 側 に 石灰 質 鉱 物 が 密集 し て いる 。 

1 黒雲 母 ホ ルン フェ ルス 圧 砕 岩 (第 2 図 c の 1) 統 密 な 福 色 の 岩石 で 斜 長 右 , Re 
母 , イル メ ナ イ ト , BGR DRA PEA : Angg, Ang), An45, An4。 を 示す 。 普 
通 の 黒雲 坪 ホ ルン フェ ルス より る も 塩基 性 て 倖 長 石 が で き て いる 。 BER: X… 淡 補色, 
Y=.… 福 色 , …1.625, fix CHOU REO BEES 0 黒雲 琶 の 消耗 の 際 形 
成せ られ た も の で ある 。 この 淡 昔 色 角 関 石 は XY… ほ と ん ど 無 色 , 乙 … 淡 黄色 , c 人 ZZ… 
10° を 示す (第 2 図 4 の 1)。 イル メ ナ ィ イト , RAHA : 石灰 質 団 球 に 接近 する と イル 
メ ナ イ ト が 多量 に で き て いる 。 A の 1 の 岩石 で 述べ た 如く , LOREOARA, Rik 
Filia, 黒 圭 母 の 小 ク ロッ ト 状 の 窒 集 塊 六 上 に 記し た 人造 岩 鉄 物 の 問 に 散 点 する 。 

2 RES RASRA-ARGA (第 2 図 c の 2) Mh RY 7D AREA 
To MAINT RAR AA Pt ROTO S SRA BEBAA, BR 
ERE, AVRAF4 >, HEHE RMA. SEA : Ans, Ahead. Basa : X% Y 
BRE, Z Heats, c 人 Z…15°, (—)2V-- 62°, ヵ 。…1.660, AIC REREORAIEL 
た も の を 包 有 する 。 福 色 角 図 石 が 形成 され る 以前 に 黒雲 母 の 存在 し て いた 事 を 示す 。 RE 
母 が 消耗 し 神 色 角 関 石 が 形成 され イル メ ナ イ ト , 森 石 を 排出 する (MINdO2) RB 
RE: XM eae, マー… 福 色 , 有 Z… 福 色 , 7…1.619, 視 色 角 関 石 に 包 有 され た も の と それ 
以後 に 形成 すら れ た も の と が ある 。 イ ル メ ナイ ト , HG : 既に その 性 状 を 記載 じ た 8 

3 繊維 状 淡 福 色 角 関 石 一 斜 長石 岩 (第 2 図 c の 3) ホル ン フ ェ エル ス 構 造 を 示す 部 分 
と 正 砕 構造 を 示し て いる 部 分 と が ある 。 和 舎 長 石 , 繊維 状 淡 緑色 角 関 石 ), イル メ ナ イ ィ イト , HF 
BRUYVATY VEU RSo MEA : Any, A Ang, Ang, を 示す oS る 
DBA DEB CREEL CHAERE CBB & TERT So FRRMIBLE A OM MULE DY 
以前 に お こつ て いる 。 MAHER BORG FAB: X, Y… 淡 緑色 , Z POY, CAZ- 
20°, n。…1.662, 黒雲 母 の 粒状 化し た Bea DS 繊維 状 淡 緑色 角 関 石 の 密集 塊 の 内 部 に 残さ 
れ て お り , 黒雲 母 が イル メ ナ イ ト , 橋 石 , リウ コク シン を 排出 し て 繊維 状 淡 緑 色 角 阿 石 を 
形成 する (第 2 図 d の 3)。 こ の よう な 人 造 岩 鉄 物 の 関係 は , 黒 圭 母 の 多量 に 濃 集 し た ミロ 
ナイ ト 質 黒雲 母 ホ ルン フェル ス が この よう な 岩石 を 形成 選 た も の と 考え られ る 5。 

4 ARERR EP ARE (8626004) 石灰 質 団 球 の 中 央 部 
で ある 。 RAR Ry 72 AAEM ONESTAT o SEA, TH, SERRE 
Aa 4V2F4>, MBRUIVIATZY YE DRS. MEA : Anso Atyy, Any を 
示す 。 3 の 岩石 の 斜 長 石 より も 酸性 で ある 。 LOL, SRAOKIR EEN 新鮮 化 の 現 
人 象 が 伺わ れる (G5 2NdO 4). BMG : 粒状 化し て いる も の と 邊 形 を 示す 大 形 の も の 
と が ある 。 太 形 の 自 形 性 の 強い も の は , その 内 部 に 汚染 斜 長 石 の 残 品 を も つて いる 。 papel 
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2 図 す の 5)。 X,Y, 2Z… ほ と ん ど 無 色 か 淡 黄 褐色 , KORE L CoS UR FB 
する も の が 多い 。 CAZ--38°~42°, (+)2V--57°, 29-1 .685~1.705 9 繊維 状 淡 緑色 角 
Te: 3 に 述べ た 繊維 状 角 関 石 と 同様 の 性 状 を 示す 。 但し 黒雲 母 は 全く 消 散 し て イル メ 
ナイ ト , 橋 右 及び リウ コク シン を 残す の み で ある 。 イ ル メ ナイ ト , 楓 石 及び リッ コク シン 
: 既に 前 記 の 造 岩 鉱物 の 項 で 述べ た 。 , 

DED LS ZEROGERMOMRD > LOKI, BERRY 72 RAZORS 
MIZBINE COKE I BEROBAAERANKIOCHS© 

C BREARWOBROREDRUVYO 

AKA GERO Il) OR RARELRT BEARS, BERRY 7D ZIP RBI 
理 を も つて いる 。 第 2 図 e に 石灰 質 団 球 の 内 部 の 各 岩 石 の 配列 の 状態 を 示し た 。 

1 早雲 母 ホ ルン フェ ルス 圧 砕 岩 (第 2 図 e の 1) 絞 密 な 灰 褐色 の 岩石 で 斜 長石 , 黒 
EE, AVATAR, チタ ン 赤 鉄 鉄 か ら 成 る 。 石灰 質 団 球 か ら 遠 ざか る に し た が つて ホ ル 
シン フェ ルス 構造 が 明 上 腔 に な り , それ に 磁 硫 鉄 鉄 が 加わ る 。 AEG : Any;, Angs, Ange, 
An。。 を 示す 。 新鮮 化し て 塩基 性 に な る (第 2 図 f の 1)。 RES: X wea, Y… 
チョ ヨコ レー ト 福 色 , 選 … チ ョ コレ ー ト 福 色 , …1.620~1.625, WL CRB FEBS 
石 を 形成 する (第 2 図 f の 1)。 ィ イル メ ナ イ ト , チタ ン 赤 鉄 鉄 : 黒 圭 母 の 消 散 と 共に イル 
ヌナ イト , チタ ン 赤 鉄鉱 が 排出 され る (第 2 図 f の 1)。 

2 REAR Y 7 EVAR ESC GR BERRA ANGARA (第 2 図 e 
® 2, 3) VY ARORBZR RV Y TIN ALHERBRANTWSZ. SEA, 繊維 状 淡 緑 
BAKA, BR イル メ ナ イ ト よ り 成 る 。 MARA : An。。 内 外 を 示す 。 繊維 状 淡 緑 色 角 
Bie : 交 … 淡 緑色 , マー… 淡 緑色 , 有 Z… や ゃ 濃い 淡 緑 色 , c 人 ZZ…22°, (—)2V---62°, n,--- 
1.660, 黒雲 母 の 消 散 と 共に イル メ ナ イ ト を 残し て 形成 せら れ た も の で ある (第 2 図 f の 
2)。 石英 : 粗 粒 で プー ル 状 に な つて いる 。 黒 雲母 ホル ン フ ェ エル ス 圧 砕 岩 は 黒雲 母 。 斜 長 
石 の 密集 塊 で 黒雲 母 は 典型 的 な 鱗片 状 を 示す 。 

3 和 斜 長 石 一 透 煙 石 岩 (第 2 図 e の 4) 石灰 質 団 球 の 内 核 の 部 分 で ある 。 MROSE 
ACRE O/B eA LCOS. GA ARE 1V2AFAb KORG Wal: 
X,Y, 2 は ほとんど 無色 また は 淡 黄 礼 色 , CAZ--42°, (+)2V---45°, 55°, 56°, 63°, 
My-1.685~1.710, 新鮮 な も の と 然 ら ざる も の と が あり 前 者 は MEAIB Lib 
分 に 多い 。 汚染 し て いる 透 輝 石 は 倖 長石 の 汚染 部 の 残 品 を 包 有 し て いる 。 ま た 別に 粒状 化 
し た 透 底 石 が 存在 する (BIMID3). PRA: Any, Any を 示す 。 イ ル メ ナイ ト : 
粒状 化し て いる も の , 再 結 品 を し て 鱗片 状 を 示し て いる も の が ある 。 

以上 に 示し た 各部 の 造 岩 鈴 物 の 性 状 か らち ら こ の 石灰 質 団 球 は , 黒 圭 母 ホル ン フ ェ ル ス の 内 
部 に 圧 砕 構造 が で き て , この よう な 部 分 に 特に 石灰 質 鉱 物 が 濃 集 し た も の で ある 。 ま た 季 
煙 石 が 形成 せら れる と 和 終 長 石 は 酸性 に な る 傾向 が ある 。 い づれ に し て も この 岩石 は , 黒雲 " 
母 ホ ルン フェ ルス か ら 変 成 し た 岩石 で ある 。 

[2] 黒雲 母 混成 岩 (又は 片 麻 状 一 黒 圭 母 混成 岩 ), 繊維 状 淡 緑 色 角 関 石 一 トナ ー ル 岩 質 
Ea 7 ECAR EN TWH BDO 

SER USE E SBR} + BRERA OWE > 粗 料 な グラ ノブ ラス テッ プク 構造 


を 示す 。 SEA, BEE, MRR OME, MAREN, BR 1274 
}, RURRGRGK, FIV AGGK, PD DRS. RHE + Amy, Amys, ANgo, Angy, 
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Angs, Atgg を 示す 。 部 分 的 に 倖 長石 が 圧 砕 せら れ て ミル メカ イト を 生ずる 。 REE : 
X.Y, YG, ZG, Y…1.635。 SERRE BA, SHER KR EAA 
B, : X,Y wWt alee, ZY, cAZ--24°, (—)2V--75°, ng. 
1.663 を 示し 大 部 分 は 密集 塊 と な つて いる 。 石英 : HHORMKMORTTIT So イル メ 
ナイ ト , 磁 硫 鉄 鉄 , チタ ン 赤 鉄鉱 , 栃 石 : いづ れる も 黒雲 母 の 周辺 部 又は 内 部 に , 形成 さ 
れる 機構 を ょ み と る こと が 出来 る 。 黒 雲母 の 消化 と 密接 に 関係 し た も の で あぁ ある 。 

以上 の よう な 岩石 に 包 有 され た 石灰 質 団 球 は , いづ れる も 周 暑 に 1 尊 内 外 の や や 粗 粒 な 黒 
圭 坪 ホル ン フ ェ ル ス を も つて いる 。 この 石灰 質 団 球 の 一 部 を 第 2M g に 示し た 。 

1 含 繊維 状 淡 緑色 角 関 石 一 黒 圭 坪 ホ ルン フェ ルス (第 2 図 g の 1) や や ゃ 畑 粒 の ホル 
YI DNV ARREEART SEA, 黒雲 母 , 繊維 状 淡 緑 色 角 隊 石 , 磁 硫 鉄鉱 , イル メ ナ イ ト 
か ら 成 る 。 PEA : Ang, Ans, Any, An,,, An,;, Ans, Ans, xR Fo Rae 
X… 淡 福 色 , Y, Zo Faay— bs, 71.620, PHERBORE AR > X, Y, ZH 
Gh, CAZ--12°, ヵ 。…1.660。 REBRBREGK, 4274 > : 黒雲 母 が 消耗 し て 排出 し た も 
の で ある 。 

2 含 繊維 状 淡 緑 色 角 関 石 一 黒雲 母 一 片 状 一 倖 長石 一 褐色 角 了 石 岩 (第 2 図 g の 2) 
Gila, SA, BES, 繊維 状 淡 緑色 角 図 石 , イル メ ナ イ ト よ り 成 る 。 福 色 角 固 石 
> x Pope, YF sap hee, Z-Faav— hee, cAZ--18°, (—)2V-- 
65°, ?n。…1.665。 SEA : Any, An,;, An;,, Angy を 示す 。 BER : MPR CHA 
CHS, 71.610. MHERIRE ABI + X- PORE, Y, Zefa, CAZ--17°, mg. 
1.664。 黒 雲母 を 包 有 し イル メ ナ イ ト と 共生 する (第 2 図 h の 1, 2). イル メ ナ イ ト : 再 
結 品 の 程度 が 高い 。 

ZOLIRAR ARAMA, B の 2 で 述べ た 黒雲 母 一 福 色 角 阿 石 一 斜 長石 岩 と 同 
様 の 生成 機 樹 を ゃ も つて いて 黒雲 坪 ホ ルン フェ ルス が 族 成 し て 形成 せら れ た 。 MIRAE 
石 一 角 隊 岩 の 形成 機構 に つい て は 既に 詳 述 し た の で ここ で は 述べ な いり 。 

3 AREA ae (第 2 図 g の 3) BARAAEtAT. WA, SRA, 127 
ALEOMSA. Wie : X,Y, ZZ… ほ は ほとんど 無色 , cAZ---38°~40°, (+)2V---52°, 
62°, 72°, ng-1.695~1.729 を 示す 。 BAMEL HEE t ABP OUR TED So 
VRLESRAOR TE AALE CERES. MEA +: Ang, An。。, An。s を 示し 新鮮 
で ある 。 イ ル メ ナイ ト : 結 品 度 が 高い 。 LOBHOREERMOMRI, CO 4 で 述べ 
た 岩石 と 同様 の 形成 機構 を も つて いる 。 

4 倖 長 石 一 透 煙 石 一 方 解 石 岩 (第 2 図 g の 4) 灯 状 構造 を 示す 。 RG, TG, 
NRA1V AFAR E ORS 方 解 石 : プー ル 状 叉 は 脈 状 に 窟 集 する 。 MOMMA 
し 最終 期 に 形成 され た 釣 物 で ある 。 0112 の 工 状 構造 が 発達 する (“2NhO3), WK 
A: : その 性 状 は , ROMA LAROMB ERT. AEA: 新鮮 で An。。 ERT. 
イル メ ナ イ ト : 鱗片 状 の も の が 多い 。 

5 A”27h SRAM (2M O5) MARAE ART. TRG, 
BRA, A2ATH, AMATFALKEUMSA. GHA, SARA : と 同様 の 性 状 を 示す 。 
AT AG + HG CHADS Vs, o…1.729, €--1.727, o-€=0,002, 一 軸 性 負 (第 2 ; 


1) 湯 井 宏 ・ 前 出 ) 1958. 


a= Fy Heme Me 225 


MhO3)o イル メ ナ イ ト を 包 有 する こと が ある 。 

6 料 状 一 方 解 石 岩 (第 2 図 g の 6) MRE RAMAL LV AT1 } OMMBCS 
る 。 脈 状 に な つて いて 上 述 の 講 造 岩 録 物 の 最終 期 の 形成 に か か つて いる 。 

7 稚 長 石 脈 状 岩 殆 ん ど 斜 長石 より 成る 。 前 述 の 各種 の 岩石 を 切 つ た 如く な つて 形成 
せら れる 。 AKAGROMD CL Ang 程度 を 示し , 黒雲 母 ホ ルン フェ ルス の 部 分 で は 
Ans, Atgy を 示し て いる 。 

DEORE OG a MOPRD b COB RAMS, 黒雲 母 ホ ルン フェ エル ヌス ヌ 形成 の 時 
代 に その 中 に 部 分 的 に 圧 砕 作用 の は げ し い 部 分 が 生じ , この 部 分 に 議 鍼 物 が 形成 せら れ た 
も の と 考え られ る 。 黒雲 母 ホ ルン フェ ルス 中 の 黒雲 母 が 濃 集 する と 共に 消 散 し 多量 の イル 
メ ナ イ ト を 放出 し , 鱗片 状 イ ル メ ナイ ト に 再 結 晶 し た 。 ま た この 現象 に 次 いで 透 糞 石 , ベ 
ATA, 方 解 石 が 形成 せら れ た 。 この よう な 部 分 は , AAR 酸性 の 終 長 石 に た 目 つて い 
bo 方 解 石 の 石灰 質 団 球 内 の 分 布 の 形 は , 団 球 内 の 竹橋 曲 構 造 に 関連 を る もつ て いる 。 

[3] 福 色 角 困 石 一 繊維 状 角 関 石 一 } ナー ル 岩 質 混 成 岩 に 包 有 すら れる る も の 。 福 色 角 関 
ABER RA |} ナー ル 岩 質 混 成 岩 の 性 質 : 粗 粒 な ダグ ラノ ブラ ステ ッ ク 構 造 を 示す 
が 部 分 的 に , 稚 長 石 の 自 形 性 の 強い 構造 を 示す 。 倖 長石 , AK, MERE (部 分 的 に 緑 
faa), RHERR EAR. RAS, BE, 炎 灰 石 , ゆう れん 石 , イル メ ナ 
イト , 磁 硫 鉄 鉄 , ジル コン か ら 成 る 。 倖 長石 : 大 形 の も の は Anjo, Angy, Ange, Anss, 
Ang;, Anss, ANyg を 示し An。。 内外 の も の が 多く , 小形 の も の は , Angg, ANgy, ANys 
を 示し ANsg 内外 の も の が 多い 。 石英 : HHORMEBRMOM TIT 5. BERRA : 
X.-ysee ts, マー 褐色, 2 褐色 , cAZ---22°, (一 )2V…64° へ 87°) mg 1.665。7 繊維 状 
RREAAG : X… 淡 黄色 , YR, Z… や ゃ 淡い 黄色 , c 人 Z…10°13° (-)2V 
…70°, 76°, 84°, ヵ 。…1.662~1.664。 無 色 角 関 石 : X. Vib ASM, 選 … 明 る い 
Hits, c 人 ZZ…10°, (上 )2V…10°, 40°, my--1.664, HEE : X- yee, マ … 福 色 , Z 
- $f, Y…1.635。 PEK, MINAA, 4VATA), 磁 硫 鉄 鉄 , ジル コン : BRD 
と し て 艇 点 す る 。 特に イル メ ナ イ ト は 黒雲 母 と 密接 に 関連 し て 形成 する 。 

以上 に 述べ た トナー ル 岩 質 混 成 岩 中 に 観察 され る 石灰 質 団 球 の 性 状 を 第 2 図 + に 示し 
た 。 石灰 質 団 球 の 外側 は , 黒雲 坪 ホ ルン マフ エル ス が 和 観察 され ず 黒 雲母 ホル ン フ ェ ル ス を 残 
構造 に も つ 片 状 一 斜 長石 角 図 岩 と な つて いる 。 AREA BERD AMS es th AREAS BOT 
その 内 側 に 至る に し た が つて 石灰 質 鉱 物 が 濃 集 する 傾向 が あつ て , 石灰 質 鉱 物 が この よう 
な 部 分 に 濃 集 し よ 事 を 示し て いる 。 

1 片 状 一 時 雲母 ホル ン フ ェ エルス の ク グロット を る も つ 含 黒 圭 母 一 片 状 一 狼 長 石 一 緑色 角 関 
ARE (628101, 2) 片 状 構造 を 示す 緑色 の 岩石 で ある 。 EAA, AR, 
黒雲 母 , イル メ ナ イ ト よ り 成 る 。 緑 色 角 阿 石 : X… 淡 緑色 , マ … 淡 緑色 , Zhe, cAZ 
18°, (一 )2V…60°, ヵ 。…1.661~1.663 ERT. イル メ ナ イ ト と 寂 接 に 関係 し て 唱 出 
し て いる 。 KEE AMAL RES OWE CEKCARA ¢ ORDA ORRBRY STW 
Bo SEA : Ang, Ang, Angg を 示す 。 黒 雲母 : XxX. Yee, Y,Z- 46f&, 71.620, 

AMAA} : 黒雲 母 の 消耗 の 際 に 排出 し た も の で 散 点 する (第 2 図 』 の 1 ) 。 以上 の ょ よ 
| うな 事実 は , この 片 状 一 斜 民 石 角 関 岩 が 黒雲 母 ホ ルン フェ ルス か ら 変 成 し た も の で ある 事 
を 示し て いる 。 片 状 一 斜 長 石 角 関 岩 の 形 成 機構 に つい て は 既に 詳 述 し た の で リリ ここ で は 


1) RFE : BIH, 1958. 
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重ね て 記載 し な い 。 

2 ROPES ACRE MRE ARS (第 2 図 i! の 3) 肉 肛 で は や や 灰 緑色 の 岩 
ACHSRIICRULEHR SEBAME LAROERER To GEARARBW, RHE 
Ai DELO ARIED IBD CHAD 0 

3 紛 長 石 脈 状 岩 (第 2 図 ! の 4) BRMAELOC OCS. CORMORMCBR 
る に し た が つて 石灰 質 鉄 物 が 濃 集 し て いる こと は 注意 せら れ ね ば な ら な い 。 An2o~Ansg 
を 示す 。 

4 SERA-MIEGE (第 2 図 i の 5) 粒状 構造 いち じ る し く 微 橋 曲 の 頂部 近く が こ 
の 岩石 で 占め られ て いる 。 Mi, AEG, 1V2ZF1}+ kU MS. iA: X,Y,Z-- 
殆ど 無色 , cAZ---38°~42°, (+)2V---62°, 67°, 々 。…1.695~1.720, RRL RARAO 
残 構造 を 包 有 する (第 2 図 』 の 2)。 イ ル メ ナイ ト : 再 結晶 を し て 鱗片 状 に な つて いる 。 

以上 に 示し た 人 造 岩 鉄 物 の 性 状 か ら こ の 石灰 質 団 球 は , 黒雲 母 ホ ルン フェ ルス を 原 岩 と し 
CEO ARK ARE DHE CT LO 竹橋 曲 の 項 部 の 重 な つ て いる 部 分 が (CIES TH 
灰 質 鉱物 が 濃 集 し た も の で あぁ る 。 この 際 黒 雲母 の 濃 集 と 消 散 と が 他 の 石灰 質 鉄 物 が 形成 さ 
NSD FEWER & TOTS? 


5. #8 括 

以上 に 詳 述 し た 各種 の 石灰 質 団 球 の 産 状 及 び 造 岩 讐 物 の 性 状 か ら , これ ら の 石灰 質 団 球 
は , それ ぞ れ 異 つた 条件 の 下 に お か れ た 黒雲 母 ホ ルン フエ ルス の な か の 特に 敏 格 曲 構造 の 
項 部 が 多く 集 つ た 部 分 か RIL 互 に 向き あつ た 弧状 の レン ズ 状 圧 委 小 帯 の 内 部 か また は 部 
分 的 な 小 規模 の 圧 砕 部 な ど が 談 成 し て 形成 せら れ た も の で ある 。 原 岩 石 に あつ た 石灰 質 団 
球 が 変成 作用 を うけ て この よう な 岩石 に な つた も の で は な い 。 いづ れ の 石灰 質 団 球 も 黒雲 
母 ホ ルン フェ ルス 形成 期 に ,. COED PAE, FA & BOER, 小 圧 砕 帯 が 
それ ぞ れ で き , この 部 分 に 黒雲 母 が 濃 集 し 次 いで 消 散 し て 主として イル メ ナ イ ト を 残し て 
いる 。 こ の 黒雲 母 の 運動 に 伴い 倖 長石 は 一 般 に 汚 光 す られ て , 次 いで 部 分 的 に 新鮮 化し 塩 
基 性 の 斜 長石 を 形成 する 。 但し 迄 輝石 が 形成 せら れる よう に な る と か えつ て 新鮮 な 酸性 の 
倖 長石 が 形成 せら れる こと が ある 。 MOMMA OSNY LOM, ER, 小 
圧 確 帯 に 集 つ た 黒雲 母 が 消 散 し , 主として イル メ ナ イ ト を 残し て , SPREL OREO 
結果 形成 せら れ た 。 既 述 の 如く 黒 圭 母 は この よう な 部 分 で は , 不実 定 に な り , MRLHE 
し て イル メ ナ イ ト を , 副 次 的 に 橋 石 を 残し て いる 。 透 輝 石 は , いづ れる も 上 上述 の 如き 和 形成 機 
構 を も つ 終 長石 と 濃 集 し た 黒雲 母 の 消耗 と 共に 形成 せら れ た も の で ある 。 方 解 右 は , 以上 
の 諸 鉄 物 の うち で は 上 比 雷 的 後期 に 形成 され た も の で 上 脈 状 , プー ル 状 に な つて 形成 せら れ 
る 。 こ の よう な 徹 窟 曲 の 頂部 , 圧 砕 小 弧 , 圧 確 小 帯 に 大 灰 質 鉄 物 が 濃 集 する 事実 は , 注意 
せら れ ね ば な ら な い 。 ま た , LOLA ARMMOS LDHNAAAY) OMMABLEEREO 
運動 時 の 影 絡 で ある と いう 証拠 は な い 。 

変成 岩 中 の 石灰 質 団 球 が 原 岩 石 の 石灰 質 団 球 が 変成 作用 を うけ た も の で は な く て , 一 種 
の 変成 分 化 の 現象 に 帰せ ら る べき で ある 事実 に つい て 既に AREY BRUT FETE 
に いわ れる 堆積 岩 中 に も この よう な 石灰 質 団 球 が 形成 せら れる こと を 村山 正 郎 9, 上 村 不 


1) BUR + 地 調 月 報 , 4, 305~312, 1953. 
2) 村山 正 郎 : HH, 57, 326, 1951. (ee) 
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三雄 等 り が 指摘 し た 。 

本 邦 に 於 いて 変成 岩 中 の 石灰 質 団 球 の 変成 現象 に つい て BARE?), GRAINS) が 記載 
peti 球形 の 石灰 質 団 球 の 性 状 を 予察 し た 。 AKOBRBOAH 
に 訟 め ら れる 束 状 岩 の 一 部 と 上 記 の 如き 石灰 質 団 球 と を 変成 以前 か ら HET SARE 
結 物 , 塩基 性 岩 に その 起源 を 求め て いる 場合 が ある 。 KAMION ARABI, FASE EE 

ホル ン フ ェ エル ス ヌ 形成 期 の 変成 分 化 作 用 の 結果 形成 せら れ 後 に MR ERIE RRB Ie 
され た 産 状 を 示し た も の で ある 。 日 高 訟 成 帯 の 塩基 性 岩 中 に は さま れ た 如き 産 状 を 示す 小 
規模 の 東 長 質 変 成 岩 中 に 石灰 質 団 球 が よく 見 られ る こと は , BERRY 727 REM, 
この 部 分 が 比較 的 容易 に 既 述 の 如き 運動 型式 を うけ た も の で ある 事 を 示し て いる 。 この よ 
うな 事実 に も と づい た 老 え は , より 多く の 南部 日 高 変 成 帯 の 講 現 象 を 具体 的 に 矛盾 な く 解 
MLS IDL BONS 


EA BR SHI OWT 
Historical outline of the study on glaucophane schists 
BA 陽太 郎 (Yo6tar6 Seki)* 


Glaucophane problem, that is the origin of glaucophane schists has come 
recently to be one of the most important and attractive problems in petro- 
logy in the world. Here, (1) the mineralogical, petrographical and chemical 
properties of the glaucophane schists and (2) the historical outline of the 
investigation of glaucophane schists during the past one hundred years 
will be briefly described. 

It is pointed out that the hypothesis of ‘‘glaucophane schist facies’’ 
proposed by P. Eskola in 1929 and 1939 has been recently proved through 
the geological and petrological studies on glaucophanitic regional metamo- 
rphic terrains in Corsica, Celebes and Japan and the experimental and 
thermodynamic studies performed by American petrologists during the 


past ten years. 


序 
最近 10 年 間 に , 藍 関 石 片岩 の 成因 が , わが 国 を は じ め 世 界 の 岩石 学界 の 重要 な 課題 と 
な つて きた 。 本 文 で は , 藍 関 石 片岩 と は どう いう も の か , その 研究 は どの よう に 進め られ 


1) bAA= ite BAL RAAZH - WIN-B AUR RI : 地質 , 58, 
271, 1952. (=) 
Suzuki J. : ayHt, 1934. 
鈴木 汰 夫 : 地質 , 52, 665~679, 1956. 
木崎 甲子 郎 : ATHY, 1957. 
埼玉 大 学 文 理学 部 地学 教 鶴 
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て きた か, 今後 の 問題 は 何かと いう 点 を 明らか に し た い 。 

この 報告 を か くに あたり , 東京 大 学 の 都城 秋穂 助 教 授 と 坂野 昇平 の 両氏 か ら は 多く の 契 
益 な 教示 を いた だ いた 。 こ こ に あぁ つく 語調 する 。 

SRB ws LIke S59 OOM 

CO CHEHAHSL R20, RHOSREOSEHIEE b OR NARANA ELE 
RBEWG. FOC, BG LMA DORR ORMOmmMeLOt, BMA: u-vy 
石 片 着 と か , BRA: ce PF -bHSBEPMENTWAYOMTCEESS, ZMEF LDH 
状 で ある と は 限ら ず , 全く 塊状 の も の る も 含め る 。 ア ルカ リ 角 関 石 も 藍 図 石 プ ロペ パー の る も の 
ば か り で な く , 多少 と も リー ベ カ イト 成分 を 含む 場合 も ある 。 

この よう な 岩石 に 普通 見 出さ れる 鉄 物 と し て は , 次 の よう な も の が ある : 藍 関 石 質 角 
関 石 (今後 は , MICH LES), ザク ロ 石 , エビ ドー ト , パン ペリ ー 石 , ロー ソン 石 , 
ル チ ー ル , チタ ナイ ト , Bie, BBS, MEA, 曹長 石 質 斜 長石 , 石英 , 方 解 石 。 此 等 
の 中 , 藍 関 石 片岩 又は それ を 産 す る 変成 域 に の み 産 する 鉄 物 が ある 。 そ れ は 藍 関 石 と ロー 
ソン 石 と で あぁ ある 。 パ ン ペ リー 石 も , 藍 隊 石 片岩 を 産 す る 変成 域 に し ば し ば 見 出さ れる が , 
その 他 の , 低 変成 域 か ら も 報告 され て いる 。 ま た 藍 因 石 片岩 の 中 で , 安定 で ある か どう か 
は つき り 判 ら な いい が, クロ リト イド , ヒス イ , TFUVVBAMALIZL PENAL BORC 
見 出さ れ て いる 。 LEORMOH, ヒス イ は 藍 関 石 片岩 を 産 す る BRRMEOVCOCH 
Bo 

PUD WA Gi PY fay NN ay A SOEs Nia CES 
WAS RBS SOMMCH DV, 此 等 及び 他 の 鉱物 に は , 何れ る も 低温 鉱物 と 呼ば れ 得 る も 
の が 多い 事 は 注目 に 値する 。 

BAB aeOBvalc, 塩基 性 火山 岩 , Ces, 同 半 深成岩 , 同 深成岩 , Beka 
が 普通 で ある が , 他 に , Ves, 砂岩 等 か ら 藍 隊 石 片岩 が 生じ た と 報告 され て いる 事 も ある 。 

ENB aOR) OBARALOR MILA Mit, 岩石 の 中 に , NazO が 存在 す 
る 事 は 藍 隊 石 片岩 形成 に 必要 で あろ う が , 岩石 と し て , 他 の 変成岩 より は る か に 多量 の 
Na20O を 含む と いつ た 事 は な い 。 その他 の 成分 に つい て みて る も , 藍 図 石 片岩 独特 の 化学 組 
成 と 呼ぶ 事 が で きる よう な る も の は な い 。 

BNA alt, 常に 低 度 の 広域 変成 作用 を 受け た 地域 に 産 し , 多く の 場合 , ORE 
成 作 用 の 産物 で ある 。 WENA ORAS kD BIE RE OSPR RP LODHNZRMAK 
岩 も ある が , これ る も 広域 変成 域内 で の 出来 事 で ある 。 花 賠 岩 質 大 成 岩 と 関連 し た 広域 論 成 
域 に は , 藍 隊 石 片 岩 は 見 出さ れ な い 。 

SMPAHBORR 

この 100 年 間 を , HERG BOMRICHL T, いく つか に 区 分 し , 順次 それ ぞ れ の 時 
代 の 特色 を , 岩石 変成 論 の 発達 を 背景 に し て , 記述 し ょ う 。 

(A) 1901 年 まで : 1901 年 は , H. S. Washington に よる 藍 関 石 片岩 の 化学 成分 
の 研究 が 発表 され た り 年 で ある る 。 この 時 まで に は , 次 の 多数 の 地域 か ら , BBD 
Wa SI TW So TVYK, TATFT, EUR, TITRA, SV e, Go 
VYS—-BE), HZ-BvVPEST, €VAR, RVIFNSaRT, FrARF, BIA 


1) Washington, H. S. : Am. Jour. Sci., 11, 35~59, 1901. 
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AOI ZE BHF 0 

CN b5OSHWCENBH BOMB, MN ENE AORMMR, (ARDENT 
0, BREAD EDV OX (MEN HIRO - BA MAFRRITIE FOTW RO 
R, 単なる 「 動 力 変成 作用 に よる 」, (MERCER ARK LA BAER] 又は 「 ア ルカ リ 岩 の 
BA | な どの 成因 が 述べ られ て いる に すぎ な い 。 然し , この よう な 時 代 に も 次 の 2 つ 
の , 藍 因 石 片岩 研究 上 の 見 の が せな い 業 績 が あつ た 。 (1) カリ フ オ ルニア の 藍 関 石 片岩 
OPpPbhu—-VyvyBRBRANZIEM. o—-yYvAlk 1897 Hite TXT AR, YY V 
ー, =2-AVF=7TORWNAH a CORN Sh, FRAT ic RIC ER I EMOD—F 
ELOER SANZ L IMR. (2) Rosenbusch ik, 1897 42, ‘‘Zur Deutung der 
Glaukophane-gesteine’” と いう 論文 で *), 「 全 く 同 じ 化 学 成分 を 持ち 年 ら , ある 場合 に 
は 角 項 岩 に な り , ある 場合 に は 葉 関 石 片岩 に な る 理由 」 を 追及 し た 。 こ の 問 に 対し て , 彼 
自身 は , 十分 な 解答 を し て いな い が , 提起 され た 問題 は , 非常 に 重要 で , BMA BH 
の 核心 を つく も の で あぁ つた 。 

今世紀 に 入る 前 の 体系 的 な 変成 理論 と し て は , Sederholm (1891) に よ ょ る “Studien 
uber archaischen Eruptivgesteine’ が め だ つ の み で あつ た 。 Sederholm の 主 な 研究 
対象 を 考え る と , 当然 の こと で ある が , HBG AO TED BRN THR 

上 に 述べ た よう な 状況 の 中 で , BRAHBE FLO? Washington3) は 次 の よう な 注 
目 す べき 結論 を 出し た : (1) BRA Als, 塩基 性 火成岩 叉 は 凝灰岩 源 の も の と , HE 
水 成 岩 源 の も の が 主 で ある 。 (2) BMG Bit, 広域 変成 作用 の 結果 で きた も の の 他 に , 
蛇 紋 岩 賃 入 の 接触 変成 作用 に よる も の が ある 。 KL, 両者 は , ま と ま つ て , 一 つの 変成 域 
を 構成 する 。 (3) BNA ABMs, 普通 の 緑色 片岩 や 角 図 岩 を 作る 条件 と は 違 つ た 
物理 条件 が 必要 で , 化学 成分 と か , 変成 作用 の 時 代 等 は 宣 要 な 要素 と は いえ な い 。 

(B) 1902~1921 : 前 に ふれ た Sederholm M#A 4, 更に 1904 年 に Gruben- 
mann に よ つ て 改良 され た 。 Grubenmann は , 結晶 片岩 を 三 つ の 帯 , Alb, 上 帯 , 中 
帯 , 深 帯 の も の に 分 け , 之 に 変成 岩 の 化学 成 分 上 の 特徴 を 加味 し て “Die Kristallinen 
Schiefer”” を 出し た 。 変成 条件 を 地殻 内 で の 深 さ と 直接 結び つけ る と いう 単純 さ を も ち 
年 ら も る , 初め て 藍 関 石 片岩 が 他 の 結 品 片 岩 中 で , 変成 条件 を 考え な が ら 位 置 づ けら れ た と 
いう 点 で , 特記 され よう 。 Grubenmann は , {FV ARPT NI AZDENAHAA, ほか 
の 線 色 片岩 と 共に “最上 部 の 結晶 片岩 ”, 即ち , (Sih - REO a CHS LMNAKO 
で ある 。 Grubenmann の 著作 は , その 死後 , Nigglil に よ ょ つて 書き 改め られ た “Die 
Gesteinsmetamorphose’’ (1924) に お いて 更に くわ し く 吟 味 さ れ た が ここ で も 藍 図 石 片 
岩 に つい て は , 特に 何 も 書 か れ て いな い o 

北欧 に お いて は , 上 に 述べ た 大 陸 の 岩石 学者 や , 後 で 述べ る イギリス の 学者 た ちの 変 
理論 と は 違 つ た も の が , 20 世紀 の 初め か ら 組 立て られ つつ あぁ あ つた 。 それは , V.M. Gold- 
schmidt (1911) や Eskola に よる 変成 岩 の 化学 平衡 論 の 導入 で ある 。 そし て Eskola 


1) Hansome, F.L. : Bull. Dept. Geol. Univ. Calif., 1, 193~240, 1894; 
301~312, 1895. Hansowe, F. L., Palache C. H.: Bull. Dept. Geol. Univ. 
Calif., 1, 181~182, 1894. 

2) Rosenbusch, H. : Sitz. Ber. der Preusz. Wiss., XLV, 1898. 

3) Washington, H.S. : #jHi, 1901. 
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は 1921 年 に は じ め て 変成 相 と いう 考え を 提出 し た 1。 

彼ら は その 頃 ま で , 主として 北欧 の 変成 岩 の 研 究 に 力 を 注い で いた の で , エク ロ ヂ ャ イ 
ト に つい て は 相当 豊か な 知識 を も つて いた が , 藍 因 石 片岩 に つい て 上 秦 体 的 に は ほとん ど 知 
ら な か つた らし い 。 ド イツ 学派 の 深度 理論 より 遥か に 合理 的 で , か つ 実 際 的 な , CD “KR 
WH? DHA, は じ め て 藍 図 石 片岩 が は いり こん だ の は , 1929 年 の Eskola の 論文 2 
で ある 。 

SAO MOR, ヨー ロッ パ 大 陸 や 北欧 と は 別に , イギリス の スコ ッ トラ ンド 高地 
OGRA RE, Barrow 等 に よ つ て 研究 され て いた 。 そこ で は “Index Minerals” に 
ょ っ つて 不変 成 岩 ( 帯 ) か ら 最 高度 の 変成 岩 (HF) ECHAILICAHBANKS COIs 
Tilley, Harker Bic KOTUROMN 7?) 

上 に の べた よう な 岩石 変成 論 の 流れ の 中 で , 1902~1921 4H 20 年 間 に は , TAT 
A カリ フ オ ルニア, オー スト ラリ ア 東 部 と トル コ の 苑 関 石 片岩 の 記載 その 他 の み で , E 
関 石 片岩 の 成因 に つい て は 特記 すべ きも の は な か つた (文献 略 ) 。 

(C) 1922~1945 : イギリス で 発生 し た ““Index Minerals” 又は “Isograde, 
Isograd” の 考え は , 1924~1925 年 頃 は ほ ば 完成 し , その の ち 急 激 に , 広く 世界 各地 の 
広域 変成 域 の 研究 に 適用 され る よう に な つた 。 然し , この イギリス 派 の 変成 論 は , BIE 
片岩 の 研究 に は , ほとん ど 影 枚 を 与え な か つた 。 藍 関 石 片 岩 を 含む 変成 域 は , “Index 
Minerals” の 概念 を 用 いて 未だ に 十分 に 研究 され た こと が な い の で あぁ ある 。 その 理由 に つ 
いて は 後 で 論ずる こと に し よう 。 イギリス 派 に よ つ て 書 れ た 変成 岩 の 閉 作 と し て 第 に 誉 
げ ば られ る の は A. Harker M “Metamorphism”’ (1932) で あぁ る 。 優れ た 岩石 学 考 と し 
て , FAY, イギリス お よび 北欧 で の 変成 論 の 発達 の 中 に 生き た Harker の この 著作 は , 
注目 に 値する 意見 を 数 多く 人 各 ん で いる が , 藍 関 石 片岩 に つい て は , 僅か の ペー ヂ き りさ か 
れず , “アル カリ 岩 の 広 域 変 成 作用 ” OUCRPYE Ha OSKMALM L BER OBO DAF 
され , それ ら は スピ ライ ト と 呼ば れる アル カリ 岩 が 広域 変成 作用 を うけ た 時 に 生じ た と い 
vw, “Na,O の 添加 ” の 項 で , —MOBNAH BOP RIcs Na の 添加 が 必要 で あろ う 
と の べべ で いろ に すぎ な い e 

他方 1939 年 , EEskola に よ ょ つて 鉱物 相 理 論 が 美 事 な 形 で まとめ られ た すず 。 変成 論 の 中 
で , BNA aS, 相当 重要 な 位置 を と しめる よう に な つた の は , この Eskola OBER 
あら われ た 時 で あつ た?。 彼 は , ここ で , BAA, o-VYvA, NYA), FIT uGHr 
ど で 特 徴 づ けら れる 低 度 結 唱 片 岩 の 形成 条件 に 対し て , “TERI HEB? 2 5 MOrL 
名 称 を 与え , それ が 低温 , 高圧 の 条件 で あろ うと 述べ た 。Eskola は この 他 に , BEBIGE 
AO, 世界 に お ける 分 布 の 特徴 , 先 カ ンプ ブリ ア 紀 の 基 毅 山脈 に お ける 欠如 , RB BHA 
が 更に 亜 相 に 分 けら れる 可能 性 を 指摘 し た 。 

Eskola の 提案 と 意見 は , 天才 的 と いつ て よい ほど の 見 通し で あつ た 。 然 し , HORE 


1) Eskola, P. : gyHt, 1921. 

2) Eskola, P. : Geol. For. i Stockholm Forh., 1929. 

3) Tilley, CHB: iGeol: Mag., 61, 167~171, 1924; Geol. Soc. London 
Quart. Jour., 81, 100~112, 19. 


4) Eskola, P. : ‘‘Metamorphische Gesteine’’ in ‘Die Entstehung der 
Gesteine’’ Berlin, 1939. 
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BiH SAL 1945 US Cle 一 般 に は 無視 され , LIE MEI 5 BITE BE 
られ て いた た 。 

1954 SEBEL, 次 の 2 点 を 除い て は , RPG BOM, HES, 1920 年 以前 
と 同じ よう な 記載 的 な 段階 に あつ た 。 (成因 的 に は , アル カリ メタ ゾ マ テイ ズム , EHO 
在 入 接触 な どの 意見 が 個々 の 記載 ご と に 少し づつ = アン ス を 変え 征 ら 主張 され た ) (1) 
TNA VANE OMROUES (詳し いこ と は 都城 の 論文 り を 参照 され た い )。(2) ペン ペ 
リー 右 の 発見 . 1925 年 , 変質 玄武 岩 中 か ら 発 見 さか ie LOSS, エピ ドー ト と か な り 
似 た 化学 成分 を 持つ て いて , し か る も , 水 の 量 が エビ ドー ト よ り 遥 か に 多い 点 で 注目 すべ き 
BN CHO. 之 は その の ち 1945 年 まで に 西 イ ンド 講 島 , カリ フォ オル ニア, フィ ン ラ 
CR グランド) ウツ ラル, 関東 山地 , カム イコ タン な どの 地域 の 緑色 
BRAD FFAS NI. 叉 1936 年 に は , Quitzow は , アル プス で パン ペリ ー 石 を 発見 
L, BOYT ENE CKRMENT WH NY RY RIT S FV EELD, CO 
は , 常に 低温 変成 (変質 ) AIC KOCTAL, か つ , BRGHEHERT Zim Ss 
WE CHBIBL 72?) 

1922~1945 年 の 問 に 公表 され た EM GHA OMRMRIKOLICHY, は じ め の 
6 刀 所 は 此 の 時 代 に 新た に 知ら れ た 地域 で ある : YIM Ya) eb, Iba a7 Vere 
SA Ty IVE T , IVT HK, BWI SS LU) RRS Ni Galera 
ヨコ デー カレ ド = ア (文献 略 )。 

日 本 の = Bl, 三 郡 , カム イコ タン の 各 変 成 帯 の 藍 関 石 片 岩 に 関す る 知識 は , 鈴木 , 
FEA, 堀越 ら の 研究 に よ つ て 1930~1936 年 の 問 に 急激 に 増大 し , 特に 鈴木 の 記載 は , 
WINS OS. ORBEPA RL, 成因 と いう 点 で は , PRARERCHORA, アル カリ 
メタ ゾ マ テイ ズム を 強調 し た の を 除い て は , ほとん ど ふ れ ら れ な か つ な た 。 

(D) 1946~1951 : =mRetiz, FIV グル TIVAARBSKLSTAIITA a 
MYA, セレ ベス の 研究 結果 が 公表 され た 時 期 で , BL, H-AX OPAC BY SEG 
感 岩 問題 と 関連 を も つた 高 圧 実 験 結果 が 発表 され は じ め な た 時 で ある 。 

1946 年 , Routhier の 西 ア ル プス の 研究 \。 Lid, BPG AWA ILI ¢ Bev 
範囲 の 調査 研究 か らち ぬけ 出 た 始 の も の と し て や や 注目 に 値する 。 

1947 年 , オラ ンダ の 岩石 学者 達 は , Brouwer に ひき いら れ た 探検 隊 の 得 た 資料 に よ 
り セ レベ ス 島 ) ボル ネオ 島 の 変成 岩 の 研究 結果 を 公表 し や , 此 等 の 島々 で は , BPRS 
を 含む 低 度 変 成 岩 の 分 布地 域 と , BAGH EL Bote F— } SAHA REHO 
変成 域 と が は つき り 地域 的 に 区 別 さ れ 得 , 藍 図 石 片岩 の 分 布地 域 が , Hic, いく つか の 
帯 , 又は 亜 想 に わけ られ る 可能 性 が ある と の べた 。 

この 年 , Turner (it, Eskola 0 “HRQGH Ai” と いう 独立 し た 変成 相 の 提 筆 (前述) 


1) Miyashiro, A. : Jour. Fac. Sci. University of Tokyo, Sec II, 58~83, 
1957. 
2) Quitzow, H.W. : Zentralbl. Min., Abt. A, 39~46, 1936. 
3) Routhier, P..: Bull. Soc. France Min., 69, 99~150, 1946. 
4) Egeler, C.G. : Geol, Exp. in the Island of Celebes. Amsterdam, 1947. 
Brouwer, H.A. : 同上 , 1947. De Roever, W.P. : fajE, 1947. 
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に 反対 し , “ 藍 関 石 片 岩 形 成 に は , 特殊 な 化学 的 条件 が 必要 で ある ” LEHRL IY. Tur- 
ner Bld, WERK, 藍 関 石 片 岩 の 研 究 に は , 上 秦 体 的 に は 何一つ 寄与 し て いな いけ れ ど 
%, この Turner O# Aid, 当時 叉 は それ 以後 の 人 々 に 相当 な 影 絡 を あたえ な た 。 

1948 年 コル シカ 島 東 部 の 藍 関 石 片 岩 の 研究 や , ヴェ ネ ゼ ラ 北 部 の 藍 了 石 片岩 の 研究 や 
DIHAN Ko Egeler bli, コル シカ 鳥 東部 の 藍 関 石 片 岩 を 含む 広域 変成 岩 地 域 が , ロ 
ー ソ ン 石 と エビ ドー ト の 安定 関係 に よ つ て 2 つの 亜 相 に 分 けら れる と 述べ た 。 

1949 年 , RIED, 三波 川 変成 辛 の 中 で , ロー ソン 石 を 発見 し た 2。 

1950 年 , ヴェ ネ ゼ ラ 北 部 の 藍 関 石 片岩 の 研究 *), カル フ オ ルニア で の ヒス イィ イ の 最初 の 
HAO, お よび コル シカ 東部 の 構造 的 研究 な どの 他 に , 次 の 2 つの 注目 すべ き 論 文 が 
Hiveo (1) Yoder'i に よる セス イ に 関す る 総括 的 論文 *\。 COMIC Cl, SCBE ACH 
つて いた ヒス イ に 関す る 殆 ん どす べ て の デー タ が 紹介 され , Bll, ヒス イ の 生成 条件 が 理 
論 的 に 姜 察 され た 。 Ne+Ab->2Jd の 反応 に あま り 重 点 が お か れ す ぎ たこ と , 実験 デー 
タ が 不 十 分 で あつ た こと 等 機 つか の 欠点 を も ち 邊 らち ら も , それ 以後 の カー ネギ ー 研 究 所 で の 
高圧 実験 の 指針 の 一 つと な つた 点 , この 論文 は 極め て 重要 で ある 。 こ の 論文 で , 1939 年 
の 河野 に よる 小滝 地方 の と ヒスイ の 記載 は , は じ め て 世界 的 な 意義 を も つこ と が 紹介 され 
た 。 (2) de Roever に よる 東南 セレ ベス 島 の 広域 変成 岩 の 研 究 \。de Roever ii, # 
関 石 片 岩 相 と いう 独立 の 物理 条件 (低温 , 高圧 ) の 変成 想 を つよ く 支 持 し , セレ ベス 島 に 
は , UY YR RPSL, $70 o-V ya: BPH SAE DS) A 
者 は 後者 より さら に 低温 で あり , 不変 成 岩 に 移 化 する こと を 認め た 。 

1951 年 ) コル シカ 鳥 東部 1)) 1X0 2 の 藍 関 石 片 着 の 記載 , カリ フ オ ルミ = ミア の ヒ 
スイ の 産 状 の 報告 や )) カム イコ タン 帯 3), SB) の 構造 的 研究 が 発表 され た 他 , 
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Schurmann, H.M.E.: N. Jahrb., 7, 145~156, 1950. 

6) Chesterman, C. : Lapidary Jour., 204~208, 1950. Bolander, L. : 
Mineralogist, 18, 186~188, 1950. 

7) Brouwer, H. A. and Egeler, C. G. : Proc. Ned. Acad. Wetensch., 
13, 3~8, 1950. 

8) Yoder, H.S. : Am. Jour. Sci., 248, 225~248; 312~334, 1950. 

9) De Roever, W.P. : Proc. Nederl. Acad. Wetensch., 53, 1455~1465, 
1950. 
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次 の よう な 論文 が 出 た 。(1) Kracek!) 5 と Yoder?) ら の ヒス イィ の 安定 性 に つい て の 熱 
力学 的 研究 。 此 等 の 研究 は , Ne+Ab>2Jd, Ab>Jd+Qz, Ne+Qz>Jd の 反応 の 時 
に , 高圧 が 必要 で ある か , Mik, 高圧 が それ ら の 反応 を 著 る し くく 促進 す る で あぁ ろう と 述べ 
zo (2) Schurmann に よる 藍 隊 石 片 岩 問題 の 概観 的 論文 3。 こ の 論文 は , 1953 年 に 出 
る (その ID や に 続く も の で あぁ る 。 Ml 世界 中 の 藍 関 石 片岩 の 主 だ つた も の の 分 布 , 産 
状 等 を 克明 に 記載 し た が , 彼 自 身 が 20 世紀 初期 的 な 変成 論者 で あつ た の で 苑 関 石 片 岩 の 
成因 に 関す る 結論 は まこ と に 和 錠 困 で ある 。 (3) Switzer による, DIITNVAT ORB 
BD 73.23 OF 72 BE ORIEN 0 

な お , 1951 年 に は Turner と Verhoogen に よる “Igneous and metamorphic 
petrology” が 出版 され , その 中 で , BMAHAHAABUA SA Ni?co Turner は , BPA 
Afratt, 角 了 関 岩 相 ~ 緑 色 片 岩 相 の 巾 広 い 物理 条件 の も と で , Fett と Nat イィ オン に 富 
ん だ pore solution の 影響 に よ つ て 局部 的 に 生ずる と いう 1947 年 の 主張 を くり か え し 
て いる 。 この よう な Turner の 意見 は , 前 に も 述べ た よう に , Eskola の 提唱 を , 新 し 
い 知 識 , また は 理論 に よ つ て 打破 つた も の で は な か つた 。 

(E) 1952~ 現 在 : オラ ンダ の 岩石 学者 の 活躍 , カー ネギ ー 研 究 所 を 中 心 と する アメ 
リカ 人 た ちの 精力 的 な 仕事 , 及び 最近 の わが 国 の 談 成 岩 研究 者 達 の 研究 が 目立つ 。 こ の 時 
代 は , Eskola DEKAR AMA, ZORAUKRVAAMK, 且つ 充実 し た 形 で 討論 され 
る 時 代 で ある 。 

1952 年 , Brouwer と Egeler ti, コル シカ 東部 の 藍 関 石 片 岩 の 研 究 を まとめ た 6。 
MoV, あい まい な 表現 で は あつ た が , OBKAHRBHORAD, 地域 的 に 三 つ の 帯 , 
叉 は 亜 想 に 分 けら れる と の べた 。 同年 , アル ジェ リア な どの , アフ リカ » 北 緑 部 に 沿う ジュ 
7 ti~ AAC MERGE AKARL SLEDGE SN”, BW TUT ZOEK 
BECERRA OMS PHA SNe) 1952 年 に は , 変成 論 の 大 き な 著 作 が 
[OHI XN. 一 つ は "Barth に よる “Theoretical petrology” CH, 他 は , Ra- 
mberg に よる “Origine of metamorphic and metasomatic rocks’ で ある 。 Barth 
は 藍 隊 石 片岩 に 関し て は , Eskola の 意見 を その まま うけ 入れ , また , Eskola の 述べ た 
以上 の こと は 何 る 云わ な か つた 。 と ころ が が , BAB Rie ZO BR EAR LD 
れ よ うと 試み た Ramberg tt, MMA AICOW CHOMOEATNSEHEMN TWH 
iit, “ 灰 枚 ザク ロ 石 , ロー ソン 石 , ヒス イ お よび 藍 岡 石 と , 斜 長石 と の 平衡 関係 " とい 
う 項 で , た と えば An+H。0 っ ロー ソン 石 と いう 反応 は 主として 岩 圧 に よ つ て 促進 され , 
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灰 奨 ザク ロ 石 , ロー ソン 石 , ヒス イィ イ , 藍 隊 石 と 平衡 に ある 倖 長 石 の 成分 は 岩 圧 の 指示 者 に 
な りう る と いつ た 。 Ramberg は , Wim, BPG Ha OWES MHL Ko 

1953 年 , 地域 的 な 研究 と し て は , Ws REPAY, フラ ンス ブリ タ = 王 海岸 
ァ ル プス 9) =n -HVE=HT, EVA, EUARKE®? ORMAOBMAH BOR 
告 が あつ た 。 こ れ ら の うち , Routhier の 論文 は = ュー カレ ドニ = ニア と ビレ ネー の , BMG 
片岩 を 含む 広域 変成 地域 で の , 岩石 の 分 布 , 鉱物 組合 せ を くわ し く 吟 味 し た 上 で , BWA 
片岩 相 を 論じ た 点 , 叉 , de Roever が , セレ ベス の 構造 を アル プス の 地質 構造 発達 史 と 
くら べ な が ら 吟 味 し た 点 , それ ぞ れ 興味 ある も の で ある 。 以 上 の ほか , 岩 生 に よる 小滝 地 
方 の ヒス イ の 産 状 の くわ し い 記 載 8) と , Coombs に よる パン ペリ ー 石 の 研究 が あつ た 。 
過去 30 年 あま り 高圧 実験 を 手がけ て 来 た Adams は , 1953 年 に ヒスイ の 安定 性 
に つい て 論じ た 9。 彼 は , Ne+Ab っ 2Jd と , Ab>Jb+Qz の PT ¥BHA-—VERL, 
KROCA EET SER HD 藍 隊 石 片岩 を 産 す る 変成 域 で は , 温度 勾配 が 普通 到 
われ て いる 地下 勾配 より 著 る し く 低 か つた , (又は , 温度 の 上 昇 に と も な う 圧 力 の 増大 が 
異常 に 大 きか つた ) 地域 で ある か , Mid, 天然 の ヒス イ が 不安 定 相 と し て 上 品 出 し た の か ど 
ちら か で あろ うと いう 結論 を 出し た 。 

1954 年 , 東 オ ー ス トラ リア 9 と カリ フ オ ル = ア 10) OPRAH BORRMAD MH 
1955 年 , 前 年 の 論文 の 中 , Brothers の , Turner の 意見 その まま の 結論 は , de Ro- 
ever に よ つ て 激しく 攻撃 され た 1)。 de Roever ii, BMAA SHOE, BPG 
片岩 の 分 布 , 産 状 及 びそ の 久 物 組成 の 特徴 か ら 論 証し よう と 試み , 今後 , この 問題 を と く 
に は , 各種 角 図 石 類 の 注意 ぶ か い 吟 味 や , エビ ドー ト , パン ペリ ー 石 及び ロー ソン 石 の 分 
布 , 相 士 関係 な どの 研究 が 特に 必要 で ある と 力説 し た 。 Rev CHES, ヒス イィ が 決し て 蛇 紋 
岩 中 の 包含 物 の よう な 形 で 産出 する だ け で な く , セレ ベス 島 で は 極め て 低 変 成 度 の 砂岩 の 
中 に , ヒス イ が 発見 され た と 報告 し *), Br, 天然 の と スイ は , Ab っ >Jd+Qz の 反応 に 
ょ つて 生じ た も の が 多く , Ne+Ab っ 2Jd な どの 反応 は 天然 の ヒス イ の 成因 に は 考え ら 
れ な いと いう 注目 すべ き 意 見 を 表明 し な た 。 
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この 年 , Griggs 41) と , Robertson 42) に よ ょ つて ヒス イ の 合成 成功 が 公表 され た 。 
前 者 あら は , アナ ル サ イ ト 二 HO0 っ > セス イィ イ の 反応 は , 12,000 ベール, 600°C, お よび 18, 
000 バー ル と 300°C で 進行 し た と 報告 し , BES, AD+Ne>2Jd お よび ヒス イ 成 
分 の ガラ ス よ り ヒ スイ の 合成 の 2 つの 方 法 に よ つ て 高圧 下 で ヒス イ の 合成 に 成功 し た 。 特 
CRS SIL, ヒス イィ の 温度 一 圧力 図 で の 平衡 カー ヴ を 実 険 的 に 確立 し , ヒスイ が 常に 高 
圧 側 に 出来 る こと を 示し た 点 , 大 き な 意 義 を も つ 。 同じ 年 , Coes 3) は , 1948 年 に , Gri- 
ggs や Roberston ら と は 全く 独立 に , BAG, F708, LX4O, 20,000~40,000 
ペ バール の 高圧 下 で の 合成 が 成功 し て いた 事 も 明らか に し た 。 

地域 的 な 究 研 と し て は , SRY, アル プス 5 が OBE BORRML, カリ フ オ ルミ = 
ア の ヒス イ の 結晶 学 的 記載 が あぁ つた 。 

1956 年 , この 年 に は , BAGH AICREL TC, つぎ の 5 つの 重要 な 論文 が 発表 され た 。 
(1) Egeler は , コル シカ 東部 の 広域 変成 岩 を つく つた 変成 作用 を “Alpine metamor- 
phism” と よび , その 特質 と 時 代 と を 論じ た ”。(2) de Roever ti, 世界 の 広域 変成 作 
用 を , 中 生 代 及び それ 以後 の も の と , 中 生 代 より 前 の も の と に 時 代 的 に 2 分 する と , Ege- 
ler の いう Alpine metamorphism は 前 者 に の み 限 られ て いる と 強調 し , 先 カ ン ブ リ ア 
弓 よ り 現 在 ま で の 問 の 価 回 か の 広域 変成 作用 を くら べ る と , 変成 時 の 温度 上 昇 に 伴う 圧力 
の 増大 率 が , 次 第 に 時 代 が た つ に つれ て 大 きく な つて いる の で は な いか と いう 仮説 を た て 
728). (3) de Roever は , BK, セレ ベス 島 の 藍 関 石 片 岩 を 含む 広域 変成 岩 地 域 は , 次 
の 各種 の 談 成 鉄 物 に よる isograd に よ つ て , 幾つ か の 帯 に わけ られ る 可能 性 が ある と 述 
je") 2 SYA) —, BRE, 70%G, U-YYA, Art, BRA, 7a b 4 
KF, #70R. (4) カリ フラ オル = ニア の 中 生 代 の フラ ン シ ス カン 層 の 7 今 ま で 全 で 不変 成 
で ある と いわ れ て きた 砂 岩 の 中 に , 藍 関 石 , ロー ソン 石 と 共に セス イ が か な り 広 く で き て 
WALEMPERA N71. Bloxam ti, CNLIMRMEL AL, BRAODMIC LOTT 
BT HDOLL MSZ ENWLEGML to COMM, 1955 年 の de Roover の 主張 を 裏 
ず け る 点 で 重要 で ある ぼ ば かり で な く , 次 に 述べ る Borg の 論文 と 共に , カリ フ オ ルニア 
の 広域 変成 岩 の 研 究 に 対し て 新しい 方 向 を 示す も の で ある 。 (5) Borg は , や は り フラ 
ン シ ス カン 層 の 中 に , F¥ECHMBHOMBME Che NCOkRNATatr7 
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ye APM, RERCEAIC 深い 関係 を 持た ず に , か な り RS 分布 し て いる こと を 発見 し 
ee 

この 他 , 1956 年 に は Schurmann IC LOTHABLU | VIDBAAR AKO TO 
報告 ぶ あ つた “6 

1956 年 は , わが 国 の 横 関 石 片岩 研究 に と つて 重要 な 年 で あつ た 。 即ち も, Meets cH 
野 昇 平 は "青海 地方 の 藍 関 石 片岩 を 含む 広域 変 成 岩 地 域 の , DHCRALKEOTHSo = 
nis, 世界 で 初め て , 盲 関 石 片岩 地域 の 帯 叉 は 事 相 の 設立 が 具体 的 に 行なわ れ た 点 で 重要 
な 研究 で あつ た 。 こ の 年 , 筆者 は , 関東 山地 の 三波 川 変成 域 の 最 下位 の 点 紋 結晶 片 岩 層 か 
ら , 最上 部 の 不 訟 成 古 生 層 まで の 間 を 6 つの 帯 又 は 亜 相 に 分 ける こと に 成功 し た 。 

1957 年 , 1955 年 の 要 胃 を 更に 詳し く 解 説 し た Robertson ら の 論文 3), Morey ick 
る H,O, Ne, Ab, Jd, アナ ル サ イ ト の 安定 関係 の 理論 的 考察 が , 及び Ernst, Halt- 
erdahl に よる それ ぞ れ アル カリ 角 図 石 と クロ リト イド 5) の 合成 成功 が 発表 され た 。 わが 
Cis, 三波 川 変成 帯 の 人 造 岩 鉱物 の 分 布 と 産 状 に つい て の いく つか の 論文 が 発表 され 
た の 。 ま た , 都城 は アル カリ 角 関 石 の 化学 成分 , 光学 的 性 質 お よび BRE DL EIR 
し , アル カリ 角 阿 石 の 体系 的 な 分 類 命名 潜 を 提起 し た ”。 更に 彼 は この 論文 で , アル カリ 
角 関 石 の , 生成 の 物理 的 ・ 化 学 的 条件 に よる 化学 組成 上 の 変化 を 考察 し , BRB ROR 
因 に 高圧 が 考え られ ね ば な ら な いこ と を 指摘 し た 。 


ま & め 

VELOBRMAHBOMREE ELD TAL GO 

19 世紀 半ば ぱ ば から, 1945 4A S CORN, 藍 隊 石 片岩 その る も の の 記載 や , BNA a 
を 産 す る 地域 の ご さく 狭 い 箇 囲 の 観察 が , 数 多く 発表 され た 時 代 で ある 。 Rosenbusch や 
Washington ORR, Eskola に よる “RRB? 提 和 案 六 あつ た に も か か 
わら ず , 藍 関 石 片 娠 の 成因 で 最も 勢力 を 占め て いた の は , アル カリ 岩 の 談 質 , アル カリ メ 
タ ゾ マテ ィ ズム , 又は , WENGOBAIK | APA REA 7 E CHOP 

1946 iat, TAY RA, TITY IS OBRBSIe bk bOt, FHWTA, AVYAB 
よび セレ ベス の , TEGO WP AS BIR 72 SRE CIEE A NAD 720 FHV YAO RM 
文 が 続々 発表 され る と は ば 同時 に , 叉 ) アメ リカ の 岩石 学者 達 に よる 高圧 , BkKRAEO 
下 で の 鉄 物 の 合成 実験 と , 変成 論 へ の 熱 力学 の 積極 的 導入 が 行わ れ た 。 F7u0G, Re 
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Sci., 255, 115~137, 1957. 
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石 , ヒス イ , クロ リト イド , BHAOSRORMG, BMAF SMES ZEEE 
で あつ た 。 即ち , BRA BOM, 1946 年 以後 , 一 方 で は オラ ンダ の 岩石 学者 を 主 
と する 人 々 に よる 地質 学 的 ・ 岩 石 学 的 研究 , 他方 で は アメ リカ 人 に よる 谷 成実 険 を 基礎 と 
TERA PFORIE LOT, 著 る し い 進 歩 を と と げた 。 そし て , Eskola “RSE HA” 
DBA, 単に 支持 され る よう に な つた ば か り で な く , 更に 深く , か つ 具 体 的 な 形 で 理 
eo に な ろう と し て いる 。 

ォ オラ ンダ 人 人 達 の 研究 の 意義 は 大 きい 。 ML, それ ら は BZORONA 欠陥 を 持つ て い 
た 。 HL, 彼ら は , 研究 の 対象 し な つた 地域 の 変成 分 帯 , 又は , 変成 相 の 変化 を , 価 ら 
具体 的 に 示さ な か つた 。 セレ ベス 島 の 資料 は 探検 隊 に ょ つて 集め られ た も の で あつ た か ら 
IEG EABZWEL TS, 彼ら の ホー ム ・ グ ラウ ンド で あり , 彼ら が 最も 力 を 注い だ と 見 ら 
れる コル シカ 島 に つい て も, 藍 関 石 片岩 の 分 布 を 示す 図 す ら , 我々 に 提供 し 得 な か つた 。 
彼ら は 藍 隊 石 片 岩 相 の 独立 を 主張 し , 機 つ か の 亜 相 , isograd を 提 委 し た が , それ ら の 
相 , HEM, isograd が , 実際 に どん な 分 布 を し , どん な 相 記 関係 に ある か に つい て は 全く 
あい まい で ある 。 

わが 国 の 藍 隊 石 片岩 地域 と いう べき , 三波 川 , 三 郡 , カム イコ タン に つい て は , ANE, 
SA, 堀越 らち に よ つ て 1940 HOM, 多く の 上 足 重 な 記載 的 デー タ が 公表 され て いた 。 
LOL, それ ら は 前 に の ベ べた, 20 世紀 の 半ば 以前 の 世界 の 藍 関 石 片岩 研究 と 同じ よう な 
段階 に 留 つ て いた 。 hs 第 2 次 大 戦後 に 行なわ れ た 之 等 の 地域 , 特に 三波 川 変成 帯 の 研究 


る の が 払わ れ て いな か つた 。 

従 つ て , DBBOBM AH Shit, 苑 隊 石 片岩 相 の 問題 の 研究 に と つて は 殆 ん ど 処 女 
地 に 等 し い 。 藍 関 石 片岩 問題 は , 地質 学 的 事実 な くし て は 人 解決 で き な い 。 此 等 の 地域 は , 
この 地質 学 的 事実 を , 他 の いか な る 国 よ り も , AA, か つ 多 量 に 提供 し て くれ る 可能 性 
が ある 。 我々 は , NE, BA, 堀越 ら の 研究 の 意義 を 認め つつ も , それ ら の 仕事 の 欠点 を 
克服 し , 更に , 最近 の ョ ー ロ ッ パ の 人 々 に よる 研究 の 欠陥 を 克服 し , より 高 次 の 研究 を , 
我が国 の 藍 関 石 片岩 地域 を 舞台 に し て 成 し と げ な く て は な ら な い 。 FRA Hi a B BAH X Pe 
都城 秋穂 , 坂野 昇平 , 筆者 あら の 研究 は , この 様 な 考 に 立つ て すでに いく つか の 成功 を お さ 
DY, R, 岩崎 正夫 2) は 最近 , 四国 の 三波 川 帯 で , BMA AORADER, tnt 
層 す る 陽 起 石 片 着 の 線 構 造 と 閉じ る し くく 異な る と いう 事実 を 見 出し た 。 之 は , BAA 
の 研究 に , BEAR BM, Wild, マト ロフ アブ リツ ク の 研究 が 必要 で ある 事 を 示し て い 
る 。 叉 , われ われ は , 藍 関 石 片岩 の 成因 , 藍 関 石 質 広 域 変成 作用 の 研究 に は , 原 岩 の 堆積 
時 の 種々 の 特徴 か ら , 変成 作用 後 の 種 々 の 地質 学 的 問題 に 至る 数 多く の 点 に 注目 し な く て 
は な ら な い 。 特に , 地 向 斜 堆積 時 の 海 廊 火山 活動 の 激 し さ , 性 質 , RL, 他 の 種 の 堆積 物 の 
性 格 な ど が , その 後 の 藍 関 石 質 変 成 作用 と 何 か 関 係 が あり そう で ある 。 例え ば . 西南 日 本 
AR LOEL OR, 日 高層 と カム イコ タン 岩 類 (また は 容 地 悦 群 ) と の 問 に は , この よう 
な 点 で の 重要 な デー タ が えら れる か も し れ な い 。 

合成 実験 を 主 と す る 面 で は , 我々 日 本 の 岩石 学者 は , 当分 の 問 , 手 を こま ね いて いな く 


1) それ ら の いく つか は 本 年 発表 され る 予定 で ある 。 
2) HE EE - thy: 地質 , 63, 439, 1957. 
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て は な る まい 。 しかし, 実験 の 前 途 , 方 向 を 示し , 実験 結果 と 地質 学 的 デー タ と を 結合 さ 
せる こと は 我々 と し て る も 十分 に 可能 で ある 。 こ の 点 次 の Yoder の 言葉 は 傾聴 に 値する 
“The laboratory geologist is now able to study metamorphic rocks with 
the same facility as igneous rocks have been studied in the past. There 
is still a great need for detailed field observations, since without such 
information to guide the experimenter it is imposaible to make fruitful 
laboratory studies.”’ 


BSEVMEANRAOMA, 鉱床 に つい て 


( 付 体 と 石英 班 岩 と の 関係 な ら び に 組成 鉄 物 の 共生 関係 に つい て ) 


Geology and ore deposits in the area drained by 
the Otarunai, Ishikari Province, Hokkaido 
(Relationships of ore bodies to quartz-porphyry 
and paragenesis of ore minerals) 


1 


杉 本 § 也 (Ryoya Sugimoto)* 


Abstract : The Otarunai district is situated at about 12 km west of 
Sapporo city. On the relationships of ore bodies to quartz-porphyry and 
the paragenesis of ore minerals may come to the considerations as follows ; 

(1) The intrusive quartz-porphyry is closely connected with the geological 
structure, elongation of this body being parallel to the structual lines 
running N-S. 

(2) The depostis and mineralized zones occur in the quartz-porphyry 
or its surrounding pyroclastic and normal sediments. Most significant are 
structual controls by the pre-ore quartz-porphyry. Among them, relative 
competency of rocks seems to be a chief factor on ore localization. 

(3) The Otoyo mine is characterized by occurence of bismuthinite and 
cupper sulphosalts. This mineralogical association is similar to the lower 
part of the Toriyabe vein at the Teine mine, about 4km east of this 
deposits. 

(4) On the other hand, the Tairyosawa, Inatoyo, Toyohiro and Takino- 
sawa deposits have almost same characters. The predominant sulphides 
are pyrite, sphalerite, galena and chalcopyrite. Especially, chalcopyrite 
within sphalerite occurs as emulsion blebs. Among these blebs, some parts 
are exsolution products, others being replacement. These characters are 


1) Yoder, H.S. : Geol. Soc. America, Special paper 62, 521, 1955, 
北海 道 立地 下 資 源 調 査 所 
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similar to of the Harima vein at the Toyoha mine, about 5 km west of 
this deposits. 

1 は の 
小橋 内 川 流域 地区 は , FA BUMAUOPRMHICH IO, 古く か ら , 金属 久 床 地帯 
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~NEOKRMDS DORON, PMS, どの よう に 変化 する か は , 興味 ある 問題 で 
ある と 同時 に , COMIC BMT SHER OM MMO LOB, Te DUI SIRO 
関連 に つい て る も , 関心 が も た れ て きた 。 こ れ ら の 事項 に つい て , 判明 し た 点 を 報告 し た い 。 


2. 地 vz 

この 地域 を 構成 する 地質 系 統 は . BN, SRG EMR, 新 第 三 系 お よび それ 以降 の 
地層 と 火山 岩 と で ある 。 新 第 三 系 は , 中 新 世 と 考え られ る 基 性 の 火山 岩 , 火山 確 居 岩 と 酸 
性 の 同質 岩 類 一 層 位 的 に は 前 者 が 下位 一 お よび それ ら を 謝 和 ぬく 含 角 関 石 石英 斑 岩 と , fe 
新 世 と 療 えら れる 安山岩 , 同質 砕 選 岩 と を 構成 員 と し て いる 。 

一 般 走 向 は , N1O°W~10°E, fast, 10°~30°E で ある 。 し か し , 断層 に より 転移 
L, 128 N50°W ある い は EW を し めす こと も ある 。 

主 な 構造 線 は , AMBAJINCZOT, N10°W 方 向 に 走 つ て いる 。 し か る も , BREAN, 
この 構造 線 に そつ て 分 布 し て いる こと が 注目 され る 。 す な わ ち , 石英 斑 岩 は 小 機内 川 に そ 
つて 分 布 す る 。 FOUE Skm, 幅員 は 1.5km に お よぶ 所 も ある が , 一 般 に は 膨 縮 に 
と む 。 こ の 岩石 は , 一 般 に 監 硬 粗 炒 で , KRESS ZEB, 石英 , 斜 長 石 の 斑 品 鉄 
物 が め だ つ 。 だが, SEVER, 風化 作用 の いち じ る し い 所 で は , 時 に は 軟 細 と な り , また 
大 漁 沢 で み ら れ る よう に , RABE, BR GRSDBEL TT, 散在 する よう に な る 所 る も 
ある 。 な お , ARE O BARA AYAR— Clk, 斑 品 る も 細 粒 と な り , 石英 粗 面 岩 相 を 
し めす よう に な り , 岩 相 は 均質 で は な い 。 

CEP Cit, 完 品 質 夷 状 構 造 を し めし , 斑 品 鉄 物 と し て 石英 , 斜 長石 ( 灰 草 長石 附近 の 成 
分 ) DEC 角 際 石 , 黒雲 母 を ふく む 。 副 成分 鉄 物 と し て , 磁 鉄 鉄 , 少量 の ジル コン , B 
灰 石 が みとめ られ る 。 

CORPSE, 上 位 の 鮮新 世 の 安 山 岩 質 集 塊 岩 で お お われ て いる の で , SORARH 
は , 中 新 世 で ある こと は まち が いな い 。 し か し , この 地区 で は , 中 新 世 の 最上 部 の 八 圭 統 
に 相当 する 地層 が 欠 除 し て いる が , 定山渓 周辺 り で は , これ に 対比 され る 一 の 沢 層 の 中 
に 科 と 1 て ふく まれ る と いう 。 し た が つて , 訓 縫 期 の 末期 の 活動 と 解 さ れる 。 

LO 岩 体 は , 古く か ら 知 られ て お り , か つ マ ネバ タイ ト ^) と 記載 され た 。 TOK BM 
mA WR? か ら , 石英 粗 面 岩 質 攻 岩 と 呼ぶ の が 適当 で ある と の べら れ な た 2。 

も し , この 石英 斑 岩 体 が 鉄 床 と 成因 的 な 関係 を も つと すれ ば ぱ ば, 当然 組成 鉱物 や 共生 関係 
に る も 反 映 さ れ な けれ ば な ら な い 。 同時 に , 逆 に 火山 岩 相 が 深成岩 で ある か を 知る こと が で 
きる 。 だ が , 後述 する よう に , 深成岩 相 を し めす 鉄 床 学 的 な 手がかり は 得 ら れ な か つた 。 

うえ に の べた 諸点 を 考え あわ せる と , 最近 , 処 々 に 発見 され て いる 新 第 三 紀 の 深成岩 相 
相当 な いで な る 6 


3. 人 鉱 床 


小 機 内 川 流域 の 鉱床 は , 北東 の 手 秀 鉄 山 と 南西 の 豊 羽 鉄 山 と の 中 間 に 位 置 す る 。 し か 
も , 両 鉄山 の 地質 と は さほど こと な ら な い 。 し た が つて , 両 鉄 床 の 特 異性 が , FANT RAR 


1) ERM + 五 万 分 "1 定山渓 図 幅 説明 書 , 北海 道 開発 庁 , 1953. 
2) 佐藤 伝 蔵 : 岩石 地質 学 , 304, 1937. 
3) 神津 他 祐 ・ 待 場 勇 ・ 竹 内 常 彦 : OK, 21, 37~56, 1939. 
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され て いる こと が 予想 さ れる 。 だ が , 地質 の 項 で の べた よう に , 小橋 内 川 と WPL 
RRBRBALTHH, 第 2 図 に し めす よう に , SKIES Z DUDE BIG L TOS EWS 
MTLRROTHSo Ere, SKMRODBR, BBA KMANTTSEWFr2LY, 
ーー つの 特異 性 で あぁ る 。 

組成 鉱物 , 共生 関係 を 概観 する と , いずれ る も 洪 熱 水性 で , FAG, HSL OBS 
分 に 入 つ て いる 。 すなわち , 大 豊 鉄山 OBA, AS BAG, RR VY v Fg), 
HAR, WMA ROBAKC, 手 衛 鉄山 の 鳥谷 部 久 下 部 3) HMI 

Gi BAIA, 支流 に 発達 する 大 漁 沢 , 艇 豊 , BE, MOROAGERI, 母 岩 が 

それ ぞ れ 多少 異 つ て いる が , 構成 鉄 物 に は 変化 が な く , 石英 , 緑 泥 石 , 黄 鉄 鉄 , HAL, 方 
BAG, 関 亜鉛 鍼 か ら 構 成 さ れ て いる 。 こ の よう な 共 
生 関 係 は , BV ORB” の 下部 に 類似 し て い 第 2 図 石英 班 岩 と 鉱床 の 
So だが, SVR, Rete (Mn ic'Bts) pe 
eMARMEL TWHM, この 地区 で は , 非常 に 少 
な い 。 豊実 鉄山 を 除い て は , 全く 見 当ら な い 。 

鉱 脈 分 布 を な が め る と , GIRL, BARBS & HER 
岩 類 と の 辺 縁 部 に 位置 する 。 両 岩 相 の 変 移 部 で は , 
豊 宏 録 山 で 観察 され る よう に , 鉱脈 の 走向 は , Bh 
方 向 と 同一 の NS 方 向 を と る が , 正常 堆積 岩 の 中 
で は , 脈 は 劣勢 と な る 。 一 方 , BREAN Cid, 
AGBBIUD KAI, 岩 体 の 伸び の 方 向 に 対し , ほ ぽ 
直角 EW 方 向 に 配列 する よう に な る 。 さらに , B 
体 か ら や や 離れ た UKE AO PIC BAT S SKK 
は , N50E~EW の 走向 を し めす よう に な る 。 

こと これら の 現象 は , PAAR OMEN LAB 
の 形成 な ら び に 石英 斑 岩 と BAAN Hao 
WED 相違 に よる Bim? で 説明 され よう 。 

GR, wn dig 1~38m の 東 化 帯 を と も な う 
SEAR AIRC, 主 脈 か ら 不 規則 な 細 脈 を 出し て いる 
の が 特徴 で ある 。 だ が , 支 脈 の 走向 延長 は 数 邊 か 


eit 
B10 MEETHSO 3 vera 
DEICAGROIRFE, SKID, 共生 関係 に 3. AREAS 
つい て 説明 する 。 ileal 
a) 大豊 鉱山 


小橋 内 川 の 支流 夕日 沢 の 河 底 に 色 頭 が ある 。 


1) 杉本 良 也 : 五 亡 分 の 1 銭函 図 幅 説明 書 , 北海 道 開発 庁 , 43~46, 1953. 
< : ARPA) TRA AREAS, 北海 道 開発 庁 , 1~14, 1957. 
2) AMBER : 北海 道 地質 要 報 , 22, 38, 1953. 
3) 杉本 良 也 : BOK, 36, 72~84, 1952. 
4) REZ: LER PAR: Gi, 2, 238, 1952. 
5) David V. Lewis : Econ. Geol., 50, 495~516, 1955. 
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石英 粗 面 岩 相 に ふく まれ る 同質 北 灰 岩 を 母 岩 と する BRAMBORKC, BH Bin 
A BGR, VY VEAGK, ERI, 四面 安 鉛 鉱 を 構成 鉱物 と し て いる es 

鉱床 の 周囲 の 岩石 は いち じ る し さく 和 化 作用 と 黄 鉄 鉄 化 作 用 を うけ て , KERR ie 
A SZWRHAAREREA PD OOS XSi, 散 頭 の 東方 山陵 に 広く 発達 する 石 
SR, EE CARADMML C, 突 隙 に と むように な る 。 こ の 状態 は , 黒鉄 鉱床 の 
WEALD CS. COREL GPC, 初 成 の 融和 側 形 右 英 が みとめ られ る 
だ け で , 他 は 役 粒 の 石英 集合 体 に 変化 し , 原 鉱物 の 輪郭 は 全く 失わ れ て いる 。 ほか に , fh 
粒 の 昔 鉄 鉱 が 散在 し て いる に すぎ な い 。 

GHA, おおまか に みる と ,. 主 脈 は , N65°W, 80°SE の 走向 , 儲 斜 , 支 脈 は N10° 
W, 80°SE の 走向 , 傾斜 を し めす 脈 状 型 を と る が , 細か く 和 観察 する と , BY BNOR 
素 が 強度 に あら われ て いる 。 こ れ ら 両 鉄 化 帯 の 落合 部 が 富 鉱 部 を 形成 する 。 

N10°W, N65°W MIO MRM, 組成 鉱物 は ほとん どか わら な い が , 後者 が 脈 石英 の 
発達 が いち じ る し く , 粗 炒 で あり, 肉眼 的 煙 蒼 鉛 鉄 が 見 当ら な い 点 で こと な る 。 

すなわち , N6S°W ik, 主 に 石英 , MAG, RRM VY YR CHMSN CS. 
mals, モザ イッ TROBRL BREE OLAKOPCHABE SL CRETSR, 時 に 
VIHLRED ASE, UY vy BGR CAE XNC, BRICBOTHOZ LTE DBS VY VAR. 
Be & OAR REPEL CO, 不 規則 な 形状 を し めし て いる 。 

これ に 対し , N10°W .ofsis, ARRPNCAL DE NADAL VY v AGRE Ce 
分 けら れる 。 し か も, 前 者 は , 後者 で きら れ て いる は よう な 産 状 を し めす 。 ご の 部 分 を 鏡 下 
で 観察 する と , 第 3 図 1 に し めす よう に , VY VHRR, RAS, . そ れ ぞ れ 独 立 し て 
HEL, RARLHSIEDRILARWo 
VY VRAIS, 0.51mm 大 の 不 規則 な 集合 体 が 多く , HICH REC, 2H 
物 を ふく むこ と も な く , また 他 の 硫化 讐 物 が 交代 され て いる こと も な い 。 こ の 鉄 物 は , 反 
HSE, 異 方 性 , KCN OMAN KL SRUMGOMWC, 他 久 物 と 容易 に 区 別 が つく 。 

PBI, 第 3 図 に し めす よう に , ME 0.05~0.5mm OBR, FEOBEAR, UB 
DUE ELC, 細 粒 の 石英 の 中 に 散在 し て いる 。 こ の 舗 物 の 濃 集 する ゾー ン で は , 他 の 硫 
化 鉱 物 は , 殆 ん ど み られ な い 。 低 倍 率 で は , 第 3 図 2 に 示す よう に , MRK dD bt 
る よう に みえ る が , 高 倍率 で は 第 3 図 3 に し めす よう に , MAM SRO WR BRUsLesBAIC St 
つて 四面 安 鋼 鉄 が 交代 し て いる 。 WMRPASKIL, 独立 し て 存在 する こと は 少な い 。 

HEIN GAIUS APLC, 僅か に 昔 色 味 を お び 淫 開 が 発達 し 反射 多 色 性 異 方 性 る ふ頭 閉 で ある 。 
即 , クロ スニ コル 下 で は , 福 色 か ら 黒 色 に 秦 化す る 。 黒 色 を 量 す る の は , BAMROSR 
ORAM EF = VORA MCA LAME CHS. 試薬 に 対す る 反応 は , Short) 
の 記載 と 一 致す る 。 た だ , HNO, (1:1) (oS SAA MRC RZ o 

ISG, KES SL. 輝 蒼 鈴 鉄 より も 硬度 が 大 で , 等 方 性 を し めす 。 試薬 に 対 
する 反 褒 は , Short の 記載 と 一 致す る 。 

うえ に の べた 共生 関係 か ら 脈 鉄 物 の 上 唱 出 順序 を 考察 し て みる と , ま づ 石英 , 黄 鉄 鉄 が , 
石英 粗 面 岩 質 凝灰岩 を 鉱 当 , SCL, OW CHAE, HERG, や や お くれ て 四面 安 鉛 鉄 
mH Ll, IRI VS v RAK, 石英 が わずか の 黄 鉄 鉄 を と る も な つて 唱 出 し た と みな され 


1) Short, M.N. : Microscopic Determination of the Ore Minerals. 1940! 
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2. $EBRNGK (Bi) 

3. f8BGYGK (Bi) : KE BRR 

4. HAG (Cp) BLUGMG (Ga) HEEB. Z COTA G Z PARR Gr 
(Sp), 豊 宏 鉄 床 

BSS (Cp) と 接する 図 重 鈴 鉄 (Sp) cho erie 犬 黄 鋼 鉄 , KY IR KEE 
陰 亜 貸 鉱 (Sp) 中 の 点滴 状 黄銅 鉱 , TEE DIN BK AR 


Dan 


So だ が , FRG, ある い は 他 PBL CALNE £5 7 BECKI & BIg & O BT IS 
TLD LAT EN Cv Z ERGOT A L DEN Ad. つた 。 


1) 渡辺 武男 : BS, 30, 74.84, 1943, 地質 , 40, 125~148 1933. 


2) oo ee > we wpa, 11, 29~34, 1955. 
BURGE : BOK, 35, 248~253, 1955. 
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要する に , この 鉄 床 も 多少 の 差異 は ある が , FRMUCALNAZLI“ABA, Botte 
鉱物 で 特徴 づけ られ る 。 

Illb 大 漁 沢 鉱床 

CL OBRIL, 小 機 内 川 の 一 支流 の 大 漁 沢 に 位置 する 。 

鉱床 周辺 に は , BRS, 石英 粗 面 岩 質 緑色 凝灰岩 が 発達 する 。 両 岩 の 接 触 部 周辺 に 
は , BORGO GAYLE IEE L COS, 鉱床 は み ら れ な い 。 鉄 床 は その 西方 に , Beha 
か ら 約 70m BENE BIL CW So 即ち も , 鉱床 は 石英 粗 面 岩 質 緑 色 淫 灰 岩 を 母 岩 と 
FZ SLAG AGAR C, N30°E, N40°E の 走向 を も つ 2 脈 か ら な る 。 両 鋼 は 交叉 する 
が , 牙 頭 状態 か ら N30°E 走向 を も つ 脈 が 主 脈 で , N40°E IRARMLBASLNSo hie 
録 物 の うち , 石英 は 最も 普遍 的 な 脈 石 鉱物 で , 鏡 下 で は , 2 種類 に 大 別 さ れる 。 Hs, 
0.2 へ 0.3mm の 半 自 形 な いし 他 形 の 黄 鉄 鉱 を 伴う Olmm 大 の モザ イッ ク 状 の 石英 集合 
(KE 0.4mm 大 の や や ゃ 大型 の 石英 と で ある 。 ベー ス メ タ ル は 後者 の 右 英 に 随伴 する 。 

黄銅 鉄 は , 多く の 場合 較 和 亜鉛 鍼 と 共生 し , スム ー ス な 曲線 で 接し て いる こと が 多い が , 
時 に は 関 狂 亜 鉄 で 交代 され て いる 。 ま た , 少量 の 黄 鉄鉱 , 方 鎖 鉄 と 共生 する こと も ある 。 
TAP GK & FLARES Z PATRIA BAIL, re & ie thpd, B3M sic 
し めす よう に , PIRMROHIC, 黄 鉛 鉱 の 接触 面 に 平行 し , 0.03mm 位 の 幅 を も つて , A 
滴 状 ある い は ひる も 状 の 黄銅 鉄 が 散在 する 。 こ の よう な 分 布 状態 は , 両 鉱 物 の 接触 面積 が 大 
きい 場合 に 発達 する 傾向 に ある よう だ 。 一 方 , 接触 する 面積 の 小さ い 時 は , 人 第 3 図 6 の よ 
うに 内 亜 錠 鉱 中 に 普遍 的 に 存在 する よう に な る 。 今 まで の と ころ , WISH OPI HAR 
上 品 は み ら れ な い 。 こ の 種 の 両 鉄 物 の 共生 関係 に つい て は 後日 報告 する こと に する 。 

DUT ACHGAIL, 常に 黄銅 鉱 を 交代 し て 存在 し , 他 久 物 と は 随伴 し な い 。 だ が , その 量 は 
きわ め て 少量 で ある 。 

量 的 に みる と , A> HGS EG, HVE A> PHP > HPA MOBIC DH So 

c) 稲 豊 鉱床 

COGS, 石英 班 岩 体 の 西側 一 堆積 岩 類 と 石英 班 岩 の 境界 附近 一 に 位置 する 。 周 辺 に 
発達 する 堆積 岩 類 は , 黒色 東 質 頁岩 を 主 と し 僅 か の 安山岩 質 緑 色 凝灰岩 の 薄 層 を は さむ 。 

SRL, 石英 斑 岩 の 中 に 用 胎 し て お り , その 走向 は , 石英 夷 岩 の 延長 方 向 と ほ ば 直角 に 
近い 。 上 に 述べ た 大 漁 沢 鉱床 と は , WICC BV CHO BHR HS Chik, BOG 
成 が 周辺 に 発達 する 岩 相 の 可 哨 性 に 支配 され た た め と 人 解 さ れる 。 

か つて 衛 豊 鉄山 と 呼ば れ た 個所 に は , VP RAOSHEM, 石英 夷 岩 の 中 に 掘 さ くさ れ て 
いる が , 埋没 し て 明らか で な い 。 MEF SINC D, 鉄 石 ちらし いも の は 見 られ な い 。 だが, 
周辺 に は , N50°W 方 向 の 黄 鉄 鉱 鉄 化 帯 が , 40m ほど の 間隔 ご と に 数 帯 み られ る 。 こ の 
讐 化 帯 の 中 に は , 同 走 向 あ る いわ わずか に 倖 交 する 石英 , WGK, MHS, woes, 

FSG, VARGA GAD 5 7z SAAN A 6 1 SIMO FA BHR, 大 漁 沢 鉄 床 に 類似 する 。 

d) Bk, MORMA! 

SSRI, ROSSKIR & ALRRIC, ERE LEHRER PD LMRANTOBZO 
で , PAARL, 石英 斑 岩 の 中 に か ぎら れる 。 

鉱床 は , RRR ee 


1) 小関 幸治 : 地 調 月 報 , 2, 552~558, 1951, 


“ 
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い 。 こ れ に 対し , COMBLA CEA S DOERRIRNI, BREE OMB Oo hice 
する 。 だ が , COMEPOPCY, BAMARESD b IE HERE BNC BIET MiZBBL 
な る 。 一 部 に は , BMREKROMBSASNSM, KMOBEEWWOHEI ABA 

この 鉄 床 も 叉 , 岩 脈 と 周辺 岩 相 の 可 嘱 性 の 差異 か ら , 鉄 脈 の 発達 の 優劣 が 説明 され る 。 

鉄 床 は , MARCHE 5~10cm の 灰白色 の 粘 十 を は さむ 断層 性 の 鉱脈 で ある る 。 し た が つ 
て , 構成 鉄 石 は , 角 奏 構造 を 呈す る こと が 多く , 貫 状 構造 , 品 洞 構造 る 所 々 に 見 られ る 。 
FARR, 5~10em 大 の 角 ぼ つた も の が 多く , 石英 斑 岩 の 春 が 圧倒 的 に 多い 。 

構成 鉄 物 は , 石英 , BG, 緑 泥 石 , 方 解 石 , 黄 鉄 鉄 , HRIGK, DUTT EAOK, 関 亜 鈴 録 , 
方 鉛 鉄 で ある 。 こ れ ら の うち , PAK, 方 鉛 鉄 が 主要 鉱物 で ある 。 

黄 鉄 鉄 は 早期 品 出 の 石英 と 其 任 し , 0.3 へ ~0.5mm 大 の 自 形 な いし 半 自 形 を 量 す る 。 時 
に は , BH, 重 唱 石 と 締 状 に 配列 する 。 

FASAGKIL,. FZHGK, 隊 亜 鈴 鉱 と 共生 する 。 了 図 亜 鉛 鉄 と 接する 場合 に は , 大 漁 沢 録 床 と 同 " 
様 に , POURRA RKO PVC BREAK O SALE TF S 0 

DOTA EASK DARI & ARES BGR 7S WT ACHR LL CHELET ZO ACEO DED CHS. 

関 亜鉛 鉄 は , BEPAGKE FLAT AWYSMAWOM, 時 に は 第 3 図 4 に し めす よう に , ABH 
の 敵 開 に そつ て 交代 し , さら に 方 鉛 鍼 の 中 に 包 裏 され て いる 草 銅 鉄 まで も 交代 する 。 か な 
りり 後期 まで も る , 内 年 錯 鉄 の 品 出 し た こと が うか が われ る 。 

CN bEBA BMD EIS, ABMS > GHOKK> BRAG TH So 

一 方 , HORGK, MH: BRS OR MB, 70m ikNrARMEO MIC 
PAL, N20°~30°E の 走向 を も つ , MMOWSUS]L HHL ICHRAMCH SZ. す 
な わ ち , BE, 黄 鉄 録 帯 を 最 外 側 と し , ZONE RS ARABS (OS 
Gk) HBB, さら に これ を お お つて , 唱 洞 石英 が 発達 する 。 こ の 最後 期 品 出 の 石英 に も る も, わ 
ず か な が ら 上 記 の 硫化 鉄 物 が 附 着 し て いる 。 MEM ROHOBMO ANI, OPK 
も 観察 され る 。 


4. Dr hE 

NSARM OHA, GE, & (ICE ODEARH, AHIZ 6 UVC CORAL GR 
と の 関係 , 組成 鉄 物 , 共生 関係 に つい て 述べ た 。 こ れ ら を 要約 する と 次 の よう で ある 。 

(1) Bees, 小 機 内 川 に そう 主要 構造 線 と 並 走 し て 分 布 し , SOMA, 西 
南北 海道 タイ プ の 訓 終 期 の 末期 で あり , 鮮新 世 の 安 山 岩 質 集 塊 岩 に 不 整 合 で お お われ る 。 
る し , 石英 班 岩 と 鉄 床 と が 成因 的 な 関係 を も つて すれ ば , 鉄 体 の 脈 構造 , 組成 鉄 物 , 共生 
関係 (一 部 離 薄 状 組織 を 量 す る こと が ある が ) か ら , この 岩 体 は , 中 出 岩 相 に 相当 する る も 
の と 解 さ れる 。 

(2) SKE, 鉱 化 帯 は , 石英 麗 岩 体 の 中 , ある い は 周辺 に 発達 する 。 この よう な 鉄 床 を 
WAT ZB, 岩 脈 と し て 発達 する 石英 夷 岩 と 周辺 に 発達 する 堆積 岩 類 と の 可 嘱 性 の 姜 
異 た より 形成 され た と みな され る 。 

(3) 大 豊 人 鉱床 は , 組成 鉱物 , 共生 関係 に お いて は , 手 衛 鉱 山 の 誤 谷 部 下部 に 類似 する 。 
すなわち , HEAEA PCH L, 四面 究 銅 鉄 で 交代 され て お り , Tip BIA 


に 品 出 し た こと が うか が われ る 。 だ が , 蒼 鉛 と 鋼鉄 物 と の 反応 縁 鉄 物 は 見 ちら れ な い 。 


(4) 一 方 , 大 光沢, BE BE MOROSBRIL oFND SNA BM Pac 


yee» ZB» 


246 BBKARRK SSB 
HED L CwBo 特に, BRIGKL ES SPM RO PIS, AIERORBMARAGASLNSo 一 
部 は 離 落 性 の も の で ある が , 交代 性 の も の も み ら れ る 。 

御 指 導 し て いた だ いな た 渡辺 万 次 郎 先 生 な らち びに, 校 関 を 賜 つ た 北海 道 立地 下 資 源 調 査 所 
RRC, 斎藤 昌之 の 両氏 に 厚く 席 意 を 表す る 。 


Pye) 1958 年 6 月 24 日 の 爆発 晃 に 就 て (予報 ) 


Explosion products of Aso volcano on 
24th June, 1958 


WS 本 幡 ES (Hatao Matsumoto) * 
FA or & = (Syozo Tanaka) ** 
Se fy 政 明 (Masaaki Kamata) *** 


Abstract : At a sudden explosion of Aso Volcano in 1958, about 
50.000 tons of old ejecta which had been packed in vent, are erupted. 
Many kinds of sublimate minerals such as epsomite, ferroan pickeringite, 
melanterite, kirovite, pyrite, marcasite, chalcopyrite, sulphur, tridymite, 
chloromagnesite and molysonite are found on the surface or cavities of 
the ejecta. With the lapse of time after explosion, relative amount of 
volcanic gases HCl, H,S are decreased, on the contrary SO,, CO,, R and 
Rn are increased. 


BRE PK lk 1958 年 6 月 24 日 午後 10 時 15 分 突如 爆発 し , 約 5 万 頓 
の 噴出 物 を 僅か 2 秒間 に 放出 , 火山 灰 は 遠く 南西 12.6km OPH O— AUNTIE RU 
(東方 及び 北方 に は 殆 ん ど な い ) 死者 12 名 を 出し た 。 爆発 後 再び 静寂 な 火口 に 復 し た が , 
今回 の 爆発 に 於 て は , 岩石 を も 1 料 も 飛ば は し, 基 の 火山 灰 の 量 は 驚く べく 多量 で , 厚い 箇所 
は 70 尊 も 堆積 し , 現今 迄 と 噴出 物 と 差異 が ある の で 報告 する 。 

1 BAULKSAEA 

Oh LWRVaILRIRC, THOR LURK AICHERRL 7 «breccia, agglomerate, sand % 
U tuff で あり , 注目 すべ き は 一 部 の tuff は welding され て いる 事 で ある 。 MNS 
WBA ARNE A : Killa CHV, 化学 成分 は 第 1 表 に 示す 通り で , S の 多い の は 一 特 
徴 で ある 。 


2 昇 Fh 物 
飛散 し た 岩石 の 孔 隙 並び に 表面 に , 昇華 鉄 物 が 多く 附 着 し て 居り , この 様 に 昇華 物 の 多 
WOT E L Cle OL CHY, 今 迄 判明 し た も の は 次 の 拉 で ある 。 Epsomite (yk 


熊本 大 学 理学 部 地学 教 
熊本 大 学 理学 部 化学 孝 守 
*** 鹿児島 大 学 文 理学 部 化学 教 思 
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種 別 No. 1 _No. 2 No. 3 

RR 4 Old lava Red tuff Welded tuff 
pips we 54.02 54.27 
10, 0.90 0.86 
Al,Os 19.23 18.57 18.92 
Fe,O, 1.79 5.13 6.18 
FeO 6.07 3.41 3.46 
MnO 0522 OFL7 0.19 
MgO 3.96 3.78 3.93 
CaO 8.27 8.92 7.02 
Na,O 2.31 2.26 2.13 
10 1.40 1.49 1.52 
= 0.03 0.62 0.37 
H,0+ 0.86 0.30 0.75 
P,O; 0.37 0.30 0.26 
S 0.29 0.32 0.40 
Total 99.77 100.19 100.26 


第 2 表 F Es 物 


: Ferroan é : 
Epsomite pickeringite Kirovite 

Al,O, — 9.83 te / 
Fe,O. = 0.55 — 
FeO° 0.77 4.26 13.26 
MnO 0.32 0.30 0.32 
MgO 15.81 2.74 6.97 
SO, 32.37 35.40 30.00 
H,O 50.92 46.76 47.67 
Total 100.19 99.84 99.89 


緑色 , 塊状 , B---1.462, 7---1.468; ferroan pickeringite (Af, Awe, a---1. 
477, Y…1.488 ; melanterite ( 淡 緑 色 , pyrite と marcasite の 周囲 た 変化 し て 存在 
する ) 及び kirovite (melanterite と 共存 し て いる が , ZIG LRA) Z’Ac 14°, 
a---1.470, ¥---1.470; pyrite, marcasite, chalcopyrite, sulphur, tridymite, 

chloromagnesite ( 水 に すぐ 落 け る ) BU molysite ? (#4), (lawrencite な る や 


も 知れ ず ) で ある 。 


3 KW Hw A 
爆発 直後 の 火山 ガス の 成分 は (噴出 温度 231°C) 第 3 HO I の 如く で あつ た が , H 
の 後 活 動 の お さま る に つれ て 変化 し て いる 。 7 月 26 日 (爆発 約 1 ヵ 月 後 ) に は HCL, 
HS は 減じ , 之 に 反し SO。, CO。, R 及び Rn は 増加 し て いる 。 Rn の 増減 は 火山 活 
動 と 逆 比 例 す る と 到 う 鎌 田 の 説 は 立証 され て いる 。 
4. KWRPONAFY 
爆発 に 依り 多量 の 火山 灰 を 飛散 し た 。 そ の 中 の ハロ ゲン の 価 は 次 の 通り で ある 。 
Cl; 1.66%, Fe; 0.81696 (大 山 灰 中 可溶性 の も の と し て 0.1696) 
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KURA ASR CR BRHRR), KWTHERORS KF) 及 


び 落 石 分 布 区 域 (破線 内 ) 。 ・ 


坊 中 橋 , S : BRL AT 
第 3 表 
] I 
pe vere 2 ke 発 
爆発 直後 | 1 ユカ ヵ月 後 
HF 0.43 — 
HC 5.61 4.5 
H,S 10.03 Jey 
SO, 7.29 8.7 
CO, 76.32 79.0 
R 0.32 0.6 
Total 100.00 - 100.0 
. “D.08-F te 0 
Rn mache mache 
C7ZDMCH So 


爆発 後 予知 問題 が 重視 され て いる が , 今回 
く 予 知 は 困難 で ある 。 AP, KAA OVE 


現今 造 に 終了 し た 結果 を 以上 述べ た が , H 


1~4 


aes 


BEROBINKS YO CES BHORERT Zo 
尚 此 の 研究 に 関し て 文部 省 科学 研究 費 を 使用 し た 事 を 附 記 する 。 


7 Kees, Fig 
ロー プ ウ ェ エイ 線路 。 


こと この ハロ ゲン の 量 は 現今 迄 に 知ら れ 
て いる 日 本 で の 大 山 灰 中 最大 の も の で 
ある 。 

叉 可 芝 性 の ハロ ゲン の み で 重量 比 の 
Cl/Fx100=97 GH), 爆発 直後 の 
火山 ガス で は 71 で あり , 極め て 近い 
価 を 示す こと は 注目 に 値する 。 


噴出 物 か ら み て , 噴出 物 は 長期 間 火 
OAS HEL HER CHO, この た 
め 火 口内 の 圧力 は 増大 し , 「 ク シャ 2] 
性 爆発 を 閥 起 し た も の に 過ぎ な い 。 L 
具 積 物 は 火口 内 に 存在 する 間 ガ ス 作 用 
RUSWER © 3 CH ORR MEA 


の 如き 「 ク シャ ミ 」 性 で は 地震 計 に も 表 わ れ 難 
| 定 や ガス 成分 の 変化 の 測定 を 計画 し て いる 。 
の 研究 に は 東工 大 , REL 小沢 策 二 郎 , 吉 
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SKM REBOMEL YD LAY AD 
徴 量 ウラ ン の 定量 


The trial construction of fluorimeter and the 
microfluorimetric determination of uranium in zircon 


te 郎 (Yasuo Ukai)* 
JI] 上 & th (Takaya Kawakami)* 
% % (Yasuhiro Kimura) * 


Abstract : The fluorimetric analysis is the most sensitive method of 
determining the extremely minute amount of uranium. The authors con- 
struct a sensitive fluorimeter by using a photomultiplier tube (MS-6S) as 
the fluorescence detector which multiplies the initial photocurrent several 
thousand times by means of secondary emission dynode stages. The 
dynode of this multiplier is fed with 100~150 volts per stage. The sensi- 
bility of this fluorimeter can be varied over a wide range by changing the 
voltage per dynode stage or the load register of grid in bridge circuit, and 
by interposing tbe secondary filters in the optical pass. At the most favou- 
rable sensibility, one scale division corresponds to 0.00014mg of uranium, 
fC. 0 du. 

It is well known that there are many quenching elements which reduce 
the fluorescence intensity, and the quenching degree depends only on the 
concentration of quencher and not on the ratio of concentration of quen- 
cher to that of uranium. The authors investigated the quenching effects 
of Zr, Ce, Th to uranium and concluded that these effects must be accoun- 
ted for in the microfluorimetric analysis of uranium in zircon. 


ees Th tpi ihin as 
PSY OPEDTED と し て は 上 比 色 分 株, 容量 分 析 , ポー ラロ グラ フ 分 析 , AED, 


放射 化学 分 析 な ど 種 々 の 方 法 が あぁ ある が , 下 に 述べ る 壁 光 分 析 法 *) は その 感度 に お いて 最 
OTOH, また その 処理 方 潜る も 比較 的 簡単 で ある た め , 数 多く の 試料 を 取扱 う 目 的 に は 本 
法 が 適し て いる 。 


筆者 ら は 感度 の すぐ れ た 融 光 光度 計 を 試作 し て , ジル コン 中 に 含ま れ て いる 役 量 ウラ ン 


の 定量 分 析 法 を 検討 する と 共に , ジル コン 中 に 共存 する 元素 で 特に ウラ ン の 尼 光 強度 を 防 
宝 す る "Zr, Th, Ce な どの 影響 を 詳し く 吟 味 し て , BRUM LAY NV IY FOE 


* 京都 大 学 理学 部 地質 学 鉄 物 学 教 室 
1) 獲 師 保 郎 ・ 西 村 新 一 : Bhi, 2, 6, 477, 1956. 
2) Grimaldi, F.S., Fletcher, M.H., : U.S. Geological Survey Fluorime- 


tric Methods of Uranium Analysis, Geological Survey Circular 199, 1952. 
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Y7VYRERLKO 
2. 測定 # & 

これ 犯 報告 せら れ て いる 融 光 光度 計 !) は その 原理 に つい て は いづ れる も 殆 ん ど 同じ で 
ある が , その 試作 過程 に お いて な る べく 人 入手 の 容易 な 材料 を 用 いて 比較 的 高度 の も の を 得 
ょ うと し た た め , その 主要 部 分 で ある 融 光 受光 部 分 に 国産 品 の 光電 増 倍 管 を 用 いて 実用 に 
供し 得る 高 感度 の 弟 光 分 析 装 置 を 試作 し た 。 この 装置 の 主要 部 分 は 次 の よう な 部 分 か ら 組 
立て られ て いる 。 

1) 総 電 源 安定 装置 2) 光源 部 3) BARE 4) Bost 
5) 同上 電圧 安定 回 路 6) 測定 部 7) 同上 電圧 安定 回 路 

次 に 避 光 分 析 法 の 原理 と この 装置 の 構成 各部 分 に つい て 簡単 に 説明 する 。 

原理 : 本 装置 の 構成 は 第 1 図 に 示し て ある 如く , 電源 は 商用 電流 を 安定 化し た も の を 
用 いて いる 。 光源 部 の 水銀 放電 管 に よ つ て 発せ られ る 光線 が 一 次 フイ ルター に よ つ て その 
大 部 分 の 可視 光線 が 抑制 せら れ , RIROA DRE ERAL, これ に よ ょ つて 励起 せら れ た 
貞 光 は 適当 な 二 次 フ イィ ルター に よ つ て 握 択 され た 光線 の み が そ の 受光 部 に 入る 。 こ の 光線 
の 強度 が 受光 部 の 光電 増 倍 管 に よ つ て 電流 強度 に 変換 され , その 電流 の 強度 を 測定 部 で 測 
定 す る こと に な る 。 同 図 に 見 られ る 如く 測定 を 安定 化す る た め に 融 光 受光 部 と 測定 部 の 電 
源 に は 更に 一 段 の 電圧 安定 装置 が 附 加 され て いる 。 

1) _ 総 電源 安定 装置 一 般 商用 電流 より 比較 的 安定 な 交流 電源 を 得る た めい に 市 販 の 鉄 
共振 型 電 圧 安 定 器 を 使用 し た 。 今回 使用 し た も の は 100W 型 で ある が 更に 容量 の 大 き な 
も の が 望ま し い 。 

2) 光源 部 分 励起 光源 と し て は 材料 入手 の 都合 上 石英 水銀 放電 管 を 用 いた 。 KES 

に は U 字 型 , 直線 型 の 両者 を 用 

Fig.1 Block diagram of fluorimeter いた が いづ れ の 場合 に も 総 電源 

安定 装置 か ら 直 接 に 継続 し た 。 

第 2 図 に 示す 如く 試料 支持 人 馬 の 

直上 に 光源 部 を 置き , RASH 

ECR SS 反射 型 を 採用 し 
た 。 

光源 の 電源 が 比較 的 大 きい 交 
流 で ある こと と , 水銀 放電 管 を 
Fore 2 LI LOTEDKED 
RELA CLAM OSE 


に つい て は ほ ば その 目的 が 達せ られ た 。 
3) 試料 支持 台 別項 に お いて 述べ る 試料 の cake HRS 5mm 直径 30mm の 試料 


1) Fletcher, M. F., and May, Irving, An improved fluorimeter for the 
determination of Uranium in fluoride melts, U.S. Geol. Survey, Trace Ele- 
ments Investigations Rept. 120, 1950. 

2) Fletcher, M.H., May, Irving., Anderson, J.W., : The design of the 
model V transmission flurimeter, U.S. Geol. Survey, Trace Elements Inves- 
tigations Rept. 133, 1950. 
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容器 に 入れ て , 第 2 図 に 示さ れ た 如く 光 Fig. 2. Fluorimeter set. 
WOE PRICEY CRHT SZ. 試料 支持 台 
の 部 分 は 引出 し に な つて いて 測定 の 都度 
試料 を 入れ か えて 使用 する 。 この 試料 か 
ら 発 する WC 試料 支持 台 の 上 部 に 45 
BA CHRY A te BESICAMICA Zo 
この 試料 支持 台 に つい て 最も 注意 すべ き 
は 譜 光 で あぁ つて 特に その 点 に 注意 し た 。 
4) 豆 光 受光 部 著者 ちら は 受光 部 の 光 
電 邊 と し て 次 の 講 点 に お いて 普通 の 光電 
管 よ り そ の 性 能 が すぐ れ て いる の で 光電 
増税 管 を 用 いた 。 
a) 光電 増 倍 管 は 普通 の 光電 管 に 比 
べ る と 非常 に 感度 が 高い 。 
b) 光電 増 倍 管 の 各 陽 極 の 電圧 を 変え る こと に より , その 感度 を 容易 に 且つ BHC 
Bye IID 6 
C) 光電 増 倍 管 は 普通 の 光電 管 に 比べ て 装 し く n/s 比 が 低い 。 1: Noise s: signal 
d) 光電 増 僅 管 は 相当 弱い 光 迄 特別 の 増幅 器 を 必要 と し な い 。 従 つ て 増幅 器 の 部 分 は 
比較 的 簡単 に すむ 。 
e) 光電 増 倍 飼 は か な り の 範囲 に 豆 つ て 光量 と 電流 の 変化 の 直線 性 が 見 られ る 。 
以上 の 理由 か ら 光 電 増 倍 管 を 用 いた が 実験 に 当 つ て は 講 種 の 都合 に よ つ て 東芝 和製 MS- 
6S を 使用 し た 。 こ の 球 で は 各 陽 極 当 り 100~150V の 電圧 を 与え た が 実際 の 場合 各 陽 極 
当り 150V 総計 900V を 与え る と 出力 電流 は 相当 著しく 増加 する が , 出力 電流 に 雑音 
が か な り 入 る 。 供給 電圧 は 測定 の 都度 変化 し て 使用 し た が 一般 に 120V の 電圧 で 測定 し 
た 。MS-6S 光電 増 倍 飼 と し て は 充分 その 性 能 を 作動 し て いな い 点 も ある が , か な り 要 求 
SNTRAIEFSILMCE Ko 
5) BSKRAMBERERR 前 に 述べ た よう に 光電 増 倍 管 の 感度 は か な り 高 く 且 つ 
各 陽 極 の 供給 電圧 を 変え る こと に よ ょ つて 著しく 感度 を 変え る こと が で きる が , その 反面 そ 
の 電圧 の 変動 に よ つ て 出力 電流 が 相当 変化 する 。 従 つ て その 供給 電圧 は な る べく 安定 し た 
も の を 必要 と する 。 当 実験 で は 総 電源 を 鉄 共 振 型 の 安定 器 を 用 いて 交流 を 安定 する と 共に 
更に 直流 の 容 定 器 を 附 加 し た 。 これ に 用 いた 安定 器 は 真 裕 管 使用 の 直 烈 宮 安 定 回 路 に 二 段 
増幅 器 を 並列 に 加え た 安定 回 路 を 探 用 し た 。 そ の 回 路 を 第 3 図 に 示す 。 AMO VR を 調 
和 飾 す る こと に よ ょ つて 供給 電圧 を 任意 に 変え る こと が で き , 従 つて 光電 増 倍 管 の 感度 を 変え 
Pe Des Bo 
6) 測定 部 光電 増 倍 管 が 高 感度 の も の で あつ て る も , WHOHKERILMS TC MES THS 
CC, 或 る 程度 高い 増幅 度 を 有する 増幅 器 が 必要 で ある 。 
この 目的 の た め に 第 4 図 に 示す 如き 電 橋 型 直 流 二 段 増幅 器 を 搾 用 し た 。 この 回 路 に お 
いて は 各 段 毎 に 別に 直流 電源 を 用 意 し , 次 段 に 直接 に 接続 せしめ , 直流 の 増幅 され た 分 の 
み を 次 段 に 伝 へ る こと に し た 。 Mo OPMENT BEM CHS b, 供給 電圧 の 変動 は 原則 
的 に 相殺 せら れる 箸 で ある が , 実際 に は 電 橋 に 用 いた 三 極 管 の 特性 が 異な る た め に 供給 電 
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Fig. 3 Voltage stabilizer for detector 
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FWRI T AZVERHSZ. LOWE CLHRO BBO BUT CR Lb, B 
RCI EMI L CBR Butt CHALZOCHASM, LORDICHMROBBRC OW 
て は 後に 述べ る 如く 特に 注意 し て 高度 の 安定 電源 を 用 いた 。 

7) 測定 部 電圧 安定 回 路 上 に 述べ た 如く 測定 増幅 器 の 前 段 の 不安 定 は , 後段 に お い 
て 増幅 され る の で , その 電圧 安定 回 路 を 組立 て た 。 こ の 回 路 は 先 の 融 光 受光 部 の 回 路 と 殆 
ん ど 同 様 で ある が , この 回 路 の VR を 調和 侵す る こと に ょ より 測定 の 感度 を ある 程度 変え る 
こと が で きる 。 第 5 図 に その 回 路 を 示す 。 : 

DEOWBECH SN 4AM< SOREL ROAIECHEZZIEMBARECHSAM, 感度 を 
増加 する と その 安定 性 を 減ずる 場合 も ある 。 その 不安 定 に な る 最も 大 き な 原 因 と 考え られ 
る も の は 光電 増 倍 管 の 雑音 で ある 。 その 他 の 原因 と し て は 光源 に 石英 水銀 放電 管 を 用 いた 
こと に よる , 光度 の 不安 定性 に 起因 する も の と 考え られ る 。 以上 の 如く 装置 の 上 に 不満 足 
な 点 が 若干 残さ れ て いる が 次 に 述べ る 実験 結果 が 示す 如く , か な り 高 い 感 度 で 毅 光 分 析 が 
Ck AMEE EMA TX Ko 

3. BHD HH HK 

HRI FY DBIHAMIEYP YD と し て は , 予め 試料 中 に 含ま れ て いる ウツ ラン 成分 を 
化学 処理 に よ つ て 分 離 抽出 し , これ に 庄 融 剤 を 加え て 類 融 し た cake の 避 光 強度 を 測定 
する 間接 定量 法 と , RYE LOE EMAL IEC CARED SD, ROBE 
は その 抽出 処理 操作 が は ん ざ つ で , また その 行程 中 に ウラ ン 成 分 を 損失 する 欠点 が あり 。, 
後 の 場合 は 共存 元素 に より その 毅 光 強 度 が 抑制 せら れる た め に 見 掛け の 上 融 光 強 度 は ウラ 
ン の 含有 基 を 低く 評価 する 結果 と な る 。 本 研究 に お いて は ジル コン 中 の 微量 ウラ ン を 直接 


1) Grimaldi, F.S., Levine, Harry, The rapid fluorimetric determination 
of uranium in low-grade ores, AECD, 2824, 1950. 

2) Guttag, N.S., Grimaldi, F.S, Fluorimetric determination of uranium 
in shales, lignites and monazites after alkali carbonate separation, U. S. 
Geol. Survey Trace Elements Investigations Rept. 153-A, 1951. 

3) Grimaldi, F.S., Guttag, N.S. : Short routine direct method for the 


fluorimetric determination of uranium in phosphate rock, U.S, Geol. Surney 
Trace Elements Inv. Rept. 134, 1950. 
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Fig. 4 Voltage stabilizer for measuring device 
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Fig.;5 Circuit of measuring device 


MS6S 


法 を 用 いて HBT ZGRO (Nb OWERROWBEMRL (IRL C COPED BRE 
ROT FE Peer UE 72 UVC RG AD 0S ER ES BE HE ECO TH BEY CHR 
WL, PERRO BABI 7 BEE RM 70 

1) 直接 法 の 概 容 粉末 に し た ジル コン の 試料 約 3mg FASIY RICERL, これ 
VERA (NagCO。45.5g, K,CO, 45.5g, NaF 9g を 乳鉢 で 粉砕 混和 し た も の ) 3g を 
加え て 660 ょ 5 °C に 保つ た 電気 炉 中 で 約 15 AA PRE LD, COMBI YEO 
AA eee LURBHOAL, 固 結 し た cake を ルツ ボ ボ 中 で 裏返し て 再び 先 と 同様 に 15 分 
FRAGA LL. BORRZE PD CRETRIC BOS Le, SOCEM TREO REACH LL CZ OR 
光 強 度 を 測定 する 。 

2) 標準 試料 に よる 検量 曲線 次 の 如き ウラ ン OME SERMCRY CEO 
強度 を 測定 し て それ ら の 検量 曲線 を 求め た 。 ウラ ン の 含有 濃度 の 差異 た に 褒 じ て 融 光 装置 の 
感度 を 変化 する 方 法 と し て は , 光電 管 か ら の 電流 を 測定 する ブリ ツ ヂ 回 路 の グリ ツ ト の 負 
IESE ZILT Sd, 光電 増 倍 乱 の ダイ ノー ド 電 圧 を 変化 する か , 或いは 二 次 フ イィ ルター 
を 加減 し て その 光量 を 調整 する な どの 操作 を 以 つ て その 感度 を 適当 に 変化 さす こと が で 
きる 。 こ の よう に し て 最も る 感度 の 鋭敏 な 条件 で は 電流 計 の 1 目盛 が ウラ ン 0.05 7 に 相当 
し , ER CORDOVA DM 1 BCH So 

3) MAKOBNH 等 量 の ウゥ フン を 添加 し た 試料 を 660°C より 800°C に 至る 問 の 
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Fig. 6 Standard curve Fig. 7 Standard curve of 
of A series (1~5) B series (1~5) x 
x10-8mg U 10-? mg U 
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10 of 

1 2 3 4 5 5 0 20 25 
Ux10 mg Ux10 mg 
第 1 表 A 系 Bll 第 2 表 BAR Fl 

ッ ラ ン 添 加 量 電流 計 の 読み ッ ラ ン 添 加 量 電流 計 の 読み 

0.00055 mg 22.0 0.0055 mg 11.0 

0.00110 1 21.5 0.0110 » 22.5 

0.00165 1» 29.5 0.0165 + 29.5 

0.00220 1 35.5 0.0220 » 41.0 

0.00275 » 45.5 0.0275 » 50.5 

0.003830 7 49.5 0.0330 =» 53.0 

0.00385 1 57.0 0.03885 « 62.0 


PRO Yin BE CREAR L AO ROCHE SMGEL, SOREN O LACE I ABO 7 av 
FV TSREBN Lio その 結果 は 8 図 に 示さ れ た 如く , 660°C で 最高 強度 を 示し て い 
SAM, 温度 増加 と 共に その 強度 を 低減 し て いる 。 650°C 以下 の 温度 で は 類 融 ボ が 均一 完全 
に 行わ れ な いた め , その と 燈 融 温度 を 常に 660 エ 5°C の 一 定 温 度 に 保つ た 。 

次 に 類 融 処理 時 間 と その 此 光 強度 と の 関係 に つい て は , 等 量 の ッ ウラン を 洒 加 し た 試料 を 
660+5°C の 一 定 妖 融 温 度 の 下 で , 話 融 時 間 を 変え て 処理 し , それ ら の 此 光 強度 を 比較 し 
た 結果 この 燃 融 温度 に お いて は , 処理 時 間 に 殆 ん ど 影 絡 せ られ な いこ と が 確 め られ た 。 以 
上 の 結果 か ら 本 実 険 は 660+5°C, 30 分 問 処理 を 標 溢 条件 と し た 。 

4) ジル コン 中 の 共存 元素 の 喜 光 温度 に 及ぼ す 影 響 ウラ ン OMA CSE その WE 
温度 を ク ェ ン チン グ す る 多く の 元素 が 知ら れ て いる 。 ここ に MtERe 7 av sv rt 
る 程度 は その 共存 元素 の 種類 と 量 に よ つ て 変化 し , その ク ェ ン チン グ す る 割合 は ッ ラ ン の 


1) Grimaldi, F.S., Irving May, M.H. Fletcher and J. Titcomb, Sum- 
mary of mehods of analysis for the determination of uranium and thorium, 
Bull. U.S. Geol. Survey, 1006, 1954, 
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含有 量 に は 無関係 で ある こと が 確 め られ 
て いる 。 従 つ て 直接 潜 で は 使用 する 試料 
DERE ZEN PL FSZLEMEDCE 
の 共存 元素 の 影響 を 少く する こと が で き 
る こと に な る 。 この 理由 で 一 般 に 直接 潜 
で は 3mg の 試料 が 用 いら れる 。 然し な 
が ら ジ ルコ ン 中 の 彼 量 ウラ ン を 定量 する 
場合 に その 主要 成分 で ある Zr ORB 
ペグ マタ イト に 度々 伴わ れ て 産 す る 変種 
YNMIAY OBE IZOD Ce, Th な どの 
影響 を 吟味 する 必要 が ある 。 

a) 一 定量 の Zr が 各種 濃度 の ウラ ン 
の 壁 光 強度 に 及ば ぽ す 影 絡 Zr 1.48mg 
を 含む 基体 中 に ウラ ン を 次 表 に 示す 種々 


Fig. 8 Quenching effect of 
fusion temperature 
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の 割合 に 添加 し た 試料 に つい て , ABO RICE b ORM PIERS SHE Y 1.31 と 
な る 。 即ち も 見 掛 の 融 光 強度 より 求め た ウラ ン 含 有 量 に 1.31 を 乗 ず る こと に よ ょ つて ウラ ン 


の 実 含有 量 を 求め る こと が で きる 。 


b) 一 定量 の ウラ ン に Zr, Ce, Th の 添加 量 を 変え た 場合 の 影 枚 ウラ ン の 一 定量 
0.0275mg に Zr(SO,),, Th (SO,。)。 及び Ce(SO』)。 の 標準 溶液 を 添加 し て 次 表 に 未 
す 如 き Zr, Th, Ce の 含有 試料 に 就 い て その 融 光 強度 を 滴定 し た 。 また それ ら の 結果 を 


第 9 図 に 示し た 。 それ ら の 図表 か ら 明 ら か な よう に , 


共存 元素 の 量 が 増加 する に 従 つて 


その 融 光 強度 が 指数 的 に 弱め られ て いる 。 特に Th の 影響 が 最も 頭 装 で あつ て これ ら の 
元素 の 添加 に よ つ て 見 掛 の 壁 光 度 よ り 求 め た ウラ ン の 量 は 実 含有 量 よ り 著 し く 少 く な る 。 


第 3 表 

A A の 
添加 © 量 ウッ ラン © 量  ABIER 
0.11 0.0880 1525 
0.055 — = 
0.011 0.0083 1.32 
0.0055 0.00424 1.30 
0.00275 0.00204 1.34 
0.0011 0.00083 1532 

ig 1:31 
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4. 要 約 

光電 増 倍 息 を 用 いて 試作 し た BEAT 
装置 で 0.05 程度 の 微量 ウラ ン の 定量 
を ER Ee 

BOR OVE RIEL L Tl 66045°C, 
30 A IALEE AZ OB ICHR IE 28 Te) AR 
く , 再現 性 が ある 。 

ジル コン の 彼 量 ウラ ン を 直接 法 で 定量 
する 場合 で は 7 共存 する Zr, Ce, Th 
DRIES BIRT FGBEB EL, そ 
れ ら の 補正 を 行わ な けれ ば な ら な い 。 

特に ペグ マタ イト に 伴う 変種 ジル コン 


の 場合 は Th, Ce の 含有 量 が 数 % に 達する の で 3mg の 試料 を 用 いた 場合 で も , その 
主要 成分 の Zr と 殆 ん ど 同 じ 程 度 に 影響 する 。 


dD. あ 


t op & 


SEARS EAS OV EREED F BEATCEV ROK RECS ZBEORARD), 感度 を 増 
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第 4 表 
Zr | Ce Th 

Zr の 添加 量 mg | BGHRRE | Ce の 添加 © 量 mg | 常光 強度 Th ovens mg | 毅 光 強度 
0.0222 48.8 0.0205 47.5 0.0277 47.0 
0.0444 46.7 0.0409 45.2 0.0555 41.5 
0.0740 4G 0.0682 42.5 0.0925 36.0 
0.1480 = 0.1365 38.5 | 0.1850 30.7 
0.370 33.8 0.3410 ee 7 ee 0.4625 20.0 
0.740 33.6 0.6820 26.5 0.9250 12.0 
1.110 31.0 1.0230 21.2 1.3875 10.0 
1.480 30.6 1.3650 21.3 1.850 6.9 


Fi Ouenchingseffectsof Zr, ‘Ce, Th: 


加 す る と その 安定 性 を 減ずる 
な どの 欠陥 が あり ,! また 励起 
する 光源 に も 改良 すべ き 点 が 
ある が , か な り 高 い 感 度 で 測 


3 EF SZLERTCHESL ILA 
8 Dito VAY OBEYS? 
a を 定量 する 場合 に 。 Zr, Th, 
E Ce が それ ぞ れ 単 絢 に ウラ ン 
gq 


OCHRE CBEST BIL 
味 し た が , それ ら が 共存 する 
場合 の 影響 及び ジル コン 中 に 
含ま れ て いる その 他 の BEM 
分 の 影響 に つい て は まだ 検討 
Zr, Th, Ce content in mg LTW 70 


HE REKSUMWEI—F7 LY ROLE * 


Euxenite from the Uzumine pegmatite mine, 
Fukushima Prefecture 


大 # Fe — (Keiichi Omori) ** 


#24 )|| ( = (Shuzo Hasegawa) ** 
a if 3), (Hiroshi Konno) ** 
1. #% 言 


fi kb RA UTC NAOH & OBE PET ZKALNTA (676.8m) の 東南 に 雲水 


* 1956 年 全国 鉱業 大 会 講演 会 で 一 部 発表 。 RAE ibs SRS 
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肉 鉄 山 と 呼ば れる ペグ マタ イト が あ 
り , 現在 青木 鉱業 所 に よ つ て 斑 長 石 を 
探 掘 中 で あぁ る (GIN). この ペグ マ 
タイ ト か ら 先 年 黒色 の 球 璃 光沢 を 示す 
Gi e HL, これ に つい て 研究 の 結 
Pe ey COG Ss oor 
OC, PHMICRELEG. 

jE 7 YAS YT RG 
ASD O FE HAAR A Hh de BH S I 
て いる 。 こ の 附近 に 於 いて は 石川 町 猫 
mY, ARB, 二瀬 村 栃 本 3 


等 が 知ら ちら れ て いる 。 
2. 共生 鉱物 及び ユー クセ 
Y ROVER 


ュー クセ ン 右 は 白色 の 長石 部 分 又は 
石英 , RABEL RBA MRT, 
BIL EF ZAI OTET So モナ ズ 
ALKA BEtETS 3xomm 程度 
の 板 状 自 形 結晶 で ある 。 そ の 他 の 共生 
讐 物 と し て は 少量 の 黒雲 母 , 白雲 母 及 
び 電 気 石 が ある 。 


SiO, 66.30 
TiO, none 
Al,Og 20.54 
Fe,O; 0.08 
MnO tr 

MgO tr 

CaO 1.18 
Na,O 9.26 
K,0O 2.38 
BOs 0.23 
Oy 0.22 
Total 100.19 

(分 析 者 長谷 川 ) 


5.47 で あつ た 。 


1) ARE, 長谷 川 修三 
2) KB, 長谷 川 修三 : 


雲水 卒 ベ ゲ グマ タ イト 鉄 
山 の 位置 


2-7ev Ae Mat SRALAC, SOL 
学 分 析 の 結果 を 第 1 表 に 示し た 。 こ の 結果 か ら 端 
成分 を 求め る と 

Or 13.5, Ab 81.0, An 5.5, 計 100.0 Mol9% 
と な る 。 Bus r CORT SL albite twin を 
示す BRA PIS 不 規則 散 点 状 を な し て BALE 
料 が 存在 し て お り , 均一 な 余 長 石 で な いこ と が 認 
め ら れる 。 

ュー クセ ン 石 は 3x10mm 程度 の 板 状 ) レン 
ズ 状 , 塊状 を な し 密集 し て 長石 中 に 存在 し ; PARE 
な 結 品 面 は 認め られ な い , BE CRU TEER 
EL, 中 殻 状 の 断 口 を 示す 。 落 片 を 顕微 鏡 下 で 観 
察する と , 赤褐色 半 透 明 で , 多 色 性 , Besse 
め ら れ な い 。 比重 拍 で 測定 し た 比重 は Gao5? = 


: git, 2, 268~274, 1955. 
Gk, 42, (印刷 中 ) 


3) 長島 乙 吉 , BSE, 加藤 昭 : Gk, 3, 239, 1957. 


258 BF KD BR FS ae 


B@28# 2-7HeYABOULSATE 


試料 0.5g を 白金 皿 中 に て HE 


| 
灰 化 後 , WSO, 及び HNO; ae atelieg SO, OAV EAE LD, FR Cio 


re 
(PbSO,) HS を 通 


(bs) HS を 駆逐 後 , NHL。 Se NH,OH 処理 。 


| 
HNO。 Uc Ys GABRTE & 75 RE VUE UG. 最初 と 滋 液 に 加え る 。 


| 
短 熱 衝 基 後 , NaHSO, ‘STL, 希 H,SO, H,SO,, HNO, Cig 2 
VAR, 次 で 水 酸 化物 と し HNO, ic yehe fi, NH, OH, (NH,),CO; 
L Huo; Bac oy Th FYto RU (NF) a に て 処理 。 
| | 
(Tho) H,O, syns, | oka & e FeS HNO, BHELL, (NH)2 
voit HNO, (cyad> L AVE | CO, #43448, NH,OH を 
し , 水 に 抽出 , K,SO, 法 で [Ce], (FexOs) mz, U Bye, GALT 
[Y] 属 分 離 。 | U3;0g £FFH. (UO,) 


| ; : | 
水 酸 化 物 と し , WER, HNO, に 落 解 , HE 。 水 酸 化 と し て 濾 別 後 , HNO, ic, OE 
Mike Lr: RAR ([Ce], 05) Mit t Lie BIG. ([Y],05) 


3. ユー クセ ン 五 の 化学 分 析 及 び 化 学 組成 


双 眼 頭 役 鏡 を 用 いて 精選 し た 試料 に つき 化学 分 析 を 行 つ た 。 BO TOMA MEE Lc FER 
し た り , ユーク セン 石 の 化学 分 析 法 の 一 例 は 従来 の Nb, Ta, Ti, fit, U SOAR” 
を 参考 に し , これ に Nb の 容量 分 析 渉 3) を 附 加 し た も の で ある 。 雲水 肉 産 ユー クセ ン 石 
の 化学 分 析 に あ た つ て は , 略 こ れ と 同様 に 行 つ た の で ある が , 第 2 表 に 同 法 の 系 統 の 大 要 
EHTS fH SiO。, SnO。 は 別 試料 を NaHSO。』 疾 融 後 , 酒石酸 抽出 残 閣 よ り 定 草 
し た 。 


1) KE, 長谷川 修三 : Bh (ATHY), 1955. 

2) 例え ば , 木村 健二 郎 , HK : Alb, 54, 11, 1933. 飯森 里 容 , Mss : Sci 
Pap. I.P.C.R., 34, 922, 1938. A, AN : 稀 元 素 の 化学 分 析 , 101, 1949. 
HEIRS, 西村 新 一 : Bhp, 2, 477~495, 1956. Sith, WHE : HM, 2, 
458~463, 1956. 

3) 岡 好 良 , 宮本 正俊 : Ab, 69, 133, 1948. 

4) その 後 , Nb-Ta 酸 塩 鉄 物 の 化学 分 析 法 に つい て 研究 を 続け , 現在 で は 新 に 
H,O.-H,SO,q 抽出 , Na,SO; 沈 涯 法 を 採用 し て いる 。 この 方 法 の 詳細 は 別 の 機会 に 発 
表し た い 。 
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(4% OVARY THD, 右辺 は 濃 液 を 表わす ) 


に より , BLK CARES 


ae 
HSO。 を 加え 蒸発 , HF goo es SO, を通じ, 放置 後 濃 過 。 


| : 
FAAP EL, NaHSO, 疾 融 後 , Ab, 50, を 駆逐 
H,SO,-7 v = oh k BAAN #2 HS > 


| | | | 
(Nb,O;+ Ta,O;)#2 (TiO。) (PbS) H,S を 駆逐 後 , NH,Cl,NH,OH ic tm, 
#8, NaHSO, Hi | 
LU; “H0,-H,S0, {2 | | 
a = ル ge FC! に 溶解 酒石酸 -NH。4O 了 LI 常 波 に より Ca, Mg, Mn を 
oe EO x -H,S で 処理 。 7, (CaO, MgO, MnO 
mae ez, 1/20 。 | pe 
N-KMnO, で 滴定 し | . | 

a= a. 
Nb.Os を 定量 , GEL HNO, に 溶解 し Fe を H,SO, を 加え , HS FRBR, 
か ら 減 じ て Ta。O。 を 定量 。 (Fe。O』) ク フ ェ ロン を 加え る 
得る 。 (少量 の Ti が oe Tie 
存 存 する と き は Ti 相 | | 
当量 の KMnO,cc を (ZrO。+TiO。) LTH H,SO,, HNO, ick bo GME 
補正 ) (Ta,0;,Nb,O5) 84, NaHSO, tH 破壊 後 , NH,OH Cyme fen, 
A, Hefic kb Tietze HCl に 溶解 , NH,OH, (NH,), 


fo (TiO,) CO。 を 加え er 
| | 
eye ky Al を UO, & iAleZ LT U0, 
定量 。(Al。O。) RAE (UOs) 


化学 分 析 の 結果 は 第 3 表 (1) RU (2) の 如く で , (1) は 長谷 川 の 行 つ た も の , (2) 
は 今野 が 同一 材料 に つて 行 つ た も の で ある が , 両者 の 結果 は 近似 し て いる 。 曽 参考 の た め 
夏川 町 猫 路 産 の ポリ クレ ー ス 石 及び ユー ク ネ セン 石 の 化学 分 析 の 結果 を (3) 及び (4) に 
示し た s 

分 析 結 果 (1) より 各々 の 原子 比 を 求め , この 鉄 物 の 実験 式 を 算出 する と , 次 の 如く な 
Bo 

X=Ca-+Mn+Th+Ce+ Y+ U+ Fet?= 258 
Z=Mg + Fet® + Al+ Ti+ Nb+Ta+Sn+ Si=519 
(O, OH) = 1577 

ea O, OM y= 1.004201 ; 6.11 

この 結果 は ポリ クレ ー ス 石 ユ エー クセ ン 石 系 鉱物 の 一 般 式 XZ。0。 に よく 一 致し て いる 。 
my (Nb, Ta),O, : TIO,=187: 171=1 : 125 £4) 到 = クセ ン 二 に 相当 し て い 
Bo MAME (2) より この 笑 験 式 を 算出 する と , X=—261, Z=520, (0, OH) = 
1614) x2 Z: (©; OF) = 1,00; 1:99: 6.18 20, (1) knoe ero 


ai, いる 。 
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第 3 表 BKARUMMBA-7 eV RORY 7 — 2BRERMOUCZD MT 


産地 = 水 ge | GB i B 
(1) @ | 6) (4) 
CaO 0.65 | 0.96 2.34 1.05 
MnO 0.54 0.77 0.43 0.24 
ThO, 1.06 0.90 2.86 2.32 
[Ce],O5 0.20 0.50 | 0.42 0.33 
[Y]。04 19.86 18.87 23.37 29.09 
UO, 11.18 11.47 | 7.37 47s 
UO; 0.32 0.51 | 4.50 3.50 
FeO 2.60 (2.60) | nd 0.16 
MgO tr 0.43 0.15 0.10 
Fe,O, 4.80 5.12 2.89 2.23 
Al,O, 0.16 0.12 | 0.16 0.45 
TiO, 12.73 14.8 24.72 18.12 
Nb,O, 26.68 25.92 21.37 27.75 
TO; 16.14 15.87 5.49 7.05 
Sn0, 0.32 0.38 | 0.15 0.09 
SiO, 0.48 0.42 | 1.03 0.86 
UO 0.88 (0.88) 1.80 1.56 
0 0.21 (0.21) 0.31 0.12 
Total 99.81 (100.11) 99.36 99.73 
@ 5.47 5.10 5.23 
分 析 者 fe 谷 Jil = 野 fe 4 Jil 長 4 川 


DL EBIKBPE A 7 eY RIOT, BER, 化学 成分 等 を 述べ た が , この ペグ マタ イト 
は 本 邦 で 最も 多量 に ユ ュー クセ ン 石 を 産 す る ペグ マタ イト で ある 。 


終り に 臨み , 標本 採集 に 際 し て 協力 され た 島 概 大学 講師 横山 上 卿 氏 並 びに 召 木 釣 業 所 の 各 
DEVS PALL EW So 庫 本 研究 に 用 いた 費 用 の 一 部 は 文部 省 科 学研 究 費 に よ つ た こと を 明 
nL CHE EHTS So 


iy 


ee 


oe "及び 結晶 Ba aA 


OO 


8136, Sm Coffinite, thorite Bz 
uranothorite の X #§AyRAZe Fuchs, 
L. H., Gebert, E. 

Coffinite 及び thorite {x zircon MARY 
に 等 し く , COBB D1, —L,/amd 
で ある 。 cell constants は coffinite で a 
=6.981 + 0.004kX, c=6.250 + 0.005 
kX, thorite で a=7.128 + 1.004kX, 
c=6.314 + 0.003kKX GHA. 数 種 の 
uranothorite に 関す る 結果 は USIO, と 
ThSiO。 と の 間 に は 連続 的 な 大 沙 体 関係 
が あつ て ThSiO。 成分 が 多く な る に 従 つ 
て cell constants が ーー 様 に 増加 する こ 
と を 示す 。 coffinite に 於 ける O- 位 置 は 
u=0.180 + 0.010, v=0.347 + 0.010, 
thorite に 於 て は u=0.166 + 0.010, 
v=0.347 + 0.010 GHZ. HH, hydro- 
thermally に 作ら れ た 試料 か ら OH を 取 
り 去 つて る も 回 折線 強度 や cell constants 
に 変化 は 認め られ な い 。 (Am. Min., 43, 
243~244, 1958) (Bad 


8137, Sweden, Pajeberg ZOR& 
we Lee. D.L. 

Stanford 大 学 所 蔵 の 標本 か ら Mn,Al, 
(SiO,)。 成 分 を 27% Gis andradite が 
見 出さ れ た 。Pajsberg 鉄山 は 19 世紀 の 
中 期 及 び 末 期 に 鉄 , 滴 俺 を 稼 行 し た 小銃 
山 で ある 。 TS 
ELL, 他 に 単 斜 輝石 や バラ 交 石 が 認め 
れる 。 頂 樹 石 の 比重 は 3.88, ae 
1.813, 格子 恒 数 は 11.99A 20.2 CH 
Bo 化学 分 析 の 結果 は SiO, 34.8, Al,O; 
8.0, Fe,O, 22.0, TiO, 0.06, MgO 0.1, 
- FeO 0.5, MnO 11.4, CaO 22.9, BaO 


録 


nil, H,O(—) 0.03, 合計 99.8 で これ か 
ら 端 成分 比 を 計算 する と And 66, Sp27, 
Alm 4, Gr2, Pyl と な る 。 適当 な 条 
件 下 で は この 様 な And--Sp ROW! 
際 に 相当 する 成分 を も つた 柄 格 石 の 生成 
る も 可能 で あろ う 。 (Am. Min., 43, 208 
~215, 1958) CRAIN 


8138, Idaho, Lembi County =O 
AiG EBBe Lee, D.E. 
Pre-Cambrian OA#BLE YEO 
shear zone (<-¢O-C#2E-AMWaHE 
が 分 布 す る 。 この 附近 に は 酸性 岩 脈 , 花 
韻 岩 及び 塩基 性 岩 駆 が 存在 し , FRB OR 
圭 母 橋 格 片岩 中 に 含ま れる B, Ci, FS 
は 塩基 性 岩 脈 痢 和信 の 影 緑 に 由 る も の と 思 
われ る 。 この 片岩 の 約 60 % は 含 塩素 黒 
雲母 , 30% ithe LOT 占め られ , 
残り は 白雲 母 , 石英 , 緑 泥 石 及び 電気 石 
(0.0596), ジル コン (0.1%) 等 で ある 。 RK 
雲母 は 多量 の 塩素 (1.11%) を 含み , 比重 
は 3.21, a=1.605, a=y=1.668, y—@ 
=0.063, 2V=0° で ある 。 化学 分 析 の 結 
果 は SiO, 33.09, ALO。 17.65, TiO, 
1.30, Fe,O; 2.42, FeO 29.22, MnO 
0.04, MgO 2.83, CaO 0.10, Na,O 
0.13, Rb,O 0.10, K,O 9.04, BaO 
0.09, H,O(-+) 2.92, F 0.23, Cl 1.11, 
H,O (—) 0.04, Gar 101.31 GRO=P, 
Cl 99.97) GS. (Am. Min., 43, 
107~111, 1958) [長谷 川 〕 


8139, KmPRCR mE ERE ORD 
#34 Ferguson, R.B., Traill, R. J., 
Taylor, W.H. 

VELERUPE 7 ik—, 高温 両 型 の 草 長 石 
OX data に よる , 3 軸 に 平行 な フ 
ー リ エエ 投 影 を 用 いて , Hamowment 
進め た 。 4 つの 等 価 で な い Si-O, 四面 


p18 SF Gk Ok EES 4 


体内 で の bond の 平均 値 は , 低温 型 で は 
1.74,, 1.595, 1.63;, 1.61,A, ew 
Cid 1.65,, 1.635, 1.64,, 1.64,A Cd 
Bo 次 に 低温 型 で は , 41 Of St (0) 
は すべ て の Al を ふく む に 反 し , 高温 型 
で は , Alt Sid, 任意 に 4 つの 四面 体 
に 分 布 し て いて , 低温 一 , 高温 両 型 は Al 
-Si 秩序 化 の 程度 に よる と 結論 出来 る 。 
また Na 原子 の temperature factor は 
高温 型 で は 著しく 大 きく , これ は , ye 
平行 な や や 長い 話 際 が あつ て , その 中 の 
2 通り の 位置 に Na が 任意 に 入 つ て いる 
と 解釈 出来 る 。 こ の 偏差 は 低温 型 で は 
0.1 A, 高温 型 で は 0.6 A で ぁ る 。 
MAIC BU ARAKI, 局部 的 な 静 
電 平 条 を 必要 と する , と いう 仮説 か ら , 
次 の 結論 を えた 。†1) 低温 型 長石 類 で 最も 
安定 な 構造 は 必ず し も Al-Si 原子 が 完全 
に 秩序 化 さ れ た も の で は な い 。 2) RHR 
定 な カリ 長石 は “maximum micro- 
cline’? で は な く , BS (C2/m) OER 


ACHSo (Acta Cryst., 11, 331~ 
348, 1958) ease 
Bee ROK US 


Wn nee 


ete 


8140, New South Wales, Gun- 
nedah 近傍 の 分 化 tescheaite の 岩戸 
堂 的 研究 Wilkinson, J. F.G. 

New South Wales, Gunnedah 近く 
に 見 られ る 第 三 紀 の Black Jack HAE 
PRILH 500 フィ ー ト の 厚 さ を 有 し , BEM 
岩 様 teschenite (2% y AEA HEIR tesche- 
nite と オフ テッ ク teschenite か ら 成 る 。 
下方 接触 部 か ら 上 方 に 行く に つれ て) 
olivine が 減少 する 事 と , LMORMAB 
床 に clinopyroxene と iron ore が 増 
大 し て 見 られ る 事 が 主 な 鉱物 組成 の 変化 
で ある 。 岩 柴 分 化 の 間 に olivine は 


fayalitic に な り (Faz; > Fagy), 一 方 
feldspar は albite に 富ん で 来る (Anj。 
っ An;s)o。 Titaniferous clinopyroxene 
に は 組成 的 変化 が 殆ど 見 られ な い (Ca4s 
Mgs, Fey; > Cay, Mgsa Feyy)o この 
tesehenite の 一 般 的 な 又 特 徴 的 な 性 質 は 
UmAOT VA IRM BATSHChS 
つて , 化学 組成 は analcite syenite に 
近似 する 。 Teschenite + ZOEK 
の 変化 と は 結晶 分 化 作用 に よ つ て 十分 説 
明 出 来る 。 結晶 の 重力 移動 が その 岩 床 の 
進化 に 重大 な 要因 と な つた と は 思わ れ な 
we (Am. Jour. Sci., 256, 1~39, 
1958) [植田 〕 


8141, Ardara 接触 変成 帯 の 岩石 化学 
BUWIZ2 Pitcher, W.S.; Sinha, RC 

此 れ は 北西 アイ ル ラ ンド , Donezal sh 
の Ardara {ERP diapir の 接触 変 
BORIC SCE KD ORE 詳細 に 吟 
味 し た も の で ある 。 本 地域 の Cleengort 
horizon (Portnoo 石灰 岩 と Rossbeg 
semi-pelitic schist % MARCHE) の 
plétic schist (黒雲 母 ・ 白 雲母 片岩 , 時 
MRA e eo) は 上 記 花 賠 岩 体 に よる 
BME FEC THD, その 内 , 外 両 
側 に 於 いて , 走向 に 直角 に 横切る 適当 な 
ルー ト 8 本 を 選び 夫々 56 ヶ所 で 資 
HERO eo 此 等 の 分 析 ( 計 50 余 個 ) 
が spectrophotometry その 他 を 使用 し 
て 迅速 に な され た 。 変成 帯 外側 の 3 ルー 
ト の 原 化学 成分 の 変化 を 確立 する 事 に よ 
つて 本 接触 変成 作用 は isochemical で 
ある 事 が 示さ れ た 。 然し 深成岩 体 に 接近 
し て は K 及び Na は 僅か に 高い 値 を 基 
lure 

この ZEKE eC CKO GG EA ARR 
に 減少 し て いる 。 変成 岩 の 化学 成分 上 の 
変化 は 鉄 物 成 分 の 変化 を 明か に 反映 し て 
いる 。 新しい 白雲 母 の 出現 及び 黒雲 坪 の 


os een 


4 


es 


ee 23 
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成分 の 増進 的 変化 (PINE Ti, Fett の 
増加 , Mg, K, H,0 の 減少 等 ) は 最も 
重要 で ある 。 深成岩 体 か ら 加え られ た, 
この KK は 少 © 基 で 局部 的 で ある が , OR 
割 は 重要 で , 黒雲 母 を 斑 線 石 に , 両者 を 
自 雲母 に 交代 する 鉄 物 変化 を 引 お こし て 
いる 。 この 研究 結果 は 次 の 事 を 明か に し 
た 。 即ち 堆積 岩 の 原 化学 成分 の 知識 を 得 
る 事 が それ ら の 変 成 岩 類 の 岩石 化学 的 研 
究 に は 先 要 条件 で ある 。 (Quart. Jour. 
Geol. Soc., 113, 393~408, 1958) 
(TEI 
8142, Canada, Ontario Caribou 


Lake の 漠 入 岩 体 の 構造 と 岩戸 Fried- 
man, G.M. 


Caribou Lake MEA Kit Cana- 
dian shield 中 に 在り , 7 FAME OH 
e7O CWA. その foliation pattern 
EVIEYTLTD< & 2OOMAHE 
が 見 られ る 。 ADIT O MAAR 
の 進ん で 来 た 通路 を 意味 する も の と すれ 
ば , 構造 と 岩石 と の 関係 を 結び つけ る こ 
と が 出来 る 。 岩石 学 的 に 叉 地 化 学 的 に 研 
究 す れ ば HEARD RR ia OA bee Ze EE 
HEEB D> & DAA OAHU IT 追跡 出 
来る 分 化 通 路 を 指摘 出来 る 。 

その 証拠 を 要約 すれ ば , (1) 超 塩 基 性 
岩 が 東 衝 端 部 近く に の み 産 する 。 (2) hy- 
persthene に 於 ける Fe/Mg 比 は plagi- 
oclace に 於 ける Na-Si/Ca-Al 比 は 西 
部 の も の 程 増 大 する 。(3) MgO は FeO, 
Fe。0。 と 同様 西方 の も の 程 減 少し , アル 
カリ は 増大 する 。 (4) No, Co, Cr は 西 
方 の も の 程 減 少 す る 。 

Mz RIE ultrabasics, nor- 
ites, granite pegmatite 等 より 成る 
(Bull. Geol. Soc. Am., 68, 1531~ 
1564, 1957) [植田 〕 


ウエ リン トン 地方 下部 中 生 代 岩 


8143, 


BOM Reed, J. J. 

BAL ニュ ー ジ ー ラ ンド 北島 南部 の ウツ 
ェ エリン トン 地 方 に お ける 下部 中 生 代 (= 
eae?) の 堆積 岩 と それ に 介在 する スピ 
ラマ ライト の 岩石 学 的 研究 を 行い それ ら の 
化学 成分 を 外地 の も の と LER LT 
Do 

堆積 岸 は RM. FUE, TAREE 
a, 放散 虫 チ ャ ー ト 等 で , 上 部 古生代 に 
普通 な 岩層 と 仏 て お り , greywacke ( 平 
均 ) tt Na,O 3.7% を 含ん で いる 。 


スピ ビラ イト 分 析 表 (原著 Tab. 4 ky) 


3 4 5 

SiO, 48.6 47.4 53.86 52.94 
A Onn ak Grd 13.7 IATS 1258 
Pes0 7:6, 72:4) E39 76 
FeO 4.0 9.1 5.90 9.29 
MgO 3.6 4.4 4.17 3.65 
CaO 652 Toth PR 6.22 
Na,O 4.5 4.0 5.36 S25 
K,O 1.76 1.28 0.46 0.18 
HOt 2.9 4.1 2.53" 2.33 
Hi50-— 0.22 0.34 0.92 0.21 
T10, 1.94 3.6 0.72 2.54 
P.O; 0.34 0.88 0.16 0.36 
MnO 0.34 0.20 0.14 0.21 
CO; 1.45 = tr — 

V,0; — = OAS 

S ーー — 0.03 0.12 
Cl ーー tr 0.02 
NiO 4 0.02 
Total 99.6 101.1 100.15 99.91 


スピ ライ ト は 枕 状 構造 を 呈す る の が 普 
通 で 地 向 斜 の 海底 噴出 で ある 。 表 (Tab. 
0 の ERIET EV 
4 と 5 は 夫々 南島 Mossburn 地方 及び 
Great King & (上 部 古生代 ) の も の で 
HOM, 者 者 は ウツ テリ ンド ン 地 方 の せ の 
に カリ が 多い こと を 注意 し て いる 。 

スピ ライ ト の 成因 に つい て は 明確 な 論 
証 は な い が , 色々 な 点 か ら normal ba- 
salt の 変質 し た も の と 考え る より , KE 
EA DO? sodic differentiates が , 
PER LPARAM LO 
て , 変質 し た も の と 考え る の が 適当 で あ 
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る と 述べ て いる 。 (New Zealand Geol. 
Surv. Bull. n.s. 57, 1957) (423) 


8144, 西南 アフ リカ Tsumeb 鉱 出 の 
B4tSicBISS Ge の 地 化 常 Frondel, 
Cea ito: 

Tsumeb @kjix Cu-Pb-Zn GK, 
初生 の enargite, tennantite, renierite 
及び Germanite 中 に Ge を 固 深 体 と し 
CEA, 又 酸化 帯 が 発達 し て , beet, Tit 
Met, MRR, VANE, Tr FU 2 塩 
及び 酸化 物 等 を 生じ て いる 。 KM covellite 
を 伴う chalcocite の 2 次 富 化 帯 が ある 。 

これ 等 の 中 , 酸化 帯 の 鉱物 に 含ま れる 
Ge FAA RUMI EY 求め た 結 
3, Ge ik Ge? RU Get の 2 つの 状態 
で 存在 する 事 が 明らか に な つた 。 

この 鉄 床 で Ge の 大 部 分 を 占め る Get 
は bayldonite, olivenite 及び mimetite 
等 の 克 酸 塩 に 多い 。 地 毅 中 で は Ge は 弐 
酸 塩 中 に 固溶体 と し て 微量 伴わ れる の が 
普通 で ある 。 Up LAIRHEO SHO % 
OVA Eee LIE CHO, Ri tv 
半径 は Get, 0.44kX で あり , Sit, 0.39 
kX より も As? 0.47KX に 近似 する 。 
従 つ て 本 鉱床 で は Ge は (AsO,) tetra- 
hedra 中 の As? を 置換 し て 存在 する 。 

Ge* は cerussite, anglesite 及び 新 鉄 
物 の Pb の 上 卑 金属 硫酸 塩 中 に 存在 する 。 
し か し Get に 上 比 し 量 的 に は は る か に 少 
<, cerussite で る も 後期 成 生 の る も の に は 
存在 し な い 。 

本 鉄 床 で は 初生 鉱物 か ら も た ら さ れ た 
Ge は 酸化 帯 の Eh 一 pH の 関係 に 従 つ 
て , 始め に SHIRE CMANBICM OFA 


中 VRGe* ion! Sa IGE ECED 
BRAT CBE 72 2 次 的 欠 鉄 物 の Pb* を 置 
換 し , GeO を 形成 する に 充分 な 位 集 中 し 
な だ 4。 Biz Get a PMG Zlcon, Ged & 
L CHAIR GT Z Blt, それ 以上 に 可能 で 
bY, その 過程 を 経て Eh が 増大 する に 
On, Ge? x Get (BL AN? Get lx 
PERO REE LiF ORR RO AS ie 
換 し て 固 深 体 と し て その 中 に 入 つ た 。 B 
化 帯 上 部 に は 記 酸 塩 が 存在 する が , これ 
2 EERIE T VU RU ESRB OD 
酸化 環境 と 再 作 用 し て , Get (XW Yer 
ル マ ニ ウツ ム 塩 と し て 落 解 し た 。 AGRIC 
ED Ge ® host minecal Bea 
& 2 VAVEEMRR MAS TEE LUO, 
Ge (LIES BAER CHRON, 酸化 
He EERO RMP IIx Ge ISHED, LW 


WHEL EW. (Am. Min., 42, 743 
~753, 1957) [鈴木 ] 


8145, RAARWORMKE TOBB 
化学 分 析 Roedder, E.. 

各種 鉄 素 産 石英 の 生成 時 期 , ひい て は 
鉄 床 その も の の 生成 条件 を 推定 する 目的 
で ball milling electrodialysis eH 
いて 実 険 を 行い RACER PILE ENS 
アル カリ 金属 比 を 決定 し た 。 即ち 1) 高 
温 性 石英 本 格 石 赤 鉄 鉱 鉄 床 (Texas, 
Quitman), 中 熟 水 性 鉱床 (Utah, Max- 
field) 産 石 英 等 で は その アル カリ 含量 に , 
か な り の 不 均 一 性 が 認め られ Na 32 
130, K30~445, Li0.1~1.85, Rb0.1 
ml 23) GSO 0 an C127 hole 
SO,5~140 mg/kg を 示し , その 原子 比 
は Na/K 0.32~2.45, Li/Rb 6~170 
で ある 。 これ と は 別に 2) California, 
Grass Valley 産 金 ・ 石 英 脈 6 個 の 試料 
で は Na87~117, K105~114, Li0.72 
~1.25, Rb0.33~0.68, Cs 0.05~3.2, 
Cl 56.1~193.2, SO, 27.9~81.6 mg 


i> 


§X $21 


/kg, 更に その 原子 比 は Na/K 0.83~ 
1.03, Li/Rb 11.2.8 を 示す 。 上 記 の 
よう な 包 裏 物 の 完全 な 抽出 と 化学 分 析 が 
行わ れれ ば SBR: ABM OA AEA 
の 決定 , 拡散 作用 等 に よる 物質 の 移動 状 
態 の 推察 が 可能 と な る で あろ う 。 (Econ. 
Geol., 53, 235~269, 1958) 
CBRE] 


8146, KLS—-ERHOPTS 4 p— 
ペグ マタ イト の デュ ユ ュー テリ ツク 変質 及び 
その 鉱床 生成 へ の 意義 Neuerburg, Gai 
モン タナ 州 ボー ル ダ ー 人 附近 に 分 布 せ る 
ポー ル ダ ー 雇 上 般 は 石英 モン ジ ソ = 岩 よめ り 成 
る が この 腐 毅 を 切っ つて SGROBAERE 
BT TFA }—-RIZIL OBA 
が 視察 さや て いる 9 TIF4 AVS 
¥4}DAABAG 石英 モン Y= Rie 
PFAGICE YAU TI FH pA Se 
FA} BR か ら 供給 され た も の で あり , 
両者 は 共に 変質 作用 を 蒙 つ て いる 。 BH 
VEFRSPOKBRA CHOOT, FTF 
ペグ マタ イト の 結晶 中 に 行わ れ た も の と 
考え られ , 1) 一 般 的 な 意味 で の 将 水 変 
B22) アプ ライ トー ペグ マタ イト に の み 
限定 され て 行わ れ た 熱 水 変質 即 も デュ ー 
テリ ツク 変質 3) 石英 モン ゾ ソニ = 岩 と アプ 
FARA LI 4 PER EMKE DO Beh 
部 附近 に 観察 され る 接触 熱 水 変質 の 三 つ 
の 型 に 区 分 され る 。 その 原因 と な つた る も 
の は 石英 モン ゾ = 岩 中 に 於 ける 物理 化学 
的 条件 の 差異 に よる も の で ある 。 変質 作 
用 に よ つ て 生じ て いる 鉱物 と し て は , 緑 
VER, Fir D4 >—AAVIA, KF 
Rea, DB 4 Forin, 白 チ タ 
YA, eS, BELA, TERRA (2), 
絹 雲 母 , 粘土 ( 不 確 定 ) 等 が 観察 さ れる 。 
又 こ うし た 変質 作用 に 伴 つ て 石英 モン 


THINS 一 部 鉄 床 が 肥 褒 し て いる が そ 
WUE 次 の 機構 に 依る も の と 考え られ る 。 


即ち , a) 結晶 作用 に より 溶液 の 分 化し て 
生じ た も の , a) デュ ー テ リツ ク 変 質 作 用 
TiBlk 熱 水 変 質 作 用 に よる 金属 の 抽出 
移動 に よる も の 等 で ある 。(Econ. Geol., 
53, 287~299, 1958) [ 折 本 】 


8147, PRKR HF OLBRORY 
Schwartz, G. M. 


BOK VERRGK FE (Ajo, Bingham, Bisbee, 
Cananea, Ely, La Dura, Leadville, 


Miami, Quellaveco, Toquepala, Ray, 
San-Manuel, Santa Rita,) pegeetyc 
つい て , FEMA GB STU, 次 の 
如き 考察 を 行 つ て いる 。 黒雲 母 の 化学 成 
分 は 適当 な 温度 , FEO TV Chi OBE 
鉄 物 を 生成 し , CIN WBOKR ER It 
極め て 不安 定 で あり , 溶液 の 成分 に より 
種々 の 鉄 物 に 変質 する 。 例え ば その と 論 損 
生成 物 と し て は , greenbiotite, chlorite, 
muscovite, serite, hydromica, kaoli- 
nite P{hoOi+gwy, calcite, epidote- 
zoisite, leucoxene, rutile, pyrite ee 
が あげ られ る 。 BMH: HL eee He 
な 人 鈴 物 は 普通 の 産 状 の も の で , 熱 水 変質 
作用 の 間 , 平 衛 状態 が 保持 で き な か つた 
こと を 示し て いる 。 R, 黒雲 母 の 本 来 の 
成分 や 構造 も 変質 生成 物 の 上 に FRI 
を 与え て いる 。 (Econ. Geol., 53, 
164~177, 1958) [飯田 ] 


8148, KKAOMEBEO RRS 
Zierfuss, H., Vliet, G. 

多く の 方 法 が logging に 対し て 用 いら 
れ て いる が , porosity や permieability 
と し て 重要 な 貯留 岩 の 性 質 に 僅か に 有効 
な 影響 を 与え て いる に 過ぎ な い 。 BEM 
は コー ア 試 料 の 熟 伝導 度 の 測定 に 対し て 
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の 装置 と その 効果 に つい て 説明 し て いる 。 
砂岩 石灰 岩 の コ ー ア 試料 に つい て 実験 を 
行い , コー ア 試 料 も 完全 或いは 一 部 分 に 
Bek, POY y RE 
wSo porosity, formation resistivity 
factor, thermal conductivity の 関係 
に つい て 独特 の 関係 を 図示 し て 説明 し て 
いる 。 特に formation resistivity factor 
+ 7kABFI4 AO porosity 関係 , 水 , yh, 
ガス の 飽和 し た 砂岩 の porsity の 関係 , 
熱 伝 導 度 の 水 飽 和 の 影響 に つい て 図示 し 
説明 し て いる が , BARRCHSOCE 
溜 岩 の 自然 の 状態 と は 幾 分 ち が つ て いる 
の で 和 熟 伝 導 度 の 測定 で 貯溜 岩 そ の も の を 
考察 する こと は 出来 な い が , これ ら の 関 
係 を 図示 し 説明 し て いる 。 (Bull. Am. 
Assoc. Petrol Geol., 40, 2475~ 
2488, 1956) [阿部 ] 


8149, ミシシッピ ー 河 デル タタ 堆積 物 の 
粘土 鉱 牧 組成 Johns. W.D., Grim. 
RIE 

ミシシッピ ビー 河 FF ORR AE EHO 
域 か ら 採 取 し た 現世 堆積 物 中 の 閣 土 鉄 物 
組成 を 調べ た 。 試 料 は river sediments, 
Baptiste Collette sub-delta and inner 
blind bay, interdistributary bays, 
delta platform, prodelta slope, open 
lagoon, open lagoonal inlet, open she- 
lf recent delta, rewarked Mississippi 
delta, old shelf 等 の 各 環 境 か ら の も の 
CHS0 EVEVAT SL IFN THER 
物 中 に 最も 普遍 的 に 見 られ る が , 堆積 環 
境 の 塩分 の 影 に 対応 し て , 相対 的 に モ 
ン モ リロ ナイ ドド が 減少 し 0 174 b » 
泥 石 が 増加 し て いる 傾向 が 認め られ る 。 
この イラ イト ・ 緑 泥 石 等 は 海水 か ら KK, 
Mg を 抽出 し 明らか に モン モリ オナ イィ イト 
か ら 続 成 作 用 に ょ つて 生成 され た も の で 
OBI AY YY EAT EMOS SY 


河 の 流域 盆地 は Mesozoic, Cenozoic の 
各地 層 か ら の 土壌 が 大 部 分 で モン モリ オ 
ナイ ト を 多く 含み hentonitic で あり , 

これ に 対し オハ イオ 河 流域 は paleozoic 
の 地層 か ら の も の で イラ イト 質 ・ 緑 泥 質 
な 泥 質 な 成分 を 多く 含ん で いる 。 LOR 
な 上 流 河 川 流域 の 特 役 は , また デル タ 堆 
積 物 の 粘土 鍼 物 組成 の 一 因 と し て 指摘 さ 
EI (jour Sed Pet. 28) 186 
~199, 1958) (SH) 


8150, Pleasantview P2O4 E44 
構造 研究 Rusnak, G. A. 
Pleasantview AER YY Var = 
ァ ン の 代表 的 な も の で , BRAM, S 
BR, 石 吹 質 の 塊状 或いは 整 層 を 示す 。 
この 砂岩 は 2 つの 現象 を 示し て いる 。 
non-channel phase に 於 いて は 明 上 須 に 
AWC Purington 頁岩 に 乗 つ て いる 
が , channel phase に 於 いて は 下部 の 
channeled 堆積 物 に 不 整 合 関 係 を 示し て 
いる 。 著者 は この 砂岩 の 堆積 環境 に つい 
て 堆積 の 時 間 を 研究 する 意味 で この 砂岩 
に つい て , 石 理 , 組成 , 堆積 構造 , BB 
状態 及び 構造 的 に 研究 し た 。 この 結果 こ 
の 砂岩 は 北 或 い は 北西 方 向 に 堆積 し た 
subgraywacke で ある と し た 。 MEOH 
Skis, leucoxene 31%, ilmenite~ 
magnetite 39, pyrite 59%, zircon 41 
9, rutile 79%, garnet 6% tourmaline 
496, chlorite 2%, sphene 1% で ある 。 
30 (BEC BAL Tir, dimensional fabric 
analysis を 行い grain orientation 
analysis を 行 つ た 。 こ れ ら の 研究 の 結果 
1) channel gradient 2) scour marks 
3) slump and slide structure 4) 
ripple marks 5) cross-bedding 6) sand 3 


grain orientation に つい て 簡単 に ま と 
め 表 示し て いる 。 (Jour. Sed. Pet., 
27, 41~55, 1957) [阿部 ] 
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